
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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〝千手〟のナルゴア、それが俺の名前だ。




　見た目はほとんど人間の青年と変わらないが、これでもれっきとした魔族である。

　それを証明するのが〝千手〟と呼ばれる俺の異能──俺は生まれつき、空間に自らの〝手〟を召喚・使役することができるのだ。

　この手は、俺の本来の手とは似ても似つかず、いかにも〝魔物の手〟という感じだが、見かけによらず単独での魔法詠唱が可能であるなど、意外と繊細な動作が行える。

　もちろん殴りつけて物理的にダメージを与えることも然しかり。

　使役する手の数は四つ、本体である俺を合わせれば五回行動までできる。文字通り手数が多いというわけだ。

　この稀け有うな特性が魔王ガルヘリオス様の目に留まり、俺は単なる一モンスターから出世することとなった。

　勇者たちの拠点、ガイアール王国の北西に位置する小規模ダンジョン〝しじまの洞窟〟。

　いずれ来たる勇者たちを打倒するため、このダンジョンを管理、運営する役割。

　──すなわち俺は、中ボスに任命されたのだ！

　そりゃあ嬉うれしかったとも。

　人よりも少し行動回数が多いだけの自分が、まさかの中ボスだ。

　栄転も栄転、俺は晴れやかな気分で故郷から遠く離れたしじまの洞窟へと向かった。

　……しかしそこで俺を待ち受けていたのは。

「なんだこれは……」

　穴だらけの警備。

　長年放置され作動しないトラップ。

　やる気のない従業員モンスターたち。

　要するに、ダンジョンとして最低クラスの職場環境。

　見た目はほとんど人間と変わらない俺が、ダンジョン最深部まで素通りできてしまったことがなによりの証明だ。

　……いやこんなものもはやダンジョンではない、廃はい墟きよ、ただの廃墟だ……

「あ、新しいボスの方ですか、おはざーっす」

　全身がたるみ切ってだるだる、ハリもツヤもないポイズンスライムが、気の抜けた挨拶をしながら通り過ぎていく。

「ああ、新しい人来たんだ、別にいらないと思うけどね、アタシ」

　病的なまでに色白で、頭の花を枯れさせたアルラウネがどこか面倒臭そうに言った。

「……」

　吸血コウモリの彼女は、もはやこちらに目もくれず、青白い顔でふらふらとどこかへ飛んで行ってしまう。

　……ちゃんと血、吸えているのだろうか。

　とにかく、とにかく、とにかく！

「──このダンジョンは、駄目だ！」

　俺はばんとテーブルを叩たたいて声を張り上げた。

　第四階層、執務室兼会議室──急な呼び出しを食らってただでさえ不機嫌そうだった従業員モンスターたちが、あからさまにむっとする。

　アルラウネが、金の髪を指先でくるくるといじりながら言った。

「駄目って……着任初日からウチの何が分かるっての」

「分かるに決まってるだろ！　ここはすでにダンジョンとして機能していない！　勇者どころか迷い込んだ子どもですら無傷で生還できるぞ！」

「そうは言ってもウチ、一番最初のダンジョンっすからね」

　これに異を唱えたのはポイズンスライムだ、見れば見るほどだらしない身体からだで、もう半分溶けている。

「そーそー、つまり勇者たちの拠点から一番近くて、逆にアタシたちの魔王城ほんしやからはゲロ遠いってこと、人手も物資も全然足りてないのよ」

「日々の業務を消化するので……手一杯……」

　吸血コウモリが死にそうな声で抗議してくる。

「それに勇者たちが活動を始めたら、どーせウチが一番最初に攻略されるじゃないっすか、そんなんで頑張れとか言われても……ねぇ？」

「そーよ、適当にやってりゃいいのよ、適当に」

「お、お前らガルヘリオス様に対する忠誠心とかないのか……！」

「……誰？」

「ま・お・う・さ・ま・だ!!」

「ああ、金払いの悪いアタシたちの雇い主のことね、顔も知らないわ」

「なっ……!?」

　絶句する俺をよそに、彼女らが席を立つ。

「おい待て！　会議はまだ終わってないぞ!?」

「もう終わりよ終わり、アタシたちには昔ながらのやり方があんの、あんまり口出さないでよね、ちゅ・う・ボ・ス・さん」
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　もはや止めることなどできない、彼らの背中が徐々に小さくなっていく。

「そういえばあの人五回行動できるらしいっすよ」

「珍しい……でも宝の持ち腐れ……」

「こんなところ飛ばされるぐらいだし、どーせただの器用貧乏ってオチでしょ、はー、このダンジョン潰れたら次どこに転職しようかしら」

「あっ、自分パン屋になりたいっす」

「アンタ食品系は無理でしょ……」

　そして、誰もいなくなった。

　会議室に一人ぽつんと残された俺は、震えながら呟つぶやく。

「……人手が足りないと言ったか」

　怒りではない、悲しみでもない、絶望でもない、使命感に打ち震えていたのである。

　魔王様はただの一モンスターにしか過ぎなかった俺に、このダンジョンを託してくれた。

　ならば、やることは一つ！

「──〝手〟なら足りている！　俺は千手のナルゴア！　必ずやこのしじまの洞窟を難攻不落の大迷宮に変え、勇者たちに恐怖を刻み込んでやる！　さあ、大改革の始まりだ！」

　俺はさっそく行動を開始した。




　　　　〇




「──な、なによこれ!?」

　明朝、しじまの洞窟にアルラウネの悲鳴が響き渡り、間もなくして彼女が俺のところへ慌ただしく駆けつけてくる。

「朝から騒々しいなアルラウネ」

「あ、あああ、アンタ何あれ!?　アタシのフロアに何してくれたのよ！」

「何って、俺はただ……」

「いいから、ちょっと来なさい!!」

　言い終える前に腕をひっ摑つかまれ、強引に引きずられる。

　連れてこられたのはアルラウネの担当区域、フェアリーや植物系モンスターの牛耳る、しじまの洞窟第二階層である。

　以前はどこもかしこもびっしりと苔こけが生むし、じめじめして薄暗い空間だったのだが──今は違う。

　壁や床、天井にいたるまでがほのかに発光して、階層全体が明るいのだ。

　この薄明かりが洞窟の雰囲気とマッチして一種幻想的な雰囲気をたたえている。

「これ！　どうなってんの!?　何したの!?」

「何……とは、ヒカリゴケを撒まいたんだ、というかアルラウネ、お前が前任者に頼んでいたんだろう？」

「な、なんでそれを知って……！」

「フェアリーたちから聞いた」

　俺は第二階層を飛び回るフェアリーたちを指した。

　ふむ、昨日まではしなびた野菜のようにダンジョンの隅で雑魚寝しているだけだったのに、打って変わって活力が漲みなぎっている。

　フェアリーは環境の変化に敏感だ。

　彼女らに生気のないダンジョンは、定期的にやってくる魔王軍のダンジョン監査で問答無用にＤ判定をもらう、これはもはや周知の事実である。

「アルさまぁ！　見てこれきらきら！」

「中ボスさんが一晩でやってくれたんだよ！」

「これでわざわざおそとに出なくてもひなたぼっこができるね！」

「そ、そう……それは良かった……」

　この時、アルラウネの仏頂面が僅かに綻んだのを俺は確かに見た。

　しかし彼女はすぐにはっと我に返って、こちらを睨にらみつけてくる。

「こ、こんなのでアタシたちからの株が上がるとでも思ってるのなら大間違いよ！　むしろよくもやってくれたわね！　ヒカリゴケっていうのは手入れが難しいの！　日々の業務に加えてまた厄介ごとを……！」

「えー、アルさまなんでそんなこというのー？」

「前の中ボスさんはぜんぜんわたしたちのおはなし聞いてくれなかったのに、あの中ボスさんは聞きもしないで私たちのおねがい叶かなえてくれたんだよ[image: ][image: ]」

「わかった！　アルさま照れかくしだ[image: ][image: ]！」

「こ、こら！　アンタたち！」

「もちろんこの程度で株が上がるとは思っていない、なにせやることは山積みだ」

　フェアリーにまとわりつかれる彼女に、俺は数枚の紙束を手渡す。

「な、なによこれ？」

「ヒカリゴケの手入れ方法が書いてある、絵でな、フェアリーは読み書きができないから苦肉の策だ」

「……へったくそな絵」

「そう言うな、こればかりは手がいくらあっても上手うまくならん、あとは任せたぞ」

「ちょっと、任せたってなにを!?」

「どうせ絵だけでは伝わらんからな、ヒカリゴケの育て方をフェアリーたちに教えてやってくれ、植物に関してはお前の方が遥はるかに詳しいだろう」

「そ、そりゃそうだけど……！」

「では任せた、フェアリーたちへの情報共有、並びにフェアリーたちを統括しヒカリゴケの管理・維持に努めるんだ、俺は次の仕事を片付ける」

　俺は踵きびすを返し、足早に第二階層を後にする。

　次に向かう先はポイズンスライムが担当する第一階層。

　まったく、猫の手も借りたいとはこのことだ。




　　　　〇




「ちょっとこれ、どーなってんすか中ボスさん!?」

「どうなってる、とは？」

「アレっすよ！　アレ！」

　ポイズンスライムがだるだるの身体を震わせながら、抗議してくる。

　見ると、彼の後ろには猫ほどの大きさのスライムたちが数十体ほど控えていた。

「中ボスさんお疲れ様です！」

「お疲れ様です！」

　彼らが声を揃そろえて挨拶をしてくるので、俺も「おつかれさま」と返す。

「彼らは俺が雇った新しい従業員モンスターだな、あいつらはなかなか見込みがあるぞ、元気が良くて、なにより若い」

「新しい従業員モンスター!?　そんな勝手な……！」

「しじまの洞窟は慢性的な人手不足だ、これは明らかに前任者を含めたお前たちの怠慢が招いた結果だぞ」

「き、来たばっかりのアンタに何が分かるんすか！」

　ポイズンスライムはいよいよ怒り心頭、身体をぶるぶると震わせながら声を荒らげてくる。

　……こういう反応をされるだろうとは思っていた、だから持ってきたのだ。

　俺は懐から紙束を取り出し、これを読み上げる。

「〝誰からも仕事を教えてもらえなかった〟」

「!?」

「〝この職場でステップアップする自分が想像できなかった〟〝先輩達がいつもピリピリしていて居づらかった〟〝無視されていた〟」

「そ、それは……!?」

「全て一年以内にここを辞めていった従業員モンスターたちの退職事由だ、前任者が握りつぶしていたのを昨晩発見した、これでもほんの一部だぞ？　まったく、ここは人材を育てようという気概がまるで感じられない、少ない古株が自分たちだけで仕事を回し、新人を蔑ないがしろにし続けた結果がこの人手不足だ」

「そんなの自分だって気付いて……」

「そうだろうな、お前は内心気付いていただろう、なんせこのしじまの洞窟の主戦力は、ほとんどお前が育て上げたのだからな」

「何故なぜそれを!?」

「努力の痕跡というのは必ずやどこかに残るものだ、もちろんお前が内心で現状を嘆いていることも知っている、……後ろめたいのだろう？　いくら育てても、すぐに辞めてしまうことを考えると」

「……そ、その通りっす……皆、すごく悲しそうな顔でここを辞めたいと……それがしんどくて、たまらなくて……」

「だからあえて新人をとらないようにしていたな」

　こくりとポイズンスライムが頷うなずく。

　彼もまた、このしじまの洞窟が生み出した悪循環の犠牲者なのだ。

　──しかし、それも今日で終わり。

　俺は、ポイズンスライムの肩（？）をぽんと叩たたく。

「今日からはそんな悲しい心配をするな、全力で新人を育ててくれ」

「で、でも」

「しじまの洞窟は変わる、だからお前はお前のやりたいことをやってくれ〝毒軍曹〟」

「……自分の昔の二つ名まで知ってるんすか」

「後のことは任せろ、だからここはお前に任せる、いいか？」

「──ええ、了解したっす中ボスさん！　自分が責任をもって彼らを立派な主戦力に鍛え上げて見せるっす！」

　びしっと姿勢を正すポイズンスライム──もとい軍曹。

　彼の緩み切った身体からだが、見るからに引き締まった。

「じゃあ任せたぞ軍曹、俺はまだやることがある」

　そう言って、俺は第一階層を後にする。

　次は吸血コウモリの管理する第三階層──といきたいところだが、そちらは後回しだ。

　俺は食堂へと向かった。




　　　　〇




　その日、静寂しじまの名を冠するそのダンジョンは、ひどく騒がしかった。

「な、なんだこれ!?　魔境とまで呼ばれた倉庫が見違えるように！」

「あっぶねえ！　長年壊れたままだったトラップが修理されてるぞ！」

「お、おい！　昨日まで腐臭を放っていた便所から……花の匂いがしやがる！」

　従業員モンスターたちが、たった一晩で変貌を遂げたしじまの洞窟に驚きよう愕がくの声をあげる。

　彼らは「誰だ、誰がやった」と口々に呟つぶやいたが、こんなバカげたことをするのはただ一人しかいない。新しくやって来た我らが上司──中ボスさんだ。

　喜びよりも困惑が強かった。

　彼は何故、こんな停滞したダンジョンのためにここまでするのか？　誰もがその意図を測りかねていた。

　もちろんアルラウネもその一人だ。

「なによ頑張っちゃって……見返りがあるわけでもないのに……」

　肩書きだけの中ボスとしてダンジョンの最深部でふんぞり返っている方が、彼にとっては圧倒的に楽であるはずだ。

　事実、前任者がそうだった。

　その前の中ボスも、その前の前の中ボスも、ダンジョンのことなど知らぬ存ぜず、ただいつ来るかも分からない勇者たちを、座して待つだけ。

　でも彼は違う、積極的に干渉してくる。

　まるでしじまの洞窟は自分の一部とでも言うように──

「おい皆！　中ボスさんが食堂に向かったぞ!?」

「あの三兄弟のところに!?　気は確かか!?」

「何をする気か分からんが急げ！」

　誰かが口火を切り、従業員モンスターたちが一斉に食堂へと押し寄せる。

　皆、声に出さずとも期待していたのだ。

　中ボスさんが一体何を成そうとしているのか、彼の到来がこのしじまの洞窟にどのような影響をもたらすのか。

　そんな熱狂の渦の中には、アルラウネと、運悪く巻き込まれてしまった吸血コウモリの姿もあった。




　　　　〇




　しじまの洞窟第一階層──従業員食堂〝ゴブリン亭〟。

　だだっ広い食堂には、ちょうど昼時だというのに他の従業員モンスターの姿が見えない。

「──これはこれは、新しい中ボスさんじゃねえですかい」

　椅子に腰かけてしばらく待つと、奥の暗がりからぬるりと三匹の小鬼が姿を現した。

　小柄の長男、瘦せぎすの次男、そして巨漢の三男。

　揃いのエプロンを身に纏まとった彼らは、このゴブリン亭の料理人、通称ゴブリン三兄弟だ。

　長男ゴブリンが、下卑た笑みを浮かべながらひたひたとこちらへ近寄ってくる。

「着任後最初のお仕事は予算削減にここを潰すことですかい？　へへ、ご苦労なこってす、でもあっしらもただじゃあ出ていきませんよ……なあお前ら？」

　三男ゴブリンがこれ見よがしに巨大な肉切り包丁を構える。

　ふむ、手入れの行き届いた良い包丁だ、どんな肉でも骨ごとまとめて叩ききれそうではないか。

「ここはねぇ、それはそれは長い年月、あっしら三兄弟で支えてきたんですわ、それを新参のアンタが潰そうだなんて道理が通らねえったら……」

「何か、勘違いをしているな」

「……ああ？」

「俺は、ここを潰しに来たわけじゃない」

　ゴブリン三兄弟が互いに顔を見合わせた。

「……だったら何の用です？」

「テーブルについた客に何の用もなにもないだろう──注文をとってくれ」

　どたどたどた、と辺りが騒がしくなるのを感じる。

　ちらと横目をやると、どういうわけか周囲に野や次じ馬うま連中が集まりつつあった。

　ゴブリン三兄弟はこれに目もくれず、まっすぐと俺の目を見据えている。

「……正気かアンタ？」

「昨日から夜通し働いている、いい加減腹が減った、この食堂で一番のオススメを頼む」

「……おいお前ら！　飯の用意だ！　ゴブリン風でな！」

　ゴブリン風、この単語を聞いて野次馬連中が悲鳴をあげた。

「ぶも、しょしょ正気かい兄ちゃん……」

「やめとこうよ兄貴、ゴブリン風なんて食ったらやっこさん泡吹いて倒れちまうよ、普段客に出してるやつでいいじゃあないか……」

「いいや！　我らが中ボスさんは一番のオススメを所望だ！　だったら食わせてやろうじゃねえか！」

　長男ゴブリンが、こちらを見てにたりと口元を歪ゆがめる。

「少々お待ちくださいませお客様、とびきりのをご用意いたしますので……へっへっへ」

「楽しみだ」

　自前のナプキンなどを用意しつつ──待つこと十数分。

　とびきり強烈な臭気が厨ちゆう房ぼうの方から漂ってきて、野次馬連中が一斉に鼻をつまんだ。

　つまむ鼻、もしくはつまむ指のないモンスターは、なべて白目を剝むいて気絶していたが。

「な、なんなのよこの臭い……いつもの十倍、いやそれ以上……！」

「アル……知ってると思うけど私……生臭いの本当に苦手なの……」

「きゅ、きゅーちゃん大丈夫!?」

　吸血コウモリもまた、アルラウネに抱きすくめられてぶくぶくと泡を吹いている。

　臭いだけで阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図だ。

　そんな中、再び暗がりからゴブリン三兄弟が現れる。

「ひひひひひ、お待たせいたしやした中ボスさん、これがゴブリン亭名物、臓物煮込みゴブリン風でございやす」

　ことり、と俺の前に皿が置かれる。

　皿の中には、極小の地獄があった。

　灰色に濁った粘り気のあるスープ、そしてその毒沼のごとしスープに浮かぶのは、なんらかの動物の──内臓。

　それらはほとんどが原形をとどめたまま転がっており、一つ一つ取り出して組み立ててみれば、この汁物が一体なんの動物から作られているのか分かってしまいそうだ。

　ごぼりと泡がたち、間もなく弾はじける。

　どこからか「オエエッ！」と声があがった。

「とりわけクセの強い六目ヤギの臓物を煮込んでみやした、実に通好みの味に仕上がっておりやす」

「ほう、六目ヤギを」

「怖おじ気けづきやしたか？　無理もありやせん、なんせあっしらの故郷でも、これだけはどうしても食えねーって泣き叫ぶゴブリンがいるぐらいで……」

「そうか、俺は嫌いじゃないがな」

「ひひ、口だけなら何とでも……え？」

　ゴブリン三兄弟がこちらを振り向く、野次馬連中も一斉にこちらを見た。

　まるで信じられないものでも見るように、目を丸くして。

「でもあれだな」

　俺はなんだかよく分からないぷりぷりしたモツを嚥えん下かし、言った。

「……アクぐらいはとったほうがいいんじゃないか？」

「う──噓うそだろコイツ!?」

　ゴブリン三兄弟がたじろいで、野次馬からは悲鳴があがった。

　しかし腹が減っているので、この際人目は気にせず、俺は器を持ち上げて直接スープを飲み干す。悲鳴が最高潮に達した。

「お、おいやめろ！　死んじまうぞ!?」

「食い物で死ぬか」

　長男ゴブリンが意味不明なことを言いながらこちらへ駆け寄ってきたが、すでにスープは飲み終えた後だ。

　俺は口直しに水を一口含んで、ナプキンで口元を拭い、ふうと一息。そして、

「よし、次男ゴブリン、エプロンを貸してくれ」

「えっ、な、なんで……」

「頼む」

　俺は一番背格好の近い次男ゴブリンからエプロンを受け取り、装着する。

「悪いが厨房を借りる、すぐ終わるからテーブルについて待っていてくれないか」

「中ボスさん、アンタなにを……！」

「なにって」

　俺は四つの手を召喚し、そして厨房に立った。

「──久しぶりに料理がしたくなってな、悪いが味見を頼む」
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〝千手〟は俺の意のままに操れる〝手〟の異能だ。

　単独での魔法詠唱が可能、もちろん殴りつけて物理的にダメージを与えることも然しかり。

　しかしそれ以外にこういった使い方もできるのだ。

「さあ、できたぞ」

　俺は四つの手を使役し、最短最速で三つの皿を完成させた。

　長男ゴブリンが、感嘆の声を漏もらす。

「あの短時間で三皿……噂うわさの五回行動は伊達だてじゃないってことですかい？　確かに見事な手際でやす、だが問題は……」

「もちろん味だ、冷めない内に食ってくれ」

　俺は三つの皿を、ゴブリン三兄弟のテーブルへ並べる。

「これは──！」

　三兄弟が目を剝き、野次馬たちがどよめいた。

　彼らの注目を集める一皿。

　それは透き通ったスープに浮かぶ、ぶつぎりになった六目ヤギの──臓物。

「──これは、六目ヤギの臓物煮込みじゃねえか！」

「六目ヤギの臓物煮込み、中ボス風だ」

　俺は洗い物をしながら付け加える。

　見た目こそ違えど、料理自体は彼らが作ったものと全く同じ。

　六目ヤギの内臓をふんだんに使った、煮込み料理だ。

「なんだありゃ!?　三兄弟の作ったものとはまるで別物じゃねえか!?」

「なんて食欲をそそる香り……六目ヤギの臓物なんて食べられたもんじゃないと思ってたけど、こっちまでお腹なかが空すいてきちゃう！」

「……あ、あれ？　私は一体何を……」

「きゅーちゃんが料理の匂いで息を吹き返した!?」

　反響は上々、長男ゴブリンがぐっと顔をしかめる。

「……中ボスさんも大概意地が悪い、臭くねえ臓物煮込みを作ってあっしらに恥をかかせようって、そういう腹積もりですかい？」

「何をバカげたことを、いいから早く食ってくれ」

「はん、素人が！　臭みのねえ臓物煮込みなんて臓物煮込みじゃねえ！　俺たちの口に合うはずが……」

　長男ゴブリンが、ばくりと一口ヤギの内臓を頰ほお張ばる。

　瞬間──長男ゴブリンが震えた。

「があっ!?」

「あ、兄貴!?」

「ぶふ、お、おおおまえ、料理に何を……！」

　三男が再び肉切り包丁を構える。

　しかし、これを手で制する者がいる、他ならぬ長男ゴブリンだ。

「に、にに兄ちゃん、どうして……」

「ち、ちげえ！　これは……べらぼうに美味うまい!!」

「なっ!?」

　次男ゴブリンと三男ゴブリンが驚きよう愕がくの声をあげる。

　対して長男ゴブリンは、口の中のソレを一心不乱に嚙かみ締しめる。

「内臓が死んでねえ！　嫌な雑味がなくなって、むしろ殴りつけられるぐらい鮮烈に内臓の風味が際立ってやがる!?　これに比べりゃ俺たちが作った臓物煮込みなんてただ臭いだけで、寝ね惚ぼけた味に思えてくるほどだ！」

「ほ、本当かい兄貴!?」

　次男、三男が自分の分の臓物煮込みにがっつき、そして大きく仰のけ反ぞった。

　この反応を見て、野次馬たちから「おおおっ!?」と声が上がる。

「あの頑固三兄弟が他人の料理に夢中になってやがる!?」

「一体どんな魔法を使ったんだ!?」

「……私、ちょっと食べてみたいかも……」

「ち、畜生！　美味うめえ！」

　長男ゴブリンは、山ほどあった内臓をあっという間に平らげると、スープさえあまさず飲み干し、そしてこちらを睨にらみつけた。

「て、てめえ、何か特殊な食材を使いやがったな……!?」

　また見当違いなことを。

　俺は四つの手に皿洗いを続けさせながら、その問いに答える。

「特別なものなんか何も使ってない、全部この厨房にあったものだ」

「噓を吐つけ！　ウチの厨房にあるものだけで、こんな、こんな上等なもんが……！」

「作れるさ、本当に相手のことを考えていればな」

「なっ……!?」

「吸血コウモリ、ちょっとこっちに来てくれるか」

「わ……私……？」

　野次馬の中に紛れていた吸血コウモリが困惑気味に言う。

　俺は彼女のために用意した、四杯目の皿を高く掲げた。

「これはお前に食べてほしい」

「で、でも私、生臭いの苦手……」

「頼むよ」

「……う、うん」

　吸血コウモリが人ごみをかき分け、渋々とこちらへ近寄ってくる。

　俺は彼女に料理とフォークを差し出した。

「うう……」

　彼女は恐る恐るフォークを突き立て、ぱくりと一口。

　すると──どうだ。

「──お、美味おいしい！」

　まるで春先に花が開くように、彼女の表情がぱあっと明るくなる。

　野や次じ馬うま連中が、ぎょっと目を丸くした。

「なに今の声!?　きゅーちゃん!?　きゅーちゃんってあんな声出せたの!?」

「いっつも死にそうな声でぼそぼそ喋しやべるのに……！」

「美味しい！　美味しい！」

　吸血コウモリが先ほどまでの沈んだ様子とは打って変わり、羽をぱたぱたさせながら臓物煮込みにがっついている。

　俺は皆の注目を集めながら、ゆっくりと語り始めた。

「──彼女は慢性的な貧血に悩まされていた、そりゃそうだろう、ここじゃ血を吸う相手もいなければ、食い物も偏る一方だ。翻って六目ヤギの臓物には豊富な栄養分が含まれていて、貧血を回復させる効果もある」

「じゃ、じゃあアンタ、ハナから内臓嫌いのきゅーちゃんのために臭みのない臓物煮込みを……!?」
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「まぁそういうことになる、……いいか三兄弟、料理の腕に自信を持つのは結構、伝統を大事にするのもおおいに結構、しかし食べさせる相手のことを忘れては駄目だ」

「アンタ俺たちにわざわざソレを教えるために……だが、俺たちにゃ、もう……」

「大丈夫さ、なんせお前ら三兄弟には手が六つもある、もっと美味いもんが作れるさ」

「か、かたじけねえ……！」

　三兄弟がおいおいと男泣きをして、遅れて割れんばかりの歓声と拍手が巻き起こる。

　ふむ、これでゴブリン亭の改革も完了！

「中ボスさん、俺たちはアンタの男気に惚ほれたぜ！　あの臓物煮込みを汁まで平らげちまってまで一芝居打つなんて……決めた！　俺たちはもう二度とゴブリン風は作らねえ！」

「……ん？　何故なぜだ？　メニューに残しておいてくれないのか？」

「えっ？」

　三兄弟を含め、野次馬連中が一斉に間の抜けた声をあげた。

　なんだ、この反応は？

「言わなかったか？　俺は嫌いじゃないと……」

　どこからか「うわ……」と本気で引いた時の声が聞こえた。
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　あれから一年──しじまの洞窟の静寂は完全に破られた。

　今では毎日が慌ただしく、そして活気に満ち溢あふれている。

「──中ボスさぁん！　第二階層で栽培していた新種の毒草が量産に成功したよ！　これを第一階層に持っていけばいいんだよね？」

「ああ、半分はポイズンスライム率いるスライム隊に、もう半分はグレムリンたちが新作トラップに試したいと言っていた、悪いが運んでおいてくれ」

「中ボスさん、また面接希望のモンスターたちがやってきました！　いかがなさいます？」

「30分後に俺がまとめて面接する、それまで茶でも出しておいてくれ」

「中ボスさん！　従業員モンスターが増えてゴブリン亭がパンク寸前だ！　なんとかしてくれ！」

「そうだと思ってコボルトたちに工事を発注しておいた、明日には取り掛かってくれるはずだ」

　ひっきりなしにやってくる従業員モンスターたちの要望に応えながら、召喚した四つの手で、別々の業務を同時並行的に片付けていく。

　全く、手がいくつあっても足りないぞ……

「アンタ、ホントにいっつも働いてるわね、あの日からずっと」

　声がしたので見てみると、すぐ側そばに彼女が立っていた。

　頭に咲いた花は出会った時のように枯れてはおらず、凛りんとして咲き誇っている。

「アルラウネか、いきなりどうした？」

「私だって感傷に浸りたくなる時もあるの、もう一年だもの」

　毛先をくりくりと指に絡ませながら、アルラウネはどこか気恥ずかしそうに言った。

　そのクセだけは、一年経たった今でも相変わらずだ。

「一年……か、あっという間だったな」

「ここも随分と変わったわね」

「ああ、俺がここへ来た当初は、迷い込んだ子どもですら無傷で生還できる……そんなお粗末なダンジョンだったが、これを見てくれ」

　俺はこのダンジョンを総合的にまとめたデータを、テーブル上に広げる。

「これはガイアール城を出立した勇者パーティがここへたどり着くまでの予測レベルを割り出したもの、６～８レベルがいいところだろう」

「うん」

「で、こっちが今のしじまの洞窟の攻略推奨レベル、なんと30を超えている」

「30!?　中堅冒険者パーティでようやくってこと!?」

「そうともさ」

「初見殺しもいいところね」

　そう言って彼女は笑った。

　彼女は最近になって、とても自然に笑う。

「あとは勇者が来るのを待つだけだな」

「それにしても勇者、来ないわね」

　アルラウネの指摘はもっともであった。

　もちろん勇者パーティの襲撃がないに越したことはない、が……

「一年もの間、一組の勇者パーティも生まれないというのはちょっと考えにくい、未いまだガイアール城下町でくすぶっているのだろうか？　全く、これでは魔王軍のダンジョン監査の方が先に来てしまうぞ」

「……あれ、ちょっと待って、ダンジョン監査の日って暦上は一か月前になってない？」

「え？」

　アルラウネに言われて、俺は慌てて資料を漁あさる。

　……本当だ。忙しくて気が回らなかったが、彼女の言うとおりである。

「おかしいな、監査が来ないなんてそんなことあるはずないんだが……」

「案外、魔王様はウチのダンジョンのことなんて忘れてたりしてね」

「まさか」

「まさかよね」

　ははははは、とお互いに顔を見合わせて笑う。そんな時だった。

「──た、たいへんだよぉ！　中ボスさぁん!!」

　ばぁんと勢いよく扉が開け放たれ、フェアリーが飛び込んでくる。

「ちょ、ちょっとノックもしないで……」

「まあ待てアルラウネ、どうした？　落ち着いて話してみろ」

「そ、それが……」

　フェアリーが小さな胸を上下させ、なんとか息を整える。

　そして──

「──魔王……魔王ガルヘリオスさまが勇者パーティにたおされちゃった!!」

「へ？」

「そして今、勇者たちがしじまの洞窟にむかってるの！　勇者パーティのレベルアベレージは──72!!」

「えっ？」
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　当ダンジョン始まって以来の異常事態。

　これは瞬く間に各階層のあらゆるモンスターたちへ伝わった。

「魔王ガルヘリオス様が倒された！」

「それだけじゃない！　魔王を倒した勇者パーティがこっちに向かってきている！」

「パーティのレベルアベレージは……72!?　噓うそだろ！　ウチの攻略推奨レベルを遥はるかに上回ってやがる!?」

「そりゃそうよ！　魔王様を討ち倒すほどのパーティだもの！　私たちじゃどうしようもない……！」

「斥候のピクシーたちから速報が入った！　勇者パーティ到達まであと……30分！」

「さ、30分だと!?」

「もうおしまいだよぉ！」

　混迷、ここに極まれり。

　こういった不測の事態にも対応できるようマニュアルは組んでいたのだが、事ここに至ってそれは全く意味をなさない！

「中ボスさん！　これどーなってるんすかぁ!?」

　ポイズンスライム──軍曹が慌ててこちらへ駆け寄ってくる。

　彼は一年前から随分とシェイプアップして、今では見事なスライムボディを……いや、今そんなことはどうでもいい！

「しじまの洞窟に、レベル二桁の勇者がくることなんてありえないって、そういう話じゃなかったんすか!?」

「ああ、そうだ、そう思っていた！　しかしとんだ誤算だった！　勇者たちはしじまの洞窟をスルーしたのだ！」

「す、スルー!?　こんなにも勇者どもの本拠地から近いのに!?」

「ああ！　単純に存在すら知らなかったのか、それとも脅威ですらないと判断され放置されていたのかは分からないが……ともかく勇者はしじまの洞窟をスルーして、冒険を終わらせてしまったのだ！」

「そんなムチャクチャな！　どーするんすか!?　レベル70オーバーの勇者なんて、ウチのスライム隊じゃ足止めにもなりませんよ！」

「分かって、分かっている……！」

「中ボスさん！」

　続いて吸血コウモリがばさばさと羽をはばたかせて、こちらへやってくる。

　彼女もまた一年前の死にそうな様子とは打って変わり、血色は良くなって、瘦せ細っていた身体からだもたいへん健康的な体つきに……いや、だからそれどころではない！

「勇者が来てるんだって!?　しかもレベルアベレージ70オーバーのバケモノ級が！」

「ああ！　あと30分でしじまの洞窟に到達するらしい！」

「時間がないね……！　私たちに勝ちの目があるとしたら、やっぱり第二階層で育てた毒草かな！　大至急第一階層のトラップにありったけの麻ま痺ひ毒を突っ込んで、私の率いる第三階層のアンデッド部隊での物量作戦！　いけるかな!?」

「素晴らしい作戦だ、しかし望みは薄いな……！」

　なんせ敵はレベルアベレージ70超えの勇者パーティ、すでに状態異常に対しての完全耐性を持っていてもおかしくはない。

　なにより、パーティに賢者をはじめとした魔法職がいたらおしまいだ。

　残存戦力の殲せん滅めつだけを目的として、ダンジョンの入り口から戦略級の魔法をぶちこまれたら、それだけでダンジョンが壊滅してしまう！

「じゃあどうするつもりよ、ナルゴア！」

　最後にアルラウネが肩を怒らせて言った。

　彼女の声は震えている、恐ろしいのだ、不安なのだ。

　しかしいつも通り振る舞おうと、無理に声を張り上げている。

　皆が俺を見ていた、すがるような目で、いかにしてこの状況を打破するのかと。

　……実は俺に一つプランがある。

　本当はこんな手、あまり使いたくはなかったのだが……仕方ないな。

「……分かった」

「えっ……？」

　俺はぽんとアルラウネの肩を叩たたき、そして彼らに背を向ける。

「──今日をもってしじまの洞窟の中ボスはアルラウネ、お前だ」

「なっ!?」

　従業員モンスターたちがざわめく。

「まさかアンタ……逃げる気か!?　アル様に全部押し付けて!?」

「そうだ、所詮俺は中ボスなんて務まるような器じゃなかった」

「さ、最低だ！　信じていたのに！」

「見損なったっすよ中ボスさん!!」

「なんとでも言ってくれ、じゃああとは任せたぞ」

　かつての従業員たちの罵ば詈り雑ぞう言ごんが、俺の背中に降りかかる。

　しかし俺はそんなこと気にしない。

　ひらひらと手を振ってその場を後にする。

「……さて、残務処理といくか」

　俺は誰にも聞こえないように呟つぶやいて、一つ伸びをした。
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「信じられない！　あの男、まさかこんな土壇場で逃げ出すなんて！」

「部下より先にダンジョンから逃げ出す中ボスなんて前代未聞だ！」

「畜生！　あんなのに頼った俺たちがバカだった！」

　残された従業員モンスターたちが元中ボスさんに対しての恨み言を吐き散らす。

　あれだけ信じていたのに最後の最後で裏切られた。

　その事実に絶望し、怒り、嘆き悲しまない者は一人としていなかった。

　ただ一人、現中ボスのアルラウネを除いて。

「……アイツは、そんなつまらないヤツじゃないわ」

　この言葉を耳にしたスケルトンが怒りをあらわに、全身の骨をがたがた鳴らす。

「現に見捨てられてんじゃねえかよぉ！　あんなやつを慕っていたなんて、俺たちはとんだ大間抜け……ん？　おいアルラウネ、肩になんかついてるぞ」

「えっ？」

　スケルトンに指摘され、アルラウネはようやく気が付いた。

　自らの肩、絡みついたツタの一本に、何かが引っ掛けられていることに。

　これは……鈴？

「そりゃ共鳴りの鈴だねぇ」

　こういったマジックアイテムのたぐいに詳しいグレムリンが言う。

「共鳴りの鈴？」

「ああ、その鈴は二つで一組、片方の鈴を鳴らすと、どんなに遠く離れていても、もう片方の鈴も鳴る、冒険者が故郷で待つ家族を心配させまいと作ったものだと聞くが……」

「これを中ボスがアタシに……？　どうして……」

　そこまで言って、アルラウネははっと気が付く。

「……待って、アイツはどこに行ったの？」

「どこって、そりゃどことも分からない辺境に雲隠れとかじゃないっすかぁ？　はぁ、もうやってらんねっすよ……」

「どうやったら、そんなことができるの、しじまの洞窟に出入り口は一つしかないのよ」

「えっ？」

　誰もが言葉を失った。

　そうだ、彼はいかにも逃げ出すような素振りだったが、そんなことはそもそも不可能だ。

　勇者たちはすぐそこまで迫ってきていて、出入り口は一つ。

　……ここまで材料が揃そろえば、さすがに皆が理解した。

「ま、まさかアイツ──!?」




　　　　〇




　数分ほどかかって、俺はしじまの洞窟に結界を施した。

　魔王様ですら解除に手間取る結界だ。これで半日は外からも中からもアリ一匹出入りすることはできない。

　久しぶりだったので腕が鈍ってないか心配だったが、うまくいったようだ。

「まったく前代未聞だな、ダンジョンから飛び出す中ボスなど」

　やはり俺は中ボスなんて務まる器ではなかったのだ、と自嘲する。

　まあ、あとは新中ボスのアルラウネがなんとかしてくれることだろう。

　彼女は要領がいいからな。

「貴様、何者だァっ」

　背後から声が聞こえる。

　どうやらヤツらが来てしまったようだ、予定よりも10分は早い、まったく、かつての職場を惜しむ暇も与えないとは……まぁいい、最後の大仕事だ。

　俺は背後に振り返り、そして声高らかに宣言する。

「よく来たな勇者ども！　我こそがしじまの洞窟を統べる者、千手のナルゴアである！」

　これを受けたのは勇者パーティ四人の内の一人。

　漆黒のローブを身に纏まとったスカーフェイスの偉丈夫が、やたらでかい声で叫んだ。

「ほほう!!　かの悪あしき魔王を打ち倒した我ら〝青銅の剣〟を前に、名乗りをあげるとは殊勝な魔族もいたものよなぁ!!」

「グランツ！　もう少しボリュームを落としてくれないか!?　頭が割れそうだ！」

　これに抗議するのは片方の手で耳を押さえ、もう片方の手で身の丈よりも巨大なバトルアックスを携える鎧よろい姿の女性、恐らくは〝戦士〟だろう。

「腑ふ抜ぬけたことを言うなディアァ！　高らかに名乗りをあげるのは武人の流儀ィィ！」

「キミは〝賢者〟だろう!?」

　女戦士ディアからのツッコミが入る。

　なんと、あの片手で岩ぐらいは持ち上げそうな大男、賢者らしい。

　じゃああの巨大な槍やりのようなものは……まさかスタッフか？　人は見かけによらないというが、限度がある。

　そんなやり取りを見て、後ろで控えていた金髪の優男が、はんと鼻を鳴らした。

　……アイツがリーダーの〝勇者〟か。

「名前なんてどうでもいいだろ、捨て損ねたゴミが一つ、ただそれだけの話だ」

「ベルンハルト殿ォ！　確かにその通りだぁ！」

「だからうるさいって！」

　このやり取りの傍かたわらで、だんまりを決め込んでいる薄汚いローブにくるまった一人はいざ知らず、三人はもはや俺の存在など忘れてしまったかのように、ぎゃあぎゃあと騒いでいる、あからさまに侮られていた。

　そりゃあそうだ、魔王ガルヘリオス様を倒したヤツらに敵などいない。

　まして殺し損ねた序盤のダンジョンの中ボスなんて。

「──しかしィ！　我は彼の蛮勇に敬意を表したいッ!!」

　などと思っていたら、おもむろにグランツがこちらを指した。

「彼は身を挺ていしたのだッ!!　自らの部下を守るために!!　負けることが分かっていてなお我らに挑む!!　なんと涙ぐましい努力かァ!!!!」

「だから、うるさいっての！」

「しかるにィ！　我々は彼の矜きよう持じに報いなければならないッ!!　全身全霊をもって、その魂を滅さねばならんのだァ!!」

　グランツが巨大なスタッフを振るい、これを地面に突き立て、俺の前に立ちはだかる。

　ふむ、さながら仁王、賢者とは思えない威圧感だ。

　しかし後方支援であるはずの賢者が一番槍とは……ずいぶんと舐なめられたものだな。

「貴様ッ！　ナルゴアと言ったなァ！」

「そうだ」

「身を挺して部下たちを守る気概は認めよう！　だが相すまぬ！　魔族とはすなわち穢けがれた魂！　魔族である以上、貴様が命を賭して守ったソレも我々は滅さねばならぬゥゥ！」

　俺はぴくりと眉を吊つり上げる。

「……要するに、俺を倒したら次はダンジョンのモンスターを根絶やし、と？」

「然しかりィ!!」

「……一応聞いておくが、降伏は」

「ならぬゥ！　魔族は一匹たりとも生かしておけぬゥ!!」

　……弱者への蹂じゆう躙りんを、こうも堂々と宣言するとは。

　まったく、勇者とはよく言ったものだ。

「さァ戦場に余計な言葉はいらぬ！　ただ滅するのみ!!　いざ！　いざァ！」

　と、言いつつ、誰よりも無駄口の多かったグランツがスタッフを高く掲げ、詠唱を開始する。これにより周囲一帯の温度が変わった。

　大気中のマナがヤツの直上に集まり、そして──特大の火球を作り上げる。

「グランツ!?　あの程度の相手に極大魔法なんて無駄遣いが過ぎるよ!?」

「これは我が最大級の敬意ィ!!　あらゆるものを蒸発させる黒き太陽にて、穢れた魂を滅するのだァ!!」

　無尽蔵に振りまかれた熱気が収束し、グランツの頭上に集中する。

　……ブラックフレアか。

　70レベルオーバーの賢者が習得する伝説級の魔法。ただの一撃で地形を変え、食らえば上級ドラゴンすら灰かい燼じんと化す死の炎。

　なるほどタダの脳筋ではないらしい。

　たとえ魔王ガルヘリオス様であっても、アレを食らえば無事では済まないだろう。

「さあ、覚悟はいいかァ！」

　グランツが魔法の詠唱を完了させ、声高らかに言う。

　ディアとベルンハルトもやれやれと言った具合に肩をすくめるだけで、誰一人疑っていなかった。

　あの黒き太陽が、次の瞬間には俺の身体からだを跡形もなく蒸発させてしまうことを。

　そんな中、俺は──

「……辞世の句を」

「好きにしろォ！　三秒だけ待ってやろう!!」

「──ずいぶんと変わった辞世の句だな」

「は？」

　グランツが間の抜けた声をあげる。

　そして次の瞬間、勇者一行はソレに気付いた。

　グランツが作り上げたブラックフレアの更に上、そこに俺の召喚した二つの手が待機していることに。

「……？　なんだあの手は……」

「──ッ!?　グランツ!!　さっさとブラックフレアを引っ込めろぉっ!!」

　ベルンハルトがこの異様な気配を見て取って叫ぶ。

　さすが勇者サマ反応が早い、が、レベル70ではその程度が限界だろう。

　もう遅い、俺の召喚した手はすでに〝詠唱〟を終えた。

　二つの手が空中に黒い魔法陣を出現させ、そして俺は小さく呟く。

「──グラビトン」

「へっ……あばぁっ!?」

　瞬間、グランツの頭上から凄すさまじい重力波がのしかかる。

　グランツの巨きよ軀くが地面にめり込み、彼は割れんばかりに食いしばった歯の隙間から血のあぶくを吐き出す。

　そして間もなく頭上から落ちてくる小さな太陽──

「ま、まて……！」

　末期の言葉は、まるで蚊の羽音のように小さな呻うめきだった。

　黒い太陽が、彼の言葉通りにあらゆるものを蒸発させてしまったのだ。

　彼のか細い悲鳴も、そして彼自身も。

「なっ……!?」

　吹きすさぶ熱風を受けながら、戦士ディアと勇者ベルンハルトが驚きよう愕がくをあらわにする。

　そんな彼らを眺めながら、俺は一つ深い溜ため息いきを吐ついた。

「……そういえば、お前らにはまだ、さっきの問いの答えを聞いていなかったな」

　……まったく、だから俺は中ボスなんぞを務める器ではないと言ったのだ。

　だって、ありえないだろう？

「降伏はするか？」

　──上司らすぼすより強い部下ちゆうぼすなんて。
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〝世界の柱〟と呼ばれる塔がある。




　これは上司である魔王様より更に高位の存在──すなわち我らが社長うらぼすの創り上げた世界最後のダンジョンだ。

　その存在は魔王様を含めた一部の高位魔族にしか知らされておらず、塔自体も社長うらぼすが施した神話クラスの隠蔽魔法で巧妙に隠されている。

　もしも人間側がこのダンジョンを見つけ出すとなれば、少なくともレベル90前後の耐魔力が必要だろう。

　全七十層からなるこの塔の最上階には、勿もち論ろん我らが社長うらぼすが君臨し、そこへたどり着くまでには各フロアの階層守護者キーパーと呼ばれる69体のモンスターを倒さねばならない。

　むろん彼らも生半可な実力ではない。

　第一階層の階層守護者キーパー〝暗き底を這はうもの〟ですら、レベル92だ。

　余談だが彼は社長うらぼすのペットで、愛称はくっきーという。

　喉をなぜると嬉うれしそうに硫酸の唾液を垂らす彼が、もしも何かの手違いで塔から逃げ出せば、きっと一週間足らずで世界は終しゆう焉えんを迎えるだろう。

　しかし、そのようなことは決して起こらない。

　というか階層守護者キーパーたちが塔を出ることは通常あり得ないのだ。

　何故なぜならば世界の柱は我らが社長うらぼすが来たるべき〝災厄〟に備えて創造した、魔族最後の砦とりでなのだから。

　……さて、では何故俺がこんな話をしたのか？

　それはもはや察しの通りで、まぁ端的に言えば俺は世界の柱の出身なのだ。

　第六十四階層の階層守護者キーパー。

　千手のナルゴア──レベル99。

　災厄などといういつやってくるのかも分からないものに備え、ただ座して待つだけの退屈な階層守護者サラリーマン時代を経験した俺が、いかようにして上司である魔王様の目に留まり、しじまの洞窟の中ボスに任命されたのか──

　それはまた、別の機会に語ることとしよう。

　今は目の前に片付けなければならない案件があるのだから。




　　　　〇




「グランツが……やられた……？」

　戦士ディアの口から飛び出したのはそんな間の抜けた言葉であった。

「万夫不当の大賢者グランツがただ一度の魔法で……そんな、そんな馬鹿なことが……」

「──取り乱してんじゃねえディア！」

　狼ろう狽ばいする彼女を勇者ベルンハルトが一喝する。

「で、でもベルンハルト！」

「確かに驚かされたぜ……まさかこんな弱小ダンジョンの中ボス風情がそんな奥の手を持っているとはな！　だが！　グラビトンはブラックフレアにも並ぶ最高位魔法！」

「そ、そうか！　あれだけの大魔法が連発できるはずもない！」

「要するに打ち止めだ！　たとえ不意を突いた捨て身の一撃だとしても、まさか勇者パーティの一人をぶっ殺しちまうなんてな！　称賛に値するぜ！　だが、魔力の枯渇した魔法職なんて搾りカスみてえなもんだ！」

「……これは参ったな」

「はっはぁ！　今更怖おじ気けづいても遅いぜ薄汚え魔族ヤローが！　行くぞディア！」

「ああ……ああ！　分かったよベルンハルト！」

　冷静さを取り戻したらしいディアが臨戦態勢に入る。

　ああ、参った、これはたいへん参ったぞ。

　彼らの発言──どう好意的に解釈しても降伏宣言にとれない。

「いくよ重複詠唱！　アクセル！　アクセル！　アクセル！　最大加速だ！」

　戦士ディアが自らに強化魔法の重ね掛けを施し、一瞬の内に〝世界〟から消える。

　視界ではない、世界だ。レベル70オーバーの強化魔法ともなれば、単純な筋力強化にはとどまらない。

　時間にすら干渉する最高位魔法──止まった時間の中を駆け、回避不可の斬撃を加える必殺の一撃。

　なるほどやはり魔王様を倒した勇者パーティの名は伊達だてではない。

　だが、

「遅いな」

「なっ!?」

　瞬間移動じみた挙動で俺の背後に現れたディアだが、俺の〝手〟はそれを遥はるかに上回る。

　なにもない空間から現れた握り拳が、ディアを殴り飛ばした。

「あ、がぁっ!?」

　ディアは咄とつ嗟さに防御の構えをとったが、そんなものは無意味だ。

　身体はくの字に折れ曲がり、地面と平行に飛んで、凄まじい砂すな埃ぼこりを捲まき上げながら、やがて岩壁に叩たたきつけられる。

　ふむ、さすがレベル70オーバーの戦士、素晴らしいタフネスだ。

　──俺の一撃を受けて即死しないとは。

「は……？」

　さて、あっという間に戦力の半分を失った勇者パーティのリーダー、ベルンハルトは驚愕をあらわにした。

「魔王軍四天王とも肉弾戦で渡り合うあのディアが……？　て、テメエ魔法職じゃ……」

「恥ずかしながら器用貧乏でな」

　お前には突出した個性がないと、階層守護者キーパー時代はよく同僚からいじられたものだ。

　まあ全身が絶えず燃え盛っていたり、流動体であったりする連中と比べれば、そりゃ見劣りもするだろう。

「──ふざけんな!!」

　ベルンハルトが獣のように吼ほえる。

　先ほどまでの余裕ぶった表情は完全に崩れ、激情をあらわにしている。

「俺たちは！　俺たちはかの悪あしき魔王を打ち倒した伝説の勇者パーティだぞ!!　それをたかが中ボスごときが……！　間違い！　これは何かの間違いだ！」

　ベルンハルトは剣を構える。

　彼の構える聖剣は、目も眩くらまんばかりの白光を帯びていた。

　神性の光……なるほど、あれは聖剣のたぐいか。

「……そうか分かったぞ！　そのおぞましい手……お前召喚術師サモナーだろう!?」

「召喚術師サモナー……」

「はっはぁ！　図星みたいだなぁぁ!?」

　いや、なかなか興味深い見解だな、と感心していただけだ。

　この手は物心ついた時から俺の側そばにあり、俺の意のままに操ることができた、文字通り自分の手足も同然だったのだ。

　だからそんなの、考えたこともなかった。

　ベルンハルトが構えた剣から光の尾を引きながら、こちらへ肉薄する。

「どれだけ強力なモンスターと契約してるのかは知らねえが、それなら本体を狙えばいいだけだ！」

　言われてみればなるほど、確かにそれは否いなめないな。

　俺がなんらかのモンスターと契約し、それを召喚している可能性……

「消えろ薄汚い魔族が！」

　勇者ベルンハルトが俺めがけて〝光〟そのものを振り下ろす。

　並のモンスターであれば近付くだけでチリになる超高密度の神性。

　俺はこれを──片手で摑つかみ取った。召喚した手ではない、生身の手で、だ。

「なっ……!?」

　勇者は慌てて剣を引こうとするが、ぴくりとも動かない。

　不安定に揺れる神性の光は、そのまま彼の動揺を映し出しているかのようだった。

　彼の顔面にじわりと玉の汗が浮かび上がる。

　ようやく実感したらしい。

　──喧けん嘩かを売る相手を間違えたことを。

「何故だ!?　俺は神託を受けた……神に選ばれた勇者なんだ！　魔王も倒して、世界に平和をもたらした！　故郷では愚民どもの拍手と喝采が俺を待っているんだ！　凱がい旋せん！　栄光の凱旋が!!」

「寄り道をせず、まっすぐ城に帰るべきだったな、そうすれば今頃は美味うまい酒でも飲みながら武勇伝を語れたことだろう……油断したな」

「油断!?　油断っつったか!?　ゲロ吐くぐらいくだらねぇ！　こんなゴミみてえなダンジョン一つ潰すのに油断もクソもあるか！」

　俺はぴくりと眉を吊つり上げた。

　……ああ、もう限界だ。

　コイツはとうとう越えてはならない一線を越えた。

「俺自身への罵倒は好きにするといい、中間管理職だからそんなものは慣れっこだ。だが……部下と職場を馬鹿にされることだけは看過できん」

　俺は空中に四つの手を同時展開する。

「ひぃっ!?　や、やめろ!!　俺は勇者だ！　勇者勇者勇者ぁっ!!　こんなところで誰にも見られずに死んでいい人間じゃないんだぁっ!!」

「ご丁寧にありがとう、じゃあ僭せん越えつながら俺も自己紹介をさせてもらおうか」

　俺は聖剣を握る手に力を籠こめ、そして──力任せにベルンハルトごと投げ放った。

「あっ……」

　ベルンハルトの身体からだが高く、高く上空へ打ち上げられる。

　彼が最期に見たのは、それぞれが別の色に発光する、四つの巨大な手であった。

「──俺は千手のナルゴア、元中ボスさんだ、特技は五回行動」

「噓うそ、だろ……」

　彼の断末魔もまた、呆気あつけのないものであった。

　四つの手より照射された全く異なる属性魔法が、ほとんど同時に彼の下へ着弾。

　──次の瞬間、宵闇の空に季節外れの花火が咲いた。




　　　　〇




　俺は誰にも見られずに死んでいい人間ではない。

　夜空に咲く一輪の花となった、勇者ベルンハルトの言葉が脳裏をよぎる。

　あれは、孤独な者には決して吐けない台詞せりふだ。

「……うらやましいことだ」

　俺は人知れず自嘲する。

　彼は俺よりも遥かにレベルが低かったが、俺にはないものを持っていた。

　きっと、ベルンハルトの周りには常に誰かがいたのだ、敵であれ味方であれ、誰しもがベルンハルトを中心に回っていたのだ。

　反対に俺は──独りだ。

　結局は階層守護者キーパー時代と同じ。

　自分一人しかいないフロアの隅っこでうずくまっていた頃と何も変わらず、勇者パーティの襲撃という異常事態に、ただ一人で立ち向かっている。

　……もし俺が単身勇者パーティに戦いを挑んでいると知れば、あいつらは駆けつけてくれるだろうか？

　軍曹は……新人の教育で忙しいし、そんな暇ないだろうな。

　吸血コウモリも最近は現場の指揮が大変だし。

　アルラウネも十分な引き継ぎも無しに突然リーダーを任されて今頃てんてこ舞いだろう。

　どのみち彼らが助けに来てくれるという可能性は俺自身が閉ざしてしまった。

　かねてから中ボスという立場に憧れを抱いていた。

　何故なぜか？　それはもう言うまでもないだろう。

　彼らはひどく賑にぎやかで、いつも誰かに囲まれていたからだ。

　しかし長いぼっち時代で培った性根というのは、そう簡単に変えられないらしい。

　勇者襲撃というダンジョン存続の一大事。

　これは間違いなく、しじまの洞窟の皆で対処にあたるべき問題だった。

　しかし俺が中ボスとして未熟であるがゆえに、こんな方法しか思い浮かばなかったのだ。

　こんなワンマン、中ボスとしては下の下。

　やはり俺は中ボスが務まる器ではなかったのだ……

「柄にもなく物思いに耽ふけってしまった……ではそろそろ終わらせようか」

　そう言って俺は彼に向き直る。

　勇者パーティ〝青銅の剣〟四人の内、最後の一人。

　ついぞその場から一歩も動かなかった、薄汚いローブで全身をすっぽりと覆う男に。

「一応聞いておくが、降伏は」

「……」

　無言だった。

　圧倒的な力の差に恐怖し、萎縮しているのならば話は簡単だったのだが、どうもそういうわけでは無いらしい。

　俺は一つ溜ため息いきを吐ついて、四つの手を展開する。

「……せめて一思いに殺してやろう、最期に言い残すことはあるか？」

「……」

　どうやら筋金入りの無口らしい。

　俺は四つの手に魔力を纏まとわせ、彼に接近する。

　そして──

「運が悪かったな」

　四方から繰り出される、全力の拳。

　これはヤツのローブに隠れた身体をいとも容易たやすくひしゃげさせ、そして──

「──かかったね、千手のナルゴア」

　どこからかそんな声が聞こえた。

　その直後である、ローブの隙間という隙間から純白の鎖が飛び出したのは。

「なっ!?」

　この鎖は、それ自体がまるで意思でも持っているかのように、あっという間に俺が召喚した四つの手に絡みつき、そしてその場に繫つなぎとめてしまう。

　ローブの中はどういうわけか空……いや違う！　中身などハナから存在しなかった！　束ねられた鎖が人の形を成していただけだったのだ！

「な、なんだこれは!?」

「──かつての時代、傲慢極まる神々を戒め、離れゆく天と地を繫ぎとめたとされる神話の鎖、その一部さ、お気に召しましたか？」

　背後から声が聞こえた。

　俺は咄とつ嗟さに振り返り、そして彼女の姿を見る。

「お、お前は……!?」

　──そこには、先ほど戦闘不能に追い込んだはずの女戦士ディアの姿があった。

　直後、背中のあたりが急激に熱を帯び始める。

　見ると、一本の禍まが々まがしい短刀が俺の背中から生えている。

「キミは用心深いから一芝居打たせてもらいました……ああ、ようやく会えましたね」

「だ、誰だ貴様……!?　俺を知って……ぐうっ！」

　全身から力が抜け、俺はその場に崩れ落ちてしまう。

　熱い、全身が……俺は今、一体、何を刺された……！

「らしくもない、よほど焦っていたようですね、勇者パーティはボクも含めて三人だけですよ？」

「くっ……！」

　ひとつ、謎が解ける。

　あの薄汚いローブの男は他の三人から無視されていたのではない。

　あれは神の作りし神秘の鎖、その高すぎる神性によって勇者一行には見えていなかっただけなのだ！

　不覚……彼らのことをよく観察していれば気付けたかもしれないのに……！

　いや、そんなことはこの際問題ではない！

「な、何故人間が、神話の鎖を……！」

「んん？　まだボクの正体に気付かないんですか？　悲しいなぁ、ボクはず[image: ][image: ]っとセンパイのことを見ていたのに」

「先輩……？　……まさかお前、階層守護者キーパーか!?」

「うーん、贅ぜい沢たくを言えば名前まで当てて欲しかったんですけど」

　階層守護者キーパーが何故勇者パーティに……！　そして何故俺を……!?

　巡る思考にノイズが走る。

　意識が混濁し、身体が自分のものではないようだ……

　霞かすむ視界の中、戦士ディアの皮をかぶった何者かがにたりと口元を歪ゆがめる。

「結局のところセンパイは一人なんです、誰にも理解されない、誰も認めない……」

　どろりとディアの顔が溶けた。

　そして、ディアに化けたアイツの顔があらわになる。

「お前……は……」

「でも、ボクだけはセンパイのことを理解してあげられる。ボクだけがず[image: ][image: ]っとセンパイを見ていてあげます、だから……百年後にまた会いましょうね、セーンパイ♥」

　ぷつん──と。

　張り詰めた細い糸が切れるように意識が途絶え。

　そして〝千手のナルゴア〟としての俺の一生は、幕を閉じた。
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〝泣き虫〟のナルゴア、それが僕のあだ名だ。




　まぁ、実際にそう呼んでいるのは村一番のガキ大将リーガットと、その腰ぎんちゃくぐらいだけど。

　それともう一つ付け加えるとするなら、別に僕は泣き虫ではない。

　リーガットが何かにつけて僕に突っかかってきて、泣くまで解放してくれないだけだ。

　暗くて臭い納屋に閉じ込められたり。

　僕は前衛職ではないのに、剣の修行とやらに無理やり付き合わされて滅多打ちにされたり。

　村長の飼い犬をいじめて、それを僕のせいにしてきたこともある。

　今までは子どもだったからどうしてリーガットが僕にばかり突っかかってくるのかと不思議で仕方なかったけど、今年で10歳になった僕にはなんとなく察しがついていた。

　おそらく、僕がティモラちゃんと仲良くするのが気に入らないのだろう。

　ティモラ・レイアート。

　くりくりした赤毛が綺き麗れいな、僕の幼おさな馴な染じみ。

　家が隣同士ということもあって、彼女とは小さい頃からずっと一緒だった。

　さすがにもう一緒にお風呂は入らないけど、側そばにはいつも彼女の姿があったんだ。

　最近、母さんが「お嫁にもらうなら間違いなくティモラちゃんね、もうそのまま結婚しなさいよ」と僕を茶ちや化かしてくるので、少々困っている。

　そういった諸もろ々もろを含めてリーガットは僕が気に入らないのだろう。

　何を隠そうリーガットはティモラちゃんが好きなのだ。

　いや、本人は隠しているつもりなのかもしれないけれど傍はたから見ればバレバレで。

　でも指摘すればしこたま殴られることは目に見えているので、誰も口に出さない。

　そういった事情があったから、リーガットは何かと僕に突っかかってきたんだ。

　──でも、今回のはさすがにやりすぎだ。

「う……ぐ……ぷはぁっ！」

　僕は必死で身をよじってひとまずは猿さる轡ぐつわを解いた。

　続いて、両手首をがっちりと縛った麻あさ紐ひもを解こうとするが、思うようにいかない。

　両足首の麻紐は結び方が甘かったせいか、するりと抜けることができたんだけど……

　ぎゃあぎゃあと獣の嘶いななきが聞こえてくる。

　周りを見渡せば、鬱うつ蒼そうと茂った木々が僕の視界を覆い尽くしている。

　なんの冗談かと思った。

「まさか両手両足を縛って、まどわしの森に放り投げるなんて……」

　まどわしの森。

　ガテル村から少し離れたところにある、ダンジョンのことだ。

　獣系のモンスターが多く生息するとされ、一説には強大な魔力を持った水精や、上級モンスターであるアラクネなども確認されているとか。

　そんなところに置き去りなんて、やることがごろつきと一緒だ。

　心細さのあまり、涙が出そうになる。

　しかし、なんとか堪こらえた。

「……早く家に帰ろう」

　僕はとぼとぼと歩き始めた。

　モンスターに出くわしたら一巻の終わりだ。

　何故なぜなら僕は召喚術師サモナーである。

　魔法陣を描き込んで、モンスターを召喚、使役するアレだ。

　でも手がこの状態じゃあ、魔法陣を描き込むこともできない。

　……まぁ、レベル３の僕に召喚できるのはせいぜいスライムぐらいだから、そもそも大した戦力にはならないんだけど。

「お腹なか減ったな……」

　ぼそりと呟つぶやく、誰も答えてくれない。

　進めど進めど同じような景色。

　日は、ゆっくりと傾き始めていた。

　じわりと目頭が熱くなる。

「父さん……母さん……」

　泣き言を漏らしても誰も助けてくれない。

　不意に、断続的な地鳴りのようなものが起こって、僕は咄嗟に木陰に身を潜めた。

　木立の合間、暗がりの中でぎらぎらと光る紅あかい眼め。

　小山のように巨大な白毛の猪いのしし……オールドボアだ。

　レベルは15、まかり間違っても子どもにどうにかできるようなモンスターではない。

　僕は必死で息を殺した。

　オールドボアは何度か「ふすふす」と鼻を鳴らしたが、こちらには気付かなかったらしく、どこかへ行ってしまった。

　全身から力が抜ける。

「もういやだ……」

　どうしようもなく孤独だった。

　自分を助けてくれる者は、ただの一人もいない。

　もう全部投げ出したい……

　そんな暗い考えが脳裏をよぎった、その直後のことだ。

「きゃあああああああああああっ!?」

　林の向こうから、女性の悲鳴が聞こえた。

　この声は──ティモラちゃん!?

　僕は考えるよりも先に声がした方へ向かって駆け出していた。

　背の高い草に全身を切りつけられながらも、僕は構わず走った。

　すると、一気に視界が開け──

「ティモラちゃん！」

「な、ナルゴア君……」

　そこには、地べたに尻もちをついて泣きじゃくるティモラちゃんの姿があった。

　おそらく森に連れていかれた僕のことをどこかで見ていたのだろう。

　彼女はたった一人で僕の後を追いかけてきて、そして──出会ってしまったのだ。

『ホホウ、今日はやけに客人が多い』

　彼がぐりんと90度顔を回転させて、こちらを見つめる。

　フクロウの頭に、クマの身体からだ。

　間違いない、彼はまどわしの森の主──オウルベアだ。

「ティモラちゃんに何をした!?」

『ホーホウ、まだ何も、これから殺すがね』

「ひっ……！」

　ティモラちゃんが短い悲鳴をあげる。

　僕はすかさず、オウルベアの前に立ちはだかった。

「や、やめろ、ティモラちゃんに手を出すな！」

「ナルゴア君……！　やめて、死んじゃうよぉ！」

『ホホウ、勇敢な子どもだ、だが心配せずともどちらも生かしておくつもりはない、我が大迷宮まどわしの森からは、何なん人ぴとたりとも生きたまま出ることは叶かなわぬ』

　オウルベアが両の手を広げ、こちらを威嚇してくる。

　足が震えていた。心底怯おびえていた。

　でも、ティモラちゃんを見捨てるわけにはいかない……！

「お、お前なんか怖くないぞ！　僕は召喚術師サモナーだ！」

『ホホウ、両手がそんな状態で、魔法陣が描けるのかね？』

「っ……！」

『ホウ、ホウ、仕方ない、君の勇敢さに免じてチャンスをやろう──ウインドカッター』

　オウルベアが詠唱する。

　これにより、ヤツの元より不可視の風の刃やいばが飛来し、僕の腕を拘束する麻紐を切り飛ばした。

「えっ……」

　僕の、両手首ごと。

『ホウ？　どうやら手が滑ってしまったようだ』

　オウルベアがにたりと笑う。

　──瞬間、激痛。

「あああああああ[image: ][image: ][image: ]っ[image: ]」

　切り落とされた手首の断面から噴水のように鮮血が噴き出す。

　ソレは、ばたばたと地面に降り注いで、赤黒いシミを作った。

「ナルゴア君!?」

「う、ぐ、あああ……っ!!」

　堪え難い激痛に僕は崩れ落ちる。

　血、血が、死ぬ、死んでしまう……

『ホホウ、随分と綺麗な魔法陣が描けたな、一体どのようなモンスターが召喚されるのやら、怖い怖い』

「ナルゴア君!!　ナルゴア君しっかりして……!!」

　駆け寄ってきたティモラが涙で顔をぐしゃぐしゃにしながら僕の名を叫んでいる。

　僕はもう駄目だ。助からない。

　でも、せめてティモラちゃんが逃げられる時間ぐらいは……

「さ……召喚サモン……」

　最後の力を振り絞って僕はそう唱える。

　血溜だまりを魔法陣と見立てるなんて、僕はどうかしてしまっていたのだろう。

　だが、

「えっ……？」

『なんだ、これは……』

　ティモラとオウルベアが妙な反応を示した。

　僕はゆっくりと面を上げ、そして見る。

　僕の血溜まりから這はい出てくる、鎖でがんじがらめになった巨大な〝手〟を。

「これは……？」

　白い鎖がギチギチと音を立てている。

　そして次の瞬間、それは粉々になって弾はじけ飛んだ。

「きゃっ!?」

　ティモラが悲鳴をあげ、とっさに顔を守る。

　オウルベアは直立不動だ。

『貴様、ただの子どもではないな、何者だ……！』

　この問いに対し、僕は──いや、〝俺〟は随分と久しぶりに、その名を口にする。

「俺は──千手のナルゴアだ」

　ああ、どうして俺はこんな大事なことを、今の今まで忘れていたのだろうか。




　　　　〇




　これはなんとも、興味深い状況だ。

　俺は幾分か小さくなってしまった自らの身体を確かめる。

　……間違いない、人間になっている。

　いや、確かめるまでもない。

　何故ならば俺には今日までの十年間をごく一般的な人間の少年として過ごした記憶があるからだ。

　泣き虫のナルゴアは確かに存在していた。

　しかし同時に千手のナルゴアとしての記憶が頭の中で混じり合って、これがなんとも新鮮な感覚である。

　こうなった原因として考えられるのは、あの日ヤツに突き立てられた短刀。

　たとえ背後から不意の一撃を食らったとしても俺のレベルは99。そう簡単にやられるとは思えない。

　となれば、あれはもしや……

「転生を意図的に引き起こす神器……しかし、そんなものを一体どこから……」

「な、ななななナルゴア君っ!?　なにブツブツ言ってるの!?　手！　手ぇっ!?」

「手？」

　召喚した方の手のことかと思えば、どうやら違うらしい。

　俺はゆっくりと自らの手を見下ろす。

　手首から先がなく、ドバドバと血が溢あふれていた。

　そういえばウインドカッターで切り飛ばされたんだったか。

　ふむ、このままだと俺は……

「あと数秒足らずで死ぬな」

「ナルゴア君!?」

『ホーウホウホウ！　どうやらあまりの絶望におかしくなってしまったようだな！』

　オウルベアがホウホウ笑う。

　一方で俺は、自分の手首から噴き出す鮮血を凝視していた。

　ふむ、人間も血は赤いのだな……

『まさか血溜まりから召喚術を成功させるとは少々驚いたが、やはり召喚は失敗だ！　手しか召喚できていないではないか！』

「そ、そんな……失敗……」

　ティモラが絶望的な声を漏らした。

　この反応がお気に召したのか、オウルベアは一層高らかにホウホウ笑う。

『然しかり！　なにが千手のナルゴアだ！　たいそうな二つ名をつけようが……見ろ！　現実にお前の手はもうない！　まさしく打つ手なしということだ！　ホーウホウホウ！』

「そうでもないぞ」

『ホウ？』

「ヒール」

　オウルベアの面白くもない冗句はさておき、俺はその魔法を口にする。

　もちろん、レベル３召喚術師サモナーである俺に、そんな魔法が使えるはずもない。

　使うのは俺の手だ。

　直後、俺の召喚した手が淡い光を放ち、切り飛ばされた俺の両手首をあっという間に再生させてしまう。

　握って、開いて、握って……傷跡もなし、いい仕事だ。

『………………………ホ？』

　オウルベアが首を90度傾けた。

　なんだその不思議そうな顔は。

　ティモラもティモラで、金魚みたく口をぱくつかせている。

「な……え？　手が、手が……くっついた……？」

「優秀だろう、俺の〝手〟は」

『あ、ありえんっ!!!!』

　オウルベアが突然にでかい声をあげるので、耳がきーんとしてしまう。

『切り飛ばした手をそのまま再生させるほどの治癒魔法だと!?　そんなもの、いかな上級モンスターでも不可能なはず！　馬鹿げている！』

「だったらもう一度切り飛ばしてみろ、次はもう少しよく狙え」

『ホ……』

　びきびきびき！　とオウルベアのこめかみに青筋が走る。

『たっ、たかが人間のガキ風情が、まどわしの森の主に舐なめた真似まねを……よかろう！　ウインドカッター！』

　オウルベアの詠唱によって、彼の元から風の刃が射出される。

　しかし、風の刃の向かう先にはティモラの細い首が……

「えっ……？」

『ホーホウ！　大当たりだ！』

　オウルベアが歓喜の声を上げる。

　飛来した風の刃が、今まさに彼女の首を切り飛ばそうとして──しかし叶わなかった。

　ぱきゃあんっ！　という小気味のいい音がして、風の刃が弾き飛ばされたのだ。

　風の刃は先ほどまでの動きがスローモーションに思えるほど凄すさまじい速度で跳ね返り、オウルベアの頰ほおをかすめ、後ろの木々を薙なぎ倒した。

　遅れて、つうう、とオウルベアの頰に血が伝う。

『………………………………ホ？』

　だからなんだその不思議そうな顔は。

　ちゃんと一部始終を見ていただろう。

　──目にもとまらぬ速さで回り込んだ俺の〝手〟が、風の刃をデコピンで跳ね返す、その瞬間を。

　俺はゆっくりとティモラに振り返った。

　彼女はたった今目の前で何が起きたのか分からず呆ほうけているが、大事ないようだ。

　まったく、この俺が人間を守るとはおかしなこともあるものだ。

　だが、彼女はいつも泣き虫のナルゴアに寄り添ってくれた、かけがえのない幼おさな馴な染じみだ。

　恩義には報いなければいけない。

　なによりも俺自身が、彼女を殺させてはならないと強く感じている。

「……もっとよく狙えと言ったのが聞こえなかったか？　もう一度、よく狙ってみろ……次は首を撥はね飛ばす」

『ホ……!!　──オールドボアァ!!』

　オウルベアが叫ぶ。

　するとその直後、彼の背後からオウルベアよりもふたまわりは巨大な白毛の猪いのししが現れた。

　ティモラが悲鳴をあげる。

「お、オールドボア!?　あんなの村の大人が総出になったって勝てないよぉ!?」

『ホッホッホウ!!　もう手加減はしない！　我がまどわしの森最強の戦士だ！』

　オールドボアがぶふうと鼻を鳴らし、少しだけ後ずさった、突進の予備動作だ。

「ナルゴア君！　逃げよう!?　ねぇナルゴア君……！」

　ティモラが俺の肩を揺さぶって、そう訴えかけてくる。

　しかし俺は全く別のことを考えていて、それどころではなかった。
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　──まどわしの森最強の戦士？　あんなにもやせ細り覇気のない老猪が？

「……まったく、恥ずかしいぞ元同業者としては」

『ホウ！　また何を訳の分からないことを！　やれ！　オールドボア！』

　ぶすうと荒い鼻息を吐き出して、オールドボアが突進を繰り出す。

　否いや、繰り出そうとした、しかし、叶かなわなかったのだ。

「ぶ…………も…………っ!?」

『な……!?　オールドボアが……！』

「噓うそでしょ……？」

　各々が驚きよう愕がくの声を漏らす。

　俺の〝手〟が、指の一本でオウルベアよりふたまわりは巨大なオールドボアを押さえつけていることに。

　ぶふん、ぶふんとオールドボアがより一層荒く鼻息を吐き出す。

　しかし１㎜だって動けやしない。どころか、押されている。

　オールドボアが少しずつ後退を始めたのだ。

『は？　え、噓』

　ヤツはもはやあのホウホウ言うわざとらしい口癖すら忘れ、ただただ驚愕していた。

　ふむ、指相撲は俺の勝ちのようだな。

　では、

「──少し休んでいろ」

　一瞬、指を離す。

　これにより、オールドボアの身体からだが前のめりになって、その瞬間──ぱきゃあんっ！　と小気味のいい音が鳴り響く。

　本日二度目のデコピンだ。

　これはオールドボアの巨体を激流に揉もまれる木の葉のごとく弾はじき飛ばした。

『お、オールドボアああああっ!?』

　まどわしの森最強の戦士は、その巨体を幾度となく打ち付けたのち、ごろごろと転がって、最終的には仰あお向むけになった。

　四つの足でジタバタと宙を搔かいているところを見るに、手加減した甲斐かいはあったようだ。

　なんせ久し振りなので加減が難しい。

『な、なんなんだ貴様……！　オールドボアをただの一撃で！』

「そんなことはどうでもいいだろう」

『そんなこと!?』

「そうとも、我々には腰を据えて話し合わねばならんことがあるはずだ、なあ？　ダンジョン監査万年Ｄ評価、まどわしの森の責任者様よ」

『なっ……!?』

　ダンジョン監査、という単語を出した途端、オウルベアの表情が露骨に変わった。

　その反応だと、まだＤ評価は抜け出せていないようだな……

『何故なぜ、それを……』

「関係者で知らん者はいない」

『だから、貴様は何者だと聞いている！』

「まだ分からんか」

　まったく中間管理職にあるまじき察しの悪さだ。

　ならば、いい、改めて名乗ってやる。

「──俺は千手のナルゴア、元同業者だ」

『同業者、だと……？　たわけたことを！』

　オウルベアが声を荒らげる。

　震える語尾からは、ヤツの内心の焦りがうかがえた。

『貴様、どう見ても人間ではないか！　一体どこでダンジョン監査のことを知ったかしらんが……私の心を乱す作戦なら無駄だ！　私は森の賢人！　その程度で揺さぶられることなど……！』

「──賢人はワンオペなぞせん」

「ホッ……!?」

　自称森の賢人は、思いっきり心乱された顔を晒さらしていた。

　俺は戦意喪失したオールドボアをちらと見やる。

「再三注意されていたはずだぞ、まったく、この規模のダンジョンを年寄り一人に守らせるとは……度し難いな」

『き、今日はたまたまだ！　普段はしかるべき人員を配置している！　そ、それにこの周辺の冒険者のレベルを鑑みれば、オールドボアだけで十分対処が可能！』

「……おい、ふざけるのも大概にしろよ、俺はそんなことを言っているのではない、度し難いのは貴重な従業員モンスターを粗末に扱う貴様の姿勢だ」

『ぐ……!?』

　オウルベアがたじろぐ。

　まったく──まったくもって度し難い！

　俺はずんずんとオウルベアに詰め寄る。

「──貴様、知っているのか？　つい先日、国王が行商人に対する関税を緩和する政策をとったことを」

『は、初耳だが……だからどうだと言うのだ！　人間の事情なぞ私たちには……！』

「不勉強だな、商人が集まると都は栄える、都が栄えれば必然的に強力な冒険者も集まってこよう、そうだな……周辺諸国の冒険者のレベルアベレージが７は跳ね上がるか、これに対しての具体的な対策は？」

『え、その……頑張りま』

「決意表明なぞを聞いているのではない、具体的な対策は、と聞いたのだ俺は、５Ｗ１Ｈはさすがに知っているよな？」

『ホー……』

　挙動不審ここに極まれり。

　フクロウの目がきょろきょろと忙せわしなく動き回っている。

　まったく呆あきれたことだ、本当になんの対策もないとは……

　こんなヤツの下で働かされる従業員モンスターたちが不ふ憫びんで仕方ない。

『し、仕方がないだろう！　人員不足なのだ！　日々の業務で手いっぱいで……』

「だからオールドボアの一人体制で賄っていると？」

『そ、そうだ！　ヤツは優秀な部下だ！　不満など漏らしたこともない！』

「ならば何故その優秀なる部下を手厚く扱わない？」

『そ、それは……！』

「部下の優秀さに甘えるなど下の下、ましてご老体に鞭むちを打つなど魔族としても下の下だ、早急な改善に努めるのが上司の仕事だと思うが」

『う、ぐ……おっしゃる通りで……いや!?　何故私が人間ごときに説教をされなければならんのだ！』

「……そのへんにしておいてやってください、人間さん」

　ふいに、どこからか声が聞こえた。

　そのしゃがれてかすれ切った声は──オールドボアの発した声であった。

　……喋しやべれたのか。

「……オウルベアさんはこのまどわしの森のために頑張ってくれています、あまり責めないでやってください」

『オールドボア……あなたは……』

「ご老人、それでいいのか」

「いいですとも、どのみちアタシのような年寄りはどこも雇っちゃくれません、使ってくれるだけありがたいことです……残業代が未払いでも」

「……最低だなお前」

『うっかりだ！　うっかり忘れていただけだ！　後でまとめて払うつもりだったんだ！』

　語るに落ちるとはまさにこのことだブラック経営者め。

「でも、いいんです、この職場で働き始めて四十年、他に行くところもありませんから」

「仕事は惰性で続けるものではない、喜びとやりがいが仕事を続けさせるのだ。あなたほどの優れた人材が使い潰されるのは、元経営者として見過ごせない」

「そうは言いましても……」

「俺の前の職場に掛け合おう、残業は月10時間未満、週休二日制、定年後の保障も完璧だ」

「──今までお世話になりましたオウルベアさん、本日付で辞めさせていただきます」

『あああ!?　ま、待て！　頼む！　待って!?』

　ひょいと起き上がり、こちらへ歩み寄ってくるオールドボア。

　ほんの数秒の交渉で見事優秀なる部下を失ったオウルベアが、彼の後ろ脚にしがみつく。

「なんですかオウルベア、アタシはあの人についていくと決めたんです」

『よ、呼び捨て!?　考え直せオールドボア！　お前が抜けたらウチのダンジョンにどれだけの損害があるか分かっているだろう!?』

「知ったこっちゃありません」

『よく考えろ！　今の不景気にあんな美味うまい話があるものか！　罠わなだ！　どうせお前みたいな老いぼれ、いいように使われて終わりだぞ!?』

　ぴたり、とオールドボアが歩みを止め、オウルベアの方に振り返る。

　オウルベアは、ぱあっと表情を明るくして、

『か、考え直してくれたか！』

「──こんなブラックと比べりゃ、どこだってマシでしょ」

　ぺっ、とオールドボアが唾を吐きかけた。

　まるで凍り付いたように固まるオウルベア。

　もはやオールドボアは彼に目もくれず、俺の側そばについた。

　……ブラック経営者にふさわしい最期である。

『ふ……ふざけるな!!』

　オウルベアが怒号をあげた。

　フクロウの目が真っ赤に充血して、いかにも怒り心頭といった具合だ。

『私はまどわしの森の主、森の賢人オウルベアだ!!　その私をここまでコケにするとは！　もう許さん!!』

　オウルベアが両手を大きく広げ、そして詠唱を開始する。

『ホウホウホウ！　無差別に放たれるウインドカッターで貴様らをまとめて切り刻む！　この数ならば、その召喚獣だけでは守り切れまい！　一人でも多く切り刻んでくれる！』

「かつての従業員でさえもか」

『関係あるか！　その老いぼれとはもはや赤の他人だ！』

「……度し難いな」

「ナルゴアさん、ここはアタシが盾になります」

　オールドボアが、のっそりと前に出ようとする。俺はそれを制した。

「いやいい、労災の申請は面倒だろう？」

「労災までおりるんですか!?　あ、いやしかし……！」

「大丈夫だ、〝手〟なら足りている」

『ホウホウホウ！　──終わりだ！』

　オウルベアが大きく羽ばたき、そして全方位に射出されるウインドカッター。

　しかしこれは一つ残らず阻まれた。

　──文字通り、彼の四方を囲んだ巨大な〝手のひら〟によって。

『……は？』

「召喚できる〝手〟が一つだけとは言っていないぞ」

　しめて40のウインドカッターは、一つとして展開された〝手〟にダメージを与えることはできず、霧散する。

　そしてこれを全て防ぎ切ったのち、四つの〝手〟が同時にある構えをとった。

　──デコピン、である。

「降参するか？」

　ぎちぎちという指の軋きしむ音を聞きながら、オウルベアはゆっくりと口を開いた。

『降参……します……』




　　　　〇




　さすが四十年も務めただけある。

　オールドボアは夜の闇に染まったまどわしの森を、迷いのない動きでのっしのっしと進んでいく。

　いいというのに、俺とティモラを背に乗せて。

「揺れませんか？　気持ち悪くなったら教えてください」

「どうだティモラ」

「え……あ、いや、すごく快適です……」

「だそうだ、悪いな気を遣ってもらって」

「いえいえ、年をとるとこれぐらいしか取り柄がなくなるんです」

「謙遜しすぎるのも年寄り臭いぞ」

「いやあ、はは……」

　オールドボアが気恥ずかしそうに笑う。

　よっぽど前の職場環境が劣悪だったのだろうな。

　今の彼からは張り詰めたような擦り切れたような、そんな雰囲気がまるでない、むしろ解放感からか年を重ねた者特有の余裕が漂っている。

　俺の元部下たちは若さゆえに少し頑張りすぎるきらいがあったからな、彼が加われば職場の雰囲気も柔らかくなるだろう。

　まぁその前に俺の元職場が残っているのか、という最大の疑問が残るが……これについては後で情報を整理しなくてはならない。

「……ナルゴア君はすごいね」

　考え事をしていると、ふいにティモラが言った。

「何がだ？」

「全部だよ！　まさかオウルベアを倒しちゃうなんて……レベル３じゃなかったっけ？」

「その認識で間違いはない」

　強いのはあくまで俺の千手、俺自身は変わらずレベル３の召喚術師サモナーだ。

「なおさらすごいよ！　それに、オールドボアさんを説得したときもすごかったよ！　ごだぶりゅー？　とか！　難しくて私にはちんぷんかんぷんだったけど……」

「興味があるなら後で教えよう、知っておいて損はない、いつかティモラが大人になった時に役立つぞ」

「やったあ！　ちゃんと教えてね！　約束だから！」

「ははは、ティモラさんの将来は有望ですね」

　オールドボアが笑う、もうただの好こう々こう爺やだな。

「はぁ、やっぱりすごいなぁナルゴア君、私の知らない内に、なんだか一人だけ大人になっちゃったみたい」

　まぁ、実際に千手のナルゴアとしての記憶が蘇よみがえったわけだから、あながち比喩でもないのだが……

　そんなことを考えていると、背中に熱を感じた。

　ティモラが後ろから抱き着いてきたのだ。

「ごめんね、私のせいであんな目に遭っちゃって……それだけじゃなくて、助けに入った私が逆に助けられちゃうなんて……」

「何故なぜ謝るのか、俺は嬉うれしかったぞ、ティモラがきてくれて」

「えっ……」

「肝は冷やしたがな、ティモラが傷つくのは非常に困る」

「……」

　返事が返ってこない。

　何事かと思い、後ろへ振り向くと、ティモラは顔を覆っていた。

　それこそ熟れたリンゴのように真っ赤な顔を。

「な、ナルゴア君、なんか、変わったね……」

「そうか？」

「そうだよぉ……」

　と、か細い声でティモラ。

　そうか、俺は変わったのか……

　まぁ無理もない、十年間人間の少年として生きた記憶はあるが、そこへその数十倍は生きた魔族だった頃の俺の記憶が混じり合ってしまったのだ。

　どちらかといえば、千手のナルゴアに泣き虫のナルゴアとしての記憶が上乗せされたかのような、そんな感覚である。

　傍はたから見れば、何かに取り憑つかれたように見えるかもしれない。

　それは、きっと、面倒なことになる。

　……いや、それ以前に、俺を転生させたアイツのこともある。

　ヤツの目的は分からないが、俺が前世の記憶を取り戻したことは、伏せておいた方がいい気がする。

　ならば、

「……ティモラ、頼みがある。今日見たことは、村の皆には言わないでくれ」

「い、いいけど、なんで？」

「知られたら面倒だ……リーガットがちょっかいをかけてくるかもしれない」

「確かに！　分かった！　私誰にも言わない！」

「さすがだ」

　やはりティモラは信頼できる。

　ああ、俺の記憶が蘇った瞬間、近くにいたのが彼女でよかった。

「仲がよろしくてなによりです、そろそろ出口ですよ。……っと、おや？」

「どうした」

　オールドボアがすんすんと鼻を鳴らした。

「……大勢の人と、火の臭いがします。どうやらお迎えのようですね」

「あ、きっと村の皆が私たちを探しに来てくれたんだよ！」

　ふうむ、ありがたいが、ちとタイミングが悪いな。

「すまないがここで降ろしてもらえるか？　俺たちと一緒にいるところを見られたらおそらく話がこじれる」

「承知しました、では別ルートから森を出て、待機しております」

「悪いな」

　オールドボアがゆっくりと屈かがんで、俺はティモラを支えながら、ゆっくりと彼の背中を降りる。

「では、また後でな」

「かしこまりました、では……」

「さようなら！　猪いのししのおじさん！」

　オールドボアは最後ににっこりと微笑ほほえみ、のっしのっしと森の暗がりへ消える。

　これを見送ると、俺たちは月明かりの導くまま森を出た。

　──やはり彼の指摘通り、森の外で松明たいまつを掲げた大人たちが待機していた。

　その中には、リーガットを含めた一団の姿もある。

「──おい！　誰か出てきたぞ！」

「ナルゴアだ！　ティモラちゃんもいる！」

「ナルゴア！」

　人の群れの中から一組の男女が飛び出してきて、俺を抱きとめる。

　言うまでもない、俺の両親だ。

「無事!?　ティモラちゃんも怪我けがはない!?」

「う、うん！　大丈夫！」

「ああ、本当によかった……！」

　母さんが涙を流しながら喜びを嚙かみ締めている。

　父親も、泣きはしないものの明らかに安あん堵どの表情を作っていた。

　こんなにも心配してくれる両親をもって、泣き虫のナルゴアは幸せ者だ。

　母の体温を感じながら、しみじみそう思っていると、おもむろに母の表情が変わった。

　それは、どういうわけかこちらを咎とがめるようなもので──

「こんな夜更けに遊び半分でまどわしの森へ入るなんて！　私たち、すっごく心配したんだからね!?」

「そうだぞ！　それもあろうことかティモラちゃんを連れて！　あれだけまどわしの森には入るなと教えただろう!?」

　……ん？

「まったく、リーガット君が教えてくれなかったら今頃どうなってたことか……」

「ああ、リーガット君に感謝だな！」

　……ちょっと待て、何か話がおかしいぞ。

　俺はそのリーガット君に両手両足を縛られ、ご丁寧に猿さる轡ぐつわまで嵌はめられてまどわしの森に放逐されたのだが？

　よく見ると、集まった大人たちも松明を片手に、俺に非難の目を向けている。

　一度、ティモラと顔を見合わせた。

　そしてお互いがほとんど同時に事の真相に気付き、リーガットへ視線を送った。

　リーガットは大人たちに囲まれて、にたにたと気色の悪い笑みを浮かべている。

　それだけで十分だった。

　一瞬、あまりの卑劣さに何かの間違いではと思ったが、これは、間違いない！

「──ボクは止めたんだ！　でもアイツがどうしてもまどわしの森へ行くって、嫌がるティモラちゃんを無理やり連れて……！」

　彼のヘタクソな演技と、これにわざとらしい相あい槌づちを打つ取り巻き連中を見て、確信した。

　ここまでがお前の作戦か！　謀ったなリーガット！

「まったく、こんな夜更けになんと人騒がせな……」

「はあ……10歳にもなって、まだ物の分別もつかないのかナルゴアは……」

「ち、違うよ皆！　ナルゴア君は私を……！」

「いいんだよティモラちゃん、ナルゴアに何を言われたか知らないが、彼は皆にたいへんな迷惑をかけたんだ」

「そうよナルゴア！　皆さんに謝りなさい！」

　聞く耳持たず、という感じだな。

　両親でさえ、リーガットの戯たわ言ごとを完全に信じ切ってしまっている。

　……まったくリーガットめ。

　俺たちがまどわしの森にいる間に随分と〝仕立て上げて〟くれたらしい。

　用意周到なことだ、その情熱が他で生かせれば、いくらでも大成できるだろうに……

「な、ナルゴア君……！　どうしよう、私のせいで……っ！」

「間違っても君のせいではないさ、俺が頭を下げて場が収まるなら、それでいいだろう」

　なあに、こちとら元中間管理職だ、頭を下げることなんて慣れている。

　俺は、一歩前に歩み出て、辺りを見渡した。

　リーガットがこれから起こることを期待するようにぎらぎらとした眼まな差ざしを向けてきている。

　……いつか覚えていろよ、ボンボン。

　心の中では悪態をつきつつ、謝罪の言葉を口にしようとすると──ふいに、無数にある松明の内一つが搔かき消えた。

　まるで誕生日ケーキのロウソクでも吹き消すように、ふっと。

　瞬間、俺はソレの接近を感じ取る。

「──全員頭を低く下げろ!!」

「へっ？」

　俺の口から飛び出したのが予想外の言葉だったので面食らったのだろう、リーガットが間の抜けた声をあげた。

　その直後である。

　彼の目の前にヤツが現れ、松明の火が一斉に搔き消えたのは。

「な、なんだなんだ!?　何が起こった!?」

「松明がっ……」

「いや!?　それよりも今何かいなかったか……!?」

　突如として訪れた暗闇に、人々が戸惑う。

　だが、まどわしの森で暗闇に目を慣らしていた俺とティモラは、一足先にソイツの全貌を確かめることができていた。

「なに、あれ……」

　ティモラがソイツを見上げて呟つぶやく。

　俺もまたヤツを見上げて、舌打ちをした。

「……光に寄せられて面倒なのがきたな」

　──ナイトウォーカー、レベル35。

　目のない竜が、ころころと喉を鳴らしながら村人たちを睥へい睨げいしていた。
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　──ナイトウォーカー。

　古来より旅人たちから恐れられる渡り竜。

　ドラゴンにしては珍しく夜行性で、光に寄せられる性質を持つ。

　知能は低く、ドラゴンとしては最下級の部類だが──腐ってもドラゴンだ。

　野営中、運悪く彼の襲撃に遭い、壊滅してしまった駆け出し冒険者パーティの話を聞いたことがある。

　……まあ要するに。

　こんな片田舎の農民たちでは逆立ちしたって勝てるような相手ではないのだ──

「う、ぐああっ!?」

　村一番の鍛冶職人、ダーナおじさんが宙を舞う。

　彼の自慢の筋肉はここに至って、全く意味をなさなかった。

「だ、ダーナさん!?　よくも……うおあっ!?」

「きゃああっ!?」

　新婚のマルカ・クリス夫妻が、竜の前足で弾はじき飛ばされる。

「こ、このトカゲ……！　ファイアーボール!!」

　元魔法使いのミゼル婆ばあさんが火球を放ち、ナイトウォーカーを狙撃する。

　しかし計三つのファイアーボールは、ヤツの夜を切り取ったような漆黒の外殻に阻まれ、ダメージが与えられない。

　ナイトウォーカーが、ゲッゲッゲ、と薄気味悪い声で笑った。

　ヤツはやろうと思えばいつだって皆殺しにできる。

　でも、そうはしない。

　なんと悪趣味な、まるでネコが瀕ひん死しのネズミをいたぶるように──楽しんでいるのだ、この状況を。

「……っ！　ナルゴア！　ティモラちゃんを連れて早く逃げなさい！」

「ここは俺たちに任せろ！」

　母親が両手をかざし、父が護身用の短刀を構えて駆け出した。

　確か昔、両親は村一番の冒険者だったと聞いた。

　しかしこれはさすがに相手が悪すぎるぞ……

「な、ナルゴア君！　どうしよう!?　ナルゴア君のお父さんとお母さんが……！」

　ティモラが今にも泣きそうな顔で俺の肩を揺さぶってくる。

　視線の先には今まさにナイトウォーカーに斬りかかろうとするも、容易たやすく尻尾で薙なぎ払われる父の姿が。

　無数の悲鳴に混じって、母の悲鳴が聞こえる。

「く、くそ……刃やいばが通らねえ!!」

「顔を狙え！　少しは怯ひるむはずだ！　せめて子どもたちが逃げる時間を……！」

「無む茶ちや言うな！　こんな暗がりじゃとても顔なんて……ぐああっ!?」

「きゃあああっ!?」

　まさしく阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図。

　今はまだ怪け我が人にんが出る程度で済んでいるが、それもヤツがあの悪趣味な遊びに飽きるまでだ、早急に対処しなくてはならない。

　しかし、かといって召喚した〝手〟でヤツを殴り飛ばせば、俺が転生者であることがバレてしまうし……どうすれば……！

　──その時、ふいに後ろからちょいちょいと服の袖を引っ張られた。

　何かと思って振り返ってみれば、俺の影から〝手〟が控えめに生えていた。

〝手〟は、人差し指と親指でつまんだソレを、こちらに差し出してくる。

「これは……」

　それは、小さな鈴である。

〝手〟は俺がそれを受け取ると、最後に親指を立てて、ずぶずぶと影に沈んでいった。

　俺は手の内の鈴を眺めて──ようやく〝手〟の意図に気が付く。

「──なるほど、そういうことか！」

「ど、どうしたのナルゴア君!?」

　俺はすかさず地べたに這はいつくばり、近くにあった石ころをペンの代わりに、地面へ魔法陣を刻んでいく。

「魔法陣……!?　さっきの手を召喚するの!?」

「いや、そうじゃない！　はは！　なるほど俺の手もなかなか粋なことを考える！」

　自然と頰ほおが緩んでいるのに気付く。

　こんな状況で笑顔とは、と自らを戒めるが、こればかりはどうしようもない！

　何故なぜなら、もうすぐ俺は会えるのだ──

　しかし、そんな至福の時間に水を差す者が一人。

「──な、ナルゴア！　全部お前のせいだ！」

　背後から聞こえてくるうわずった声に、俺は「はぁぁぁぁ……」と深い溜ため息いきを吐ついた。

　げんなりした顔で振り返ってみれば、案の定、リーガットとその取り巻きの姿が。

「お、おおお前がまどわしの森なんかに入るから、こんなことになったんだ！　お前のせいで、みんな、みんな食われちまう!!　全部お前のせいだ！」

　……責任をなすりつけるためにそう言っているだけか。

　それともショックのあまり記憶の改ざんが起こり、本心からそう言っているのか。

　後者だとすればぞっとするので、ここは前者ということにしておこう……

「……今、魔法陣を描いているから後にしてくれないか」

「魔法陣！　はっ、魔法陣だって!?　お前まさかモンスターを召喚して、あのバケモノを倒そうってのかよ！」

「……そうだが」

「馬鹿言ってんじゃねえ！　オマエはスライムしか喚よべないヘボ召喚術師サモナーじゃねえか！」

　まぁ、それが泣き虫のナルゴアに対しての評価だとすれば、何も間違っちゃいない。

「スライムなんか喚ぶ暇があったら、オマエ！　あのバケモノの餌になれ！　そしたらあのバケモノも満足して帰るかもしれない！」

　……馬鹿もここまでくると泣けるな。

「全部お前のせいなんだから当然だ！　さあ行け！」

「ちょ、ちょっとリーガット君こんな時に何を……！」

「うるせえ馬鹿！」

「きゃっ!?」

　抗議の声をあげたティモラがリーガットに突き飛ばされ、尻もちをついた。

　ぷちん、と俺の中で何かのキレる音がする。

「……おい、ボンボン」

　俺は魔法陣の構築を中断して、リーガットに詰め寄る。

　リーガットが「ひっ」と小さな悲鳴をあげた。

「な、なんだよ！　文句あんのかよ！　いいからさっさと餌になってこいよ！　泣き虫が！　ほら！　行けよ！　早っ……ぶっ!?」

　俺はヤツの口を無理やり押さえつける。これ以上は、聞くに堪えない。

「その作戦なら俺よりもふさわしい人間がいる……村長の孫だと常日頃から威張り散らしていたな、今がその役目を果たす時だ、愛すべき村民のために死ね、リーガット」

「ぶ、な、なんだオマエ！　泣き虫のくせに！　いいから行けって言ってんだろぉ！」

　リーガットの手が光を帯びる。

　とうとう実力行使に出ようとなんらかの身体強化魔法を発動したようだ。

　まったく度し難い、まさかここまで愚劣とは……

　──次の瞬間、案の定この光に反応したナイトウォーカーがこちらを見た。

「な、なんだ!?　突然竜が……！」

「まずい！　そっちには子どもたちがいるんだぞ……！」

「止めろ！　早く止め……ぐああっ!?」

　ヤツはまとわりつく大人たちを振り払い、四本の足をざかざかと動かしながら、凄すさまじいスピードでこちらへやってくる。

「う、うわあああああああ!?」

　リーガットが絶叫し、尻もちをつく。

　……あろうことか、失禁していた。

「な、ナルゴア君っ!!」

　ティモラが俺の名を叫び、俺は……一つ溜息を吐いた。

　まったく、危うくこんなボンボンのせいで死ぬところだ。

　だが間に合った、あとはこれを触媒にして、完成だ。

　俺は絶叫の中で、手の内に握り込んだ鈴を魔法陣の中心へと投げ放った。

　そして──

「──召喚サモン」

　俺の言葉に呼応して、魔法陣が目も眩くらまんばかりの光を放つ。

　ナイトウォーカーが目と鼻の先まで迫っている。

　誰もがこれから起きる惨劇を予想して、目を覆った。

　……静寂が、場を支配する。

　一秒、二秒……静寂は解けない。

「え……？」

　一番初めにティモラが目を開く。

　続いて村人たちが、そして最後に臆病者のリーガットが……

　そして彼らは見た。

　──丸太ほどの太さもある巨大な植物の〝ツタ〟でがんじがらめにされ、その場に繫つなぎとめられたナイトウォーカーの姿を。

「……屈辱だわ、なにを触媒に使ったのか知らないけど、あの人を殺した憎き人間なんかに、この私が喚ばれるなんて」

　そしてナイトウォーカーの前には一人の女性が立っていた。

　頭には満開の花、身体からだには植物のツタが巻き付いた長身瘦そう軀くの美女。

　彼女はどこか苛いら立だたしげに、金の髪を指先でくるくるといじっている。

　そして心底面倒くさそうに、こちらを振り返った。

「ま、契約だから仕方ないわね……で？　大迷宮しじまの洞窟の主、千花のアルラウネを喚んだのはどこの命知らずかしら──」

「その二つ名俺のパクリじゃないか」

「え？」

　彼女が俺の姿を認めて、目を丸くする。

　まるで幽霊でも見るような、そんな表情で……いや、これは比喩になってないな。

　まぁ、ともかく……

「──久しぶりだなアルラウネ、髪切ったか？」

「ナル……ゴア……？」

　随分と久しぶりに会う彼女は、まるで嚙かみ締しめるように俺の名を口にした。

　頭の上に咲いた巨大な花は妖しくも美しく、一方で全身に絡みついたツタは生命力に満ち満ちて今にもはち切れそうだ。

　でも、変わらない。

　勝気な態度も、不機嫌そうな顔も、金の髪を指先でくるくるやるクセも。

　しじまの洞窟第二階層担当のアルラウネは、あの頃と変わらない姿でそこに立っていた。

「急に喚び出して悪かったなアルラウネ、今日は非番か？」

　両の目を丸くして、まるで呆ほうけたようにこちらを見下ろしていたアルラウネは、俺の言葉ではっと我に返る。

「……どうかしてるわ、私……あの人は勇敢にも憎にっくき勇者たちと刺し違えたのよ、まさかこんな人間の子どもをあの人と間違えるなんて……」

「間違ってない、俺が千手のナルゴアだ」

「ふっ、その二つ名まで知ってるなんて……どういうつもりか知らないけど面白くない冗談ね、契約が解除されたら覚えてなさい、あの人の名前を偽るなんて、タダじゃ済まないから……！」

「……ヒカリゴケの栽培は順調か？」

「なっ……!?」

　アルラウネが驚きよう愕がくに目を剝むく、俺は更に続けた。

「軍曹はうまく新人が教育できているか？　吸血コウモリの貧血はどうだ、あと、ゴブリン亭は──」

　──次の瞬間、あたり一帯に凄すさまじい風が吹き抜ける。

　俺を殴りつけようとしたアルラウネが、召喚獣の盟約に縛られて寸止めせざるを得ず、その時に生じた衝撃の余波である。

「きゃああっ!?」

「うわあああっ！」

　ティモラやリーガット、またその取り巻きが悲鳴をあげる。

　一方で拳を向けられた俺は、微動だにしなかった。

　何故か？

　それはもちろん、彼女ならば召喚獣の盟約なぞなくとも、本当に俺を殴ったりはしないだろうと確信していたからだ。

「……久しぶりだなアルラウネ」

「どれだけ待ったと思ってるのよ……馬鹿」

「すまんな、実は俺もまだ状況を把握しきれていない、この案件が片付いたら具体的な数字で教えてくれ」

「ふふ、そういうところは変わらないのね……皆あなたが生きてるって知ったら喜ぶわ」

「……あの時は突然中ボスを押し付けてすまなかったな」

「そうよ！　大変だったんだから！　右も左も分からない内に中ボスにさせられて、皆に頼られるし！」
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「苦労をかけた」

「本当よ！　色々と愚痴が溜たまってるんだから、終わったら一杯付き合いなさいよね！」

「もちろんだ、なんせ俺は晴れて無職だからな、暇ならいくらでもある」

「まったく、もう……」

　アルラウネが優しげに微笑ほほえむ。

　ああ、あれからどれだけ時間が経たったのかは知らないが、彼女、随分と自然な笑い方ができるようになったのだな。

　しかし久しぶりの再会を喜んだのもつかの間。

「お、おおおおい!?　ナルゴア！　なにくっちゃべってるんだよ!?」

　さすがというかなんというか、ここに水を差したのはやはりリーガットであった。

「そ、その女、オマエの召喚獣なんだろ!?　さっさと戦わせろよ！　そんで少しは時間稼ぎしろよ！　愚ぐ図ず！　ノロマ！」

　……この状況で、よくもまあそんなにも多彩な悪態が飛び出てくるものだ。

　相手にするのも馬鹿らしいので、いっそ無視を決め込むつもりだったが……

　どうやらその醜悪さが彼女の癇かんに障ったらしい。

「何突っ立ってんだ！　早く……うぶっ!?」

　地面より伸びてきたツタにリーガットが搦からめとられた。

　俺は咄とつ嗟さにアルラウネへと振り返る。

　彼女は眉間に深いシワを刻み、嫌悪感をあらわにしていた。

「……よく喋しやべる肉塊ね、その名前はアンタが易やす々やすと口にしていいものじゃないの」

「むーっ!?　むうううっ!?」

「お、おいアルラウネ……」

「いい、言わなくても分かってるわ、私の役目はこの低俗な人間を土に還かえすことでしょ？　汚い花が咲きそうだからあまり気は進まないけれど、あなたの頼みなら……」

「だから違う！　そいつは殺すな！　倒してほしいのはあっちのナイトウォーカーだ！」

「ちっ……残念」

　彼女がぱちぃんと指を鳴らし、これを合図にリーガットの身体を拘束していた植物のツタが、まるで生き物のように土中へ引っ込む。

　リーガットはへなへなと崩れ落ちた。

　……よく見ると、股のシミが大きくなっている。

「で？　あの無粋なトカゲを倒せばいいのね？」

　アルラウネは何事もなかったかのように、ナイトウォーカーを指す。

　見ると、ヤツを拘束するツタがぶちぶちと音を立てて千切れ始めていた。

「そうだ、一人でいけるか？」

「誰にものを言ってるの？　私は大迷宮しじまの洞窟の中ボス、千花のアルラウネよ」

「……じゃあ、あとは任せた」

「任されたわ」

　そう言ってアルラウネは天高く手をかざした。

　これに伴い、彼女を中心として花畑が展開される。

　多種多様な花々は、アルラウネの魔法によって花びらを舞い散らし、そして光を放つ。

「短縮、花はな詠唱ことば──プラスマジック、ダブルスペル、コンセントレイト、アクセル、プロテクション、エンチャントポイズン、ドレインライフ……」

「……なんと」

　この光景には、さすがの俺も度肝を抜かれた。

　彼女、魔法名を並べ立てているだけで──詠唱していない。

　にも拘かかわらず魔法は発動し、彼女の身体に数えきれないほどのバフが付与されていく。

　恐らくはあの花びらが魔法の触媒となっているのだろうが、なんにせよそれはまったく新しい魔法体系──

　直後、凄まじい音が立って、ナイトウォーカーを拘束するツタが弾はじけ飛んだ。

　ヤツは強化魔法の光を帯びたアルラウネめがけて、一直線に突っ込んでくる。

　リーガットとその取り巻きどもが悲鳴をあげた。

　遠巻きに見ていた大人たちも同様だ。

　しかし、アルラウネは不敵に笑って、

「──ブルーム」

　ただ一度、そう唱えた。

　──瞬間、ナイトウォーカーの動きが止まり、彼の外殻が爆発的に膨れ上がる。

　そして、

「ギッ」

　パァン！　と何かの破裂するような音がして、ナイトウォーカーの体表を食い破り、無数の花が咲き誇った。

　ヤツの漆黒の外殻は、どこを切り取っても一面の花畑。

　アルラウネは一仕事終えたように、ふうと一つ息を吐く。

「アンタがいなくなってから私それなりに頑張ったのよ、それこそ一人で勇者パーティを倒せるぐらいに」

「……頑張りすぎだろ、アルラウネ」

　アルラウネが柔らかに微笑む。

　それはまさしく夜空に咲いた一輪の花のようで……

　かくして全身花畑へと変貌したナイトウォーカーは、ぐらりと傾き、そして夜に沈んだ。
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　夜の闇に色とりどりの花びらが舞い散る。

　花びらは魔力によってか一枚一枚が淡く光を帯びており、これがまたこの上なく幻想的な光景である。

「おい、噓うそだろ……」

「倒しちまったよドラゴンを……10歳の子どもが……」

　宙を舞う花びらを眺めながら、大人たちが夢見心地に呟つぶやいた。

　さて、彼らが我に返るまで少々の時間があることだし、今はただ──喜ぼうではないか。

　かつての部下との再会を。

「……随分と腕を上げたなアルラウネ」

「あなたがいなくなってから、それこそ色々な経験を積んだもの、今じゃレベルも51よ」

「あの頃から30以上も上がってるじゃないか！　そのレベルなら本物のドラゴンとだって互角に戦えるぞ!?」

「いいえ、確実に仕留められるわ、私には魔法の超短縮詠唱──花はな詠唱ことばがあるからね」

「……ドラゴンにも勝る植物妖魔なんてな」

「あなたが教えてくれたのよ」

「俺が何か教えたか？」

「工夫と頑張り次第で、たいていのことはなんとかなるってこと」

「……頑張りすぎだ、お前は」

「ありがと」

　アルラウネが屈託のない笑みを浮かべる。

　まったく、彼女ほどの努力家は見たことがない。

「まあ、なんにせよお疲れ様だアルラウネ、助かったぞ」

　俺はつい中ボス時代の癖で、彼女の肩をぽんと叩たたき、労をねぎらう。

　彼女もまた気恥ずかしそうにはにかんで──直後、足元に魔法陣が出現した。

「……へ？　なによこれ？」

　呆ほうけた声をあげるアルラウネ。

　しかしそんなことはお構いなしに、アルラウネの全身がきらきらと光を放ち始めた。

　……いや、違う！　アルラウネ自身が〝光〟になりつつあるのだ！

「ま、まさかさっきの言葉が合図となって、召喚獣の契約が完遂されたのか……？」

「えっ!?　じゃあなに!?　私もうしじまの洞窟に強制送還ってこと!?」

「……そうなるな」

「ふ、ふざけないで！　私まだまだあなたに聞きたいことがあるのよ！　勇者と刺し違えたんじゃなかったのかとか、そもそもなんで人間の姿になってるのとか……！」

　などと言っている内にも、アルラウネの身体からだが透け始めた。

「ちょっ、消える消える!?　ナルゴア！　あなたすぐに私を召喚し直しなさい！　すぐによ!?」

「……それは難しい注文だ」

　俺は辺りの様子を見渡した。村人の視線が俺たちに集まっている。

　こんな状況で、もう一度彼女とおしゃべりをする暇は、どうにも作れそうにない。

「ああ、もう！　じゃあ約束して！」

　もうほとんど光の粒子と化したアルラウネが、詰め寄ってくる。

「必ずしじまの洞窟に戻ってくること！　皆があなたの帰りを待ってるんだから──！」

　その言葉を最後に、アルラウネの像が闇に溶けた。

　役目を終えた魔法陣が消え、後に残るは夜の静寂しじま。

「……やった」

　誰かが呟くように言う。

　そしてこれが合図となって、沈黙は破られた。

「──やった！　ナルゴアがやってくれた!!　ナルゴアがドラゴンを倒したんだ!!」

　堰せきを切ったように沸き立つ歓声が夜に響く。

　怒ど涛とうのように押し寄せてきた人の波が、たちまち俺を取り囲んでしまった。

「ナルゴア！　まさかお前にあんな上級モンスターが召喚できただなんて！　なんで今まで黙ってたんだ!?」

「モンスターが詠唱もなしに魔法を発動させるなんて、あたしゃ長いこと魔法使いをやってたが、あんなの見たことも聞いたこともないよ!?」

「随分と長いこと何か話し込んでいたようだったが……」

「た、頼む！　あの別べつ嬪ぴんさんをもう一度喚よんでくれ！　後生だナルゴア……！」

　なにやらどさくさに紛れておかしなことを口走ったダーナおじさんが、おかみさんに頭をひっぱたかれていた。

「す、すごいよナルゴア君!!」

　人の波に揉もまれていると、感極まったティモラが抱き着いてきた。

　引っ込み思案のティモラにしては随分と大胆な行動に、大人たちが「おお!?」と声をあげる。

「いいね熱いねお二人さん！」

「ははは！　うらやましいな！　村一番の美女が祝福してくれるとは！」

「頼むナルゴアもう一度あの別嬪さんを……！　今度は目に焼き付けるから……！」

　大人たちが囃はやし立てる中、やはり妙なことを口走るダーナおじさんがおかみさんに殴り倒された。

　……なんかシャレにならない音が聞こえた気がするが、見なかったことにしよう。

　そう思って目を逸そらすと、人ごみから離れた場所で地べたに這はいつくばるリーガットと目が合った。

　ズボンの一部を湿らせた彼は、途端に泣きそうな顔になってしまう。

「ナルゴア……よくも……よくもっ……！」

　……なにが〝よくも〟なのかは知らないが、ここまでくると哀れだ。

　俺は彼のこともまた、見て見ぬふりをした。

　色々あったが……これにて一件落着だな。

　やらなければならないことは山積みだが、今ぐらいは余韻に浸ったってバチは当たらないだろう。




　　　　〇




　その夜、ガテル村はたいへんな騒ぎとなった。

　──ナルゴアが高位の召喚獣を使役してあっという間にドラゴンを倒してしまった！

　噂うわさは瞬く間に広がり、宴うたげだ祭だ祝勝会だと、気付けば大人たちは皆が酒を片手に馬鹿騒ぎをしている。

　小さな村なだけあって、これぐらいしか楽しみがないのだ。

　もちろん、ここでの俺はナルゴア少年なので酒は飲まない、隅っこの方でちみちみと干し肉をかじっている。

　……うん、決して美味おいしいとは言えない、いつも通りの味だ。

　ちなみに俺を主役とした会は、とっくのとうに終わっている。

　最初こそ村中の大人たちからの質問攻めを受け、目も回るような忙しさだったが、今や祝勝会とは名ばかりのただの飲み会。

　主役であるはずの俺が馬鹿騒ぎをする大人たちを遠目に眺めているのが、なによりの証拠である。

　……だが、好都合だ。

　俺は干し肉をみちりと嚙かみ千切った。

「……状況を整理しよう」

　ガテル村、しじまの洞窟。

　俺を殺した階層守護者キーパーのこともある。

　早急に自らを取り囲むこの異常事態を正しく把握しなくてはならない。

　なにぶん、全く違う人生を歩んできた二つの記憶が、突然に俺の頭の中で融合してしまったのだ。

　整理だ。情報の整理が必要である。

　まず──前世の俺は最後のダンジョン、世界の柱の階層守護者キーパーだった。

　千手のナルゴア、レベル99。

　レベル90オーバーの化け物がひしめく世界の柱でも、それなりに強い方だった……気がする……

　原則、階層守護者キーパーは塔の外に出ない。

　きたる災厄とやらに備えるためだと、社長うらぼすは言う。

　しかし俺は、ひょんなことから勇者たちの拠点から最も近い、はじまりのダンジョン〝しじまの洞窟〟に中ボスとして配属されたのだ。

　配属から一年、俺はしじまの洞窟に大改革を行い、結果しじまの洞窟は中堅勇者パーティすら退けるダンジョンへと変貌したが、誤算があった。

　レベルアベレージ70オーバー、魔王ガルヘリオス様すら打ち倒した伝説の勇者パーティ〝青銅の剣〟の襲撃である。

　俺はダンジョンを守るために単身〝青銅の剣〟へ戦いを挑み、そして敗れた。

　勇者パーティの中に階層守護者キーパーが紛れ込んでいたのだ。

　……最後の瞬間、俺は間違いなく黒幕の顔を見たはずだ。

　しかし転生の影響か、どうしてもヤツの顔が思い出せなかった。

　なんにせよ、黒幕の意図は分からない。

　分からないが、ともかくヤツは俺の記憶を封じ、人間の子どもに転生させた。

　レベル３召喚術師サモナー、泣き虫のナルゴアへと。

　ここで一つ、至極当然の疑問が生じる。

　何故なぜ、俺は今世でも〝ナルゴア〟という名なのか？

　取り急ぎ、両親に尋ねてみたところ。

「ナルゴアちゃんの名前をどうやってつけたかって？　ええ！　もちろん覚えてるわよ！　あなたを身ごもってすぐ──ぴぃんと閃ひらめいたの！」

「それが、俺もなんだよ！　俺も朝起きたら突然その名前が頭に浮かんできてな！」

「生まれてくる前に、全く同時に同じ名前を閃くなんて！」

「これは神様の思おぼし召めしなんだよ！　なあ！」

「そうよ！　あなたの名前は神様から授かったものなの！」

　……とのこと。

　普通なら微笑ほほえましいエピソードなのかもしらんが状況が状況だ、俺はいっそう訝いぶかしんだ。

　間違いない、何らかの力が働いている。

　恐らく黒幕の仕業と考えるのが自然だが、しかしなんのために？

　なんの益があって、そんなことを……

「……分からん」

　がしがしと頭を搔かく、くそ、分からないことだらけだ。

　まずは分かるところから片付けていこう。




　──ここガテル村は、グランテシア大陸北西部に位置する小さな農村である。

　人口は４００人ほど。

　村の名物は曲がり人にん参じんと六目ヤギ。

　豪雪地帯であり、秋口にもなれば皆がせっせと冬ごもりの準備を始める。

　決して豊かではないが、差し当たって問題のない、どこにでもある普通の寒村だ。

　ちなみに、この世界の詳細な地図を見たことがないので、具体的にこの村がグランテシア大陸のどこに位置するのかは不明。

　それともう一つ、泣き虫のナルゴアとしての十年間の記憶を遡ってみたところ、たいへんな事実が判明した。

　にわかには信じがたいのだが、間違いない。

　俺が殺されたあの日から──すでに百年の月日が流れている。

「なんの冗談だ……」

　しかし冗談ではなく、事実。

　ここは魔王ガルヘリオス様が倒された後の世界。

　さすがに、あの後すぐに社長うらぼすが次の魔王を選出しただろうが……ともかく、俺は百年後の世界に人間として転生させられた。

　黒幕の目的は不明、ガテル村としじまの洞窟の正確な位置関係もまた不明。

　問題は山積みだ。思わず溜ため息いきが出る。

「若いのに溜息か、ナルゴア君」

　気が付くと、俺の隣にしわがれた老人が座っていた。

　彼は──このガテル村の村長、ルドア爺じいさんだ。

「……少し考え事をしていた」

「ほっほ、悩むのも若者の特権じゃ、まして一夜にして英雄様ともなればな」

「そんな大それたものではない」

「ワシも見たかったのう、ナルゴアの召喚術を、言うことを聞かぬこの身体が憎いわい」

　そう言って、ルドア爺さんは膝をこんこんと叩たたいた。

　爺さんは昔名うての武道家だったらしく、その拳でもって自分よりふたまわりは大きなオークさえ素手で打ち倒したとか。

「……最近、妻のことばかり考える」

　ルドア爺さんが、愁いを帯びた表情で言った。

「昔の話じゃがな、召喚術師サモナーのリコッタと、武道家のルドア、このコンビを知らぬ者はいなかったよ……妻は若くしてモンスターに殺されてしまったが」

「……なんと言葉をかけたらいいか」

「だから昔のことじゃって、気にするな」

　ルドアじいさんがふぉっふぉっと笑う。

「本来は倒すべき敵と心を交わし、使役するのが召喚術師サモナーという職業じゃ……ワシはリコッタの召喚術に惚ほれていた」

「素晴らしい召喚術師サモナーだったのだな」

「そりゃすごかったとも、今となっても忘れられん、叶かなうことならば死ぬ前にもう一度、あの美しい召喚術を拝みたかったのじゃが……」

「なんだ、そんなことなら今やってやろう」

「今？　馬鹿を言うんじゃない、はしくれとはいえドラゴンを倒すほどの上級モンスターを召喚したのじゃ、ナルゴアは優しいから村のみんなに隠しているのかもしれんが、筆舌に尽くしがたい疲労感が今、お主を襲っていることじゃろう」

「いや、別に……」

　時間が時間なので、ほどよい眠気なら感じているが……

「いいかナルゴア、召喚術師サモナーに大切なのは召喚獣との絆きずなじゃ、これがなくては術者はただ一度の召喚で魔力を食い尽くされ、最悪死んでしまう」

「……はあ」

「熟練の召喚術師サモナーでさえ、自分よりも遥はるかに低いレベルのモンスターとの絆を結ぶのに幾度とない召喚が必須とされているのじゃぞ？　レベル３のお主がドラゴンにも勝るモンスターを召喚するなど……若いのに無む茶ちやしすぎじゃ」

　……そんな風に言われても、疲れなど微み塵じんも感じていない。

　しいて言うならあの後皆にもみくちゃにされた時の方が疲れた。

「それに、スライムなどの最下級モンスターを除き、召喚には触媒が必須となる、そのモンスターと自らを結ぶ絆の象徴だ、血か、肉か……」

　……昔あげたお揃そろいの鈴でなんとかなったが。

「なんにせよ、今のおぬしにそんな無茶はさせられん、今はゆっくりと……ってなんで魔法陣を描いておるんじゃ!?」

「いや、まあ論より証拠と思ってな」

「し、死ぬぞおぬし!?」

　ルドア爺さんが声を荒らげる。これに対して、俺は

「時に爺さん、最近飯はちゃんと食えているか？」

「な、なんじゃ急に……以前に比べれば、そりゃあ食えておらんよ、あまり物が喉を通らなくて……」

「それはいけない、では最高のシェフをここに喚よぼう」

「は？」

　ルドア爺さんが間抜けな声を上げる。

　一方で俺は食いかけの干し肉を魔法陣の中心へ投げ放った。

　六目ヤギの、干し肉を。

「──召喚サモン」

　俺が唱えると同時に魔法陣が光り輝き、そして召喚される。

　俺が知る中で、間違いなく最高の料理人たちが、

「──ににに兄ちゃん、また腕を上げたね、こ、これはプロゴデュッフ風かい？」

「いや、リシカンテ風だな」

「弟たちよ、どちらも正解だ、これは両方の性質を合わせた俺のオリジナル、名付けてゴブリン風……」

　三人が同時に異変に気が付いた。

　きっと厨ちゆう房ぼうで、今日の賄いに舌鼓を打っていたのだろう。

　相変わらず研究熱心なことだ。

「久しぶりだな大将、早速だが注文いいか？」

　──短命な人の身に比べると、魔族の寿命は遥かに長い。

　しかし、それでも百年という月日はなにかを変えるには十分すぎる時間だ。

　そんなわけで、実に百年ぶりに再会したゴブリン三兄弟は随分と様変わりしていた。

　小柄な長男、瘦せぎすの次男、巨漢の三男、ここまでは変わらない、変わったのは彼らの装いだ。

　以前の彼らはどろどろに汚れたエプロン一丁で、いかにも職人という感じだったが、今は違う。

　純白のコックコートにコック帽。

　ご丁寧に赤いスカーフまで巻いて、すっかり一流シェフじゃないか。

「ち、中ボスさん!?」

　長男ゴブリンが声をあげてこちらへ向き直り、続いて次男三男も驚きよう愕がくの声をあげた。

「見ない内にこんなにちっこくなってしまって……！　アルラウネの姐あね御ごから話を聞いた時は半信半疑でしたが、まさか本当に生きていたとは！」

「随分と待たせたな、しかし帰ってきたぞ」

「百年も待たせるなんて、まったく人が悪い！　あっしらは……あっしらは……！」

「おいおい、なにも泣くことはないだろ」

「これが泣かずにいられますかい！」

　三兄弟がぐずぐずと鼻をすすりながら、コックコートの袖で涙をぬぐう。相変わらず涙もろい連中だな……

　そんなことを考えていると、背後からおもむろにガタァン！　と音がした。

　見ると、ルドア爺さんが椅子から転げ落ちている。

　爺さんは普段閉じているのか開いているのかもよく分からない眼めを、これでもかとかっぴらいていた。

「さ、三体のモンスターを同時召喚じゃと……？　そんな真似まねリコッタですらできなかったぞ……!?　お、おぬし身体からだは大丈夫なのか!?」

　ルドア爺さんが弾はじかれたように俺の方へ飛びついてきて、体中をぺたぺたとまさぐってくる。

「どこか悪くはないか!?　眩暈めまいは!?　動どう悸きは!?」

「……特には、ないな」

　しいて言うなら、アルラウネを召喚した時には一切感じなかった疲労感が、少しだけあるような気がしないでもないが、あえて口に出すほどのものではない。

「と、特に……ない……？」

　ルドア爺さんがへなへなと崩れ落ちた。

「ノーリスクでの召喚サモンなぞ……そんな芸当が人間に可能なのか……？」

　……そこまでのことなのか？

　前世の記憶があるとはいえ、俺は召喚術師サモナーという職業についてさほど詳しくはない。

　何故なぜならば召喚術師サモナーはその使い勝手の悪さや、本来敵であるモンスターを召喚、使役するという性質も相まって、一部の冒険者たちからは敬遠されているという話である。

　さしたる脅威でもなければ、絶対数も少ない、だから知らない。

　ゆえにルドア爺さんの驚きぶりにあまりピンときていないのは、仕方のないことなのだ。

「……ナルゴアさん、あの今にも死にそうな人間の爺さんは一体？」

「ぶも、と、と、トドメを刺せばいいんですかい？」

　三男が巨大な肉切り包丁を構えて、なにやら物騒なことを言っている。

「違う殺すな、その包丁はそんなことのために毎日手入れしてるわけじゃないだろう？」

「と、言いますと……まさか」

「そのまさかだな、あの爺さんは客だ」

　三兄弟が互いに顔を見合わせた。

「……作れってことですかい？　あっしらが、人間に、料理を？」

「そうなる、急に呼び出して悪いが、できるか？」

「……いや！　そりゃあさすがのナルゴアさんの頼みでもできやせん！」

　長男ゴブリンがかぶりを振る。

「ナルゴアさんがどうして人間になっちまったのか、そしてどうして人間の側についているか、あっしらには分かりやせん……ですが人間のために料理を作るなんて死んでも御免ですぜ！」

「何故だ？」

「何故？　決まってるでしょう！　あっしらあの日から一日として人間を恨まなかった日はありやせん！　そんな人間のために料理なんて……！」

　ふむ、ゴブリン三兄弟の態度は頑かたくなだ。

　しかしこちらもそう簡単に退ひくわけにはいかない。

　俺の中の泣き虫のナルゴアが訴えるのだ。

　──ルドア爺さんを元気にさせてやってくれ、と。

　だから、俺は言う。

「自信がないのか？」

「……はい？」

　長男ゴブリンの尖とがり耳がぴくんと震える。

「ゴブリンの田舎料理で、人間の肥えた舌を満足させる自信がないのか？」

「へ、へへ……そんな見え透いた挑発には引っ掛かりませんよ旦那……」

「客を選ぶなんて料理人の風上にも置けないぞ、そのやけに長い帽子は飾りか？」

「──上等だぁ！　作ってやらぁ！」

　速攻で引っかかってくれた。

　顔を真っ赤にした長男ゴブリンが、肩を怒らせてルドア爺じいさんに詰め寄る。

「おい！　そこの爺さん！」

「な、ななななんじゃあっ!?」

「注文を言うんだよ！　今からここがゴブリン亭だ！　冷やかしは承知しねえぞ！」

「ちゅ、注文って……そんないきなり言われても……」

　すっかり怯おびえ切ってしまったルドア爺さんはしどろもどろになって、やがて。

「……昔、妻が作ってくれた、シチューが食べたい……」

　──それは、注文というにはあまりに曖昧なオーダーだ。

　以前のゴブリンなら「そんなもん分かるか失うせろ！」とルドア爺さんを足蹴にしていたことだろうが……

　長男ゴブリンはふんと鼻を鳴らして、コック帽をかぶり直した。

「──おい！　聞いたか弟たちよ！　すぐに準備を始めろ！」

「ぶも、が、が、合点」

「ナルゴアさんの頼みとあっちゃあ仕方ないもんな！」

　三兄弟はたいして言葉も交わさず、各々に散開して、料理の準備を開始した。

　この百年で、随分とコンビネーションに磨きをかけたらしい。

　そしてこの騒ぎを聞きつけて、村の大人たちが「何事か？」とこちらへ集まってくる。

「なんだ、なんの騒ぎ……うわっ!?　ゴブリンじゃねえか!?」

「だ、誰か戦えるヤツは……！」

「……いや待て！　ありゃあナルゴアの召喚獣だ！」

「ナルゴアのヤツ、また何か召喚したのか!?　召喚術師サモナーってそんなにポンポンとモンスター喚び出せるもんじゃねえだろ!?」

「ちょ、ちょっと待て……あのゴブリンたち……料理を作ってるぞ!?」

　さて、再び村はたいへんな騒ぎである。

　皆が皆、ゴブリン三兄弟の惚ほれ惚ぼれするような手際の良さに注目していた。

　これを受けて長男ゴブリンがにいいと不敵に笑う。

「──はっ！　これぐらいで驚いてるんじゃねえぞ！　なんせ今から俺たち三兄弟が最高の一皿を披露するんだからな！」




　　　　〇




　アルラウネはこの百年でドラゴンすら屠ほふる実力を身につけていたが、それはゴブリン三兄弟ですら例外ではなかった。

　彼ら、この百年間で随分と腕を磨いたらしい。

　さながら曲芸のように美しく、そして無駄のない連携に、目を奪われないものはいなかった。

　初めの方こそ。

「なんだなんだ、何が始まった？」

「ゴブリンが料理？」

「食えるのかそんな薄気味悪いもん……」

　等、口々に言い合っていた村人たちであったが、ことここに至っては──沈黙。

　彼らの手際の良さもさることながら、立ち上る香りが、音が、彼らの口をことごとく閉ざしてしまったのだ。

　誰もが唾を吞のみ、料理の完成を見守る。

　そして──

「完成だ！」

　長男ゴブリンが盛り付けを終え、次男三男が俺とルドア爺さんの前に皿を並べる。

「こ、これは……」

　ルドア爺さんが言葉を失った。

　この反応を見て、長男ゴブリンはにやりと口元を歪ゆがめ、

「──これが俺たち渾こん身しんの一皿！　六目ヤギのシチュー、ゴブリン風だ！」

　その料理の登場に、囲む人々は「おおおっ!?」と驚嘆の声をあげる。

　俺もまた人知れず息を吞んだ。

　無理もない。まさかこんなド田舎の村で、これほどのものが出てくるなんて、誰が予想できたろう。

　吸い込まれるような茶褐色のスープには一点の濁りもなく。

　立ち上る香りは鼻び腔こうから滑り込んで、閉じかけていた胃袋をたちまち開かせた。

　その場にいる誰もが直感していたのだ。

　こんなの、不味まずいわけがない、と。

「六目ヤギの肉をふんだんに使ったシチューでさぁ、本当はもっと時間をかけて煮込みたかったんですが」

「……俺は注文してないんだが、いいのか？」

「はっ、あっしらにあれだけでかい口を叩たたいたんです、食ってもらわんと困りますぜ」

「わ、ワシも、食っていいのか？」

「アンタが注文したんだろうがジジイ！」

「ヒイィッ!?」

「こら長男、年寄りを脅すな……ルドア爺さん、ご所望のシチューだ、遠慮しないで食べてくれ」

「な、ナルゴア……気持ちは嬉うれしいし、見た目もかつて妻の作ってくれたシチューにそっくりじゃ、しかし……」

　ルドア爺さんが言葉を濁す。

「……妻が最後にアレを作ってくれたのは、もう五十年近く昔のことじゃ、ナルゴアには分からんかもしれんが長い年月は多くを歪めてしまう、あのシチューにしたって、もはやワシの記憶の中にしか存在しないものかもしれん……」

「ルドア爺さん……」

　爺さんは、やはり憂いを帯びた表情で呟つぶやき、皿の中のシチューを見下ろした。

　これを受けて──いよいよ長男ゴブリンがキレた。

「おい……おいおい爺さんよぉ！　冷やかしなら勘弁してくれって言ったよなぁ!?」

「ヒッ！　し、しかし……！」

「しかしもクソもあるか！　せっかくの料理が冷めちまうだろうが！　大体なぁ……！」

　長男ゴブリンが自らを指す。

「たかだか五十年やそこらがなんだってんだ！　俺たちの舌は百年前に食ったあの料理の味を今でも覚えてる！　本当に人の胸を打つ料理ってのは何百年経たとうが残り続けるもんなんだよ！」

「本当に人の胸を打つ料理……」

「分かったらさっさと食いやがれ！」

「わ、分かったから包丁を向けないでくれ！」

　半ば脅迫じみていたが、結局はルドア爺さんが折れた。

　爺さんはスプーンでシチューをひとすくい。

　野や次じ馬うま連中が固かた唾ずを吞んで見守る中、彼はおそるおそるそれを口に運んで──

「──」

　言葉を失った。

　ルドア爺さんは無言のままに固まってしまったのだ。

「じ、爺さん……？」

「大丈夫かこれ!?　言葉も失うくらい不味かったのか!?」

「まさかゴブリンども毒を……！」

　誰かが不穏な発言を漏らし、これを聞いたゴブリンたちが露骨に不機嫌そうな顔になる。

　しかし、彼らはすぐに怒りを収めた。

　何故なぜならば、

「間違いない……これは五十年前に妻の作ってくれたシチューじゃ……」

　ルドア爺さんが、そのしわくちゃの頰ほおに涙を伝わせていたからである。

　──直後、ルドア爺さんは弾はじかれたようにシチューへと食らいついた。

　小さなスプーンを忙せわしなく動かし、まるで子どものようにがっついている。

「間違いない！　ああ、間違いない！」

　ルドア爺さんは器を持ち上げて、直接口を付けてシチューを飲み干した。

　あっという間に、完食。

　野次馬たちは驚きのあまりに言葉を失うだけ。

　そしてルドア爺さんはとめどなく溢あふれる涙をぬぐいながら、言った。

「五十年ぶりじゃ……リコッタと逢あった、リコッタがそこにおった……」

　観衆がどよめき、ゴブリン三兄弟がお互いにハイタッチを交わす。

「な、何故じゃ……？　ワシは料理のことなどてんで分からん、当然妻の作ったシチューのレシピも知らない……なのに、何故ここまで同じものが……」

「簡単なことだ、アンタの嫁さんがアンタを想おもう気持ちにかけたのさ」

「ワシを想う気持ち……？」

「そうともさ、使った材料は主に六目ヤギの肉に曲がり人にん参じん、どちらもこの村の名産で滋養強壮の効果がある、それと爺さんアンタ昔から胃腸が弱かっただろ？」

「な、何故それを！」

「口の臭いを嗅ぎゃあ分かる、だから胃腸の調子を整えるサフリの葉を加えた。これもこの村の周辺でとれる」

「ぶ、ぶも、あ、あ、あと爺さん、貧血持ちだ」

「そ、そんなことまで!?」

「顔見りゃ分かるんだよそんぐらい、だからソースに六目ヤギの肝を裏ごしして加えた」

「六目ヤギの肝だと!?」

「あんな犬も食わないゴミが!?」

　野次馬連中がざわめき、長男ゴブリンはふんと鼻を鳴らした。

「やっぱ人間は駄目だな、飼い犬ですら舌がイカレてやがる、しっかり下処理をすりゃああんなに美味うまいもんはねえ、リコッタとかいうヤツは多少見どころがありそうだが」

「だから誰にも妻が作ったシチューの味の深みが再現できなかったのか……！　し、しかしやはり分からぬ！　何故おぬしらにはこの味を再現できたんだ!?」

「まだ分からねえか耄もう碌ろくジジイ、そりゃアンタの嫁さんがアンタのためだけに作った料理だったからに決まってるだろ」

「ワシの……ためだけに……？」

　ルドア爺じいさんが、その言葉を嚙かみ締しめるように反はん芻すうする。

「そうだ、このへんで採れる素材だけでアンタの身体からだを気遣ったシチューを作るとなりゃあ、必然そのかたちになる。さすがに細かい分量は違うだろうが……」

「──ウオオオオオ!!!!」

　おもむろにルドア爺さんが雄たけびをあげた。

　いつも温厚で物静かなルドア爺さんの奇行に、村の大人たちがびくりと肩を震わせる。

「ワシは……ワシは一体何をやっておるんじゃ！　年寄りぶってこんなところで……ぬあああっ！」

「どうした爺さん!?」

　ルドア爺さんが自らの上衣を引きちぎって半裸になった。

　かつて鍛え上げた肉体が晒さらされる。

　もはや死を待つだけの老人の姿はなかった。

　そこにいるのは、かつて鍛え上げた己おのが肉体で数多あまたのモンスターを屠ほふった武道家のルドアである。

「──こんな貧弱な身体のまま向こうにいったら、愛いとしのリコッタに愛想を尽かされてしまうわ！　今から鍛え直しじゃ！」

「る、ルドア爺さん!?」

「年寄り扱いするなぁ！　ワシは生涯現役じゃあ!!」

「じ、爺さんもう歳としなんだから無理すん……うわっ!?　なんだあの上腕二頭筋！」

「広背筋が鬼の顔に見える!?」

「肩にちっちゃいオリハルコン乗せてんのかい!?」

　爺さんがひとつポーズをとる度に、会場が沸き上がる。

　期せずしてルドア爺さんのボディビルショーが始まってしまった。

　その傍かたわら、俺は自分の分のシチューをスプーンでひとすくい、これを口に運ぶ。

「どうだいナルゴアさんよ、俺たち自慢の一品は？」

　長男ゴブリンが尋ねかけてくる。

　俺は微笑ほほえんで、これに答えた。

「──文句なしの三つ星だ、腕を上げたな」

「へっ、あたぼうよ！　なんせあっしらには手が六つもあるんですからね！」




　　　　〇




　一連の騒動を遠巻きに眺めていたナルゴアの両親はお互いに顔を見合わせた。

「……やっぱり予言は本当だったのね」

「ああ、間違いない」

　ナルゴアの父が深く頷うなずく。

「ガテル村に生まれるとされた勇者の生まれ変わり──ナルゴアこそが勇者の生まれ変わりだ」
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「こ、こりゃうめえ！　あの硬いヤギ肉がこんなにもとろとろに……！」

「この重厚な肝の風味……クセになりそう！」

「こんなに美味いもんが死ぬ前に食べられるとはねぇ……」

　鍋を囲んだ村人たちは、誰も彼もがとろけきった表情を晒している。

　ゴブリンの料理など薄気味悪いと評していた彼も、毒を疑っていた彼も。

　老いも若きも関係ない、誰も彼もがその料理の虜とりことなった。

　勤勉なる主婦諸君に至っては、徒党を組んでゴブリン三兄弟からレシピを聞き出そうと躍起になっていたほどで──

　ともかく彼らの料理は、村人たちの胸を打ったのだ。

「素晴らしい仕事だ、三兄弟」

「へへ、本店の方にも来てくださいよ、テーブルはいつだってあけときますぜ」

「ああ、近いうちにな、じゃあお疲れ様」

　俺はぽんと長男ゴブリンの肩を叩たたく。

　すると三兄弟の足元に魔法陣が出現して、きらきらと光が溢あふれ出した。

　契約が完遂されたのだ。

「本当に早く帰ってきてくだせえよ！　ナルゴアさんが生きてるって知ってから、アルラウネの姐あね御ごが柄にもなくそわそわしちまって、見てらんねえんですよ！」

「……すまんな、今の俺の立場はちょっと複雑なんだ、準備ができたらすぐに向かう」

「あっしらあまり気の長い方じゃねえんで、頼みますよ……！」

　その言葉を最後に、ゴブリン三兄弟は光の粒子となって消える。

　しじまの洞窟へ送り返されたのだ。

「ふわあ……」

　思わず欠伸あくびが出た。

　……無理もない、モンスターだった頃ならまだしも、今の自分は人間の少年なのだ。

　こんな夜更けともなれば、眠くなるのも当然である。

「ナルゴア、眠いのね」

　母の優しげな声、隣には父の姿もある。

「……少し」

「疲れが出たんだろうな……早く家に帰って眠りなさい」

「ねえパパ、あの話は……」

「よせよ、ナルゴアは疲れているんだ」

「あの話……？」

「ああ、なんでもないよ、明日また話そう」

「……分かった」

　二人の妙な態度が気になったが、睡魔には勝てなかった。

　俺はおぼつかない足取りで、帰路につく。

「あ、ナルゴア君……もう帰るの……？」

　ふと、背後から声をかけられた。

　振り返ると、そこには目をとろんとさせたティモラの姿が。

「今日はほんとうにありがとう、ゴブリンさんのシチューもすごくおいしかったよ……」

「そうか、それはよかった……」

　彼女ももはや眠気が限界なのだ。

　俺がそう答えると同時に、足をもつれさせて、俺の胸に飛び込んできたではないか。

「あ、ごめん……」

「いい、気にするな……」

「えへへ……また明日も遊ぼうね……おやすみ」

　彼女は最後にそう言い残すと、ひらひらと手を振って、別れを告げた。

　俺もまた寝ね惚ぼけ眼まなこをこすりながら、手を振って彼女に別れを告げる。

「あの歳でなんと酷な……神様……」

　その様子を後ろで眺めていた母のすすり泣くような声が聞こえたが、あえて振り返らなかった。

　ひどく眠かったのだから、仕様がない。




　　　　〇




「じゃあ、おやすみなさいナルゴア」

「今日はお手柄だったな」

　両親の見守る中、自室へと潜り込んだ、もちろん鍵をかけるのも忘れない。

　俺はふわあと一つ欠伸をして、

「……きてくれ」

　そう一言呟つぶやくと、俺の影から〝手〟が現れた。

「ヒールとウェイクアップ、頼む」

　俺が魔法名を並べると〝手〟は即座に詠唱を開始し、俺に魔法をかける。

　一つは言わずと知れた回復魔法、もう一つは眠気を飛ばす魔法だ。

　これにより肉体の疲労は回復し、睡魔はきれいさっぱり消えて頭が冴さえてくる。

　中ボス時代、どうしてもその日の内に片付けたい仕事がある時のみ使っていた奥の手である。

　あまり多用しすぎると部下たちの働き方に悪影響を及ぼしかねないので、使用は最小限に抑えていたが……

「……親にこんなところは見せられないからな」

　召喚した〝手〟を視みられたくない、というのもあるが、それ以上に息子がこんな方法でドーピングしてるなんて知ったら、あの二人はどんな顔をするか……

　しかし今日ばかりは許してほしい、なんせ人を待たせているのだ。

「さあ、いくか」

　俺は窓を開け放ち、人の目がないのを確認すると、夜の闇へと身を投げ出した。

　ちなみに言っておくがここは二階だ。

　このままだと地面に激突し、レベル３召喚術師サモナーの俺は、大ダメージを負ってしまう。

　なので、空中に四つの〝手〟を展開した。

「っと」

　俺は人差し指の上に着地し、次に中指、薬指へ。

　小指まで降りきったら、次の〝手〟の人差し指へ。

　このようにして千手による指の階段を下り、俺はなんなく地上へと降り立った。

　俺の〝手〟には、こんな使い方もあるのだ。

　村は先ほどまでのどんちゃん騒ぎが噓うそのように静まり返っていた。

　皆、明日も仕事があるのだ。

　だが俺の仕事はまさに今この時から始まる。

　俺は、人目につかないように身を隠しながら、あの場所へと向かった。




　　　　〇




「久しぶりだな」

　数時間ぶりに再会する彼は、こちらの姿を認めるなり、さああっと顔を青ざめさせた。

　フクロウの頭にクマの身体からだ、自称森の賢人、他称ブラック経営者。

　要するにオウルベアである。

『ホ!?　な、ななななんだオマエ!?　まだ何か用があるのか!?』

　なんとまあひどい驚きようである。

　別段取って食われるわけでもなかろうに。

「そんな他人行儀な……同業者同士、仲良くしようじゃないか」

『だからお前人間ではないか！』

「今はな、どういう因果か人間に転生させられてしまったが」

『て、転生……？』

　オウルベアが首を90度傾ける。

　ふむ、かつての部下以外には初めて言ったな。

　まあこいつが黒幕ってことは天地がひっくり返ってもあり得ないから構わない。

　こっちの方が話が進めやすいからな。

「そう、おかげで今は脆ぜい弱じやくな人間の身体だ」

『脆弱とは……？』

　ホー、と心底不思議そうに首を傾かしげるオウルベア。

『にわかには信じがたいが……まああれだけ内部事情に詳しいのだ、関係者ということだけは分かる』

「話が早いな、そういえばオールドボアはどこにいった？」

「ワタシならここに」

　がさりと、後ろの茂みからオールドボアが顔を出した。

「なんだいたのか、待たせてすまなかったな」

「いえいえ、どのみちワタシには残務処理が残っていますし、あと未消化の有休があるので当分はここを出られません、ねえクソフクロウ……間違えた、オウルベアさん」

『お前裏でそんな風に呼んでたのか……？』

　ホー……と露骨にショックを受けた顔のオウルベア。

　対してオールドボアはにこにこと微笑ほほえみを崩さない。

「それにしてもナルゴアさんは転生者だったんですね、なるほどそれならば前の職場という言い回しも納得です」

「悪いな、そういう事情があって、あなたを職場に紹介するにはもう少し時間がかかりそうだ。……恥ずかしながら、職場がどこにあるのかも分からない」

「ええ、いくらでも待ちますよ、まぁ立ち話もなんですから、どうぞお座りください」

『お前ウチ辞めたんだよな……？』

　オウルベアはこの際無視して、彼の御お言こと葉ばに甘えることとする。

　近くにあった手頃な切り株に腰をかけると、オウルベアもまた、近くの岩に腰をかけた。

『……それで、元同業者とやらがなんの用で』

「うん、ここはひとつ森の賢人を名乗るお前に、聞いておきたいことがあってな」

『ホウ？』

「──しじまの洞窟を知っているか？」

　その名を聞いて、オウルベアはぴくりと肩を震わせた。

『しじまの洞窟……ホホウ！　もちろん知っているとも！　なんせ嫌というほど聞かされたからな！』

「……嫌というほど、聞かされた？」

『研修の時にな！　なんでもたったの一年で攻略推奨レベルを20以上引き上げ、更には先代魔王様を討った伝説の勇者パーティを仕留めたという輝かしい功績を持つダンジョンだと！』

「ほう、それは……」

　思わずにたりと口元が緩む。

　悪い気はしない。というかむしろ良い。

　自分の元職場が褒められるのはいい気分だ。

『魔王城ほんしやから最も遠く、物資に人員、何もかも足りない尽くしの中で類を見ないほどの成功を収めたダンジョン、それがしじまの洞窟……』

「そ、そうか、実はそれは俺の……」

『──全くいい迷惑だ！』

　……ん？

『そんな成功例を作ってしまえば、上は更に予算を削るに決まっているではないか！　まったく余計なことをしてくれたものだ！』

「……あの」

『聞けば、きっかけはとある中ボスが赴任してきたことだそうではないか!?　自ら職場改善に奮闘し、便所掃除まで行ったというあの社畜……名前は忘れてしまったが』

「それ、あの……」

『ともかく、このご時世になんと古臭い中ボスがいたものだ！　恐らくしじまの洞窟の中ボスは頭が固くて、前時代的な頑固ジジイだったのだろう！』

「……」

『感化される部下も部下だ！　全くアホらしい！　今時作り話だってもっと……ホ』

　俺の〝手〟が、オウルベアの小さなフクロウ頭を指でつまんでいた。

　……危ない危ない、少し力加減を間違えばちょっとグロテスクなことになっていたぞ。

　まぁ、これからなるかもしれないが。

「頭が固くて、悪かったな」

『え……？　あ……!?　まさか……っ!?』

　先ほどまで饒じよう舌ぜつに語っていたオウルベアが、さああっと青ざめた。

　ようやく気付いたようだが、もう遅い。

「……頭の固さ、比べてみるか？」

『すみませんすみませんすみません[image: ]』

　必死で謝るオウルベアを解放したのは、それから数分後のことだ。

　では、気を取り直して。

『え、ええ……しじまの洞窟なら、知っています……ここから遥はるか東の地に……』

　ぜはぁぜはぁと息を荒くしながらオウルベアが答える。

　なるほど、東か……

「どれぐらいかかる？」

『人間の足なら最短距離で三日です……ですがその場合〝火竜の巣穴〟を通らなくてはなりません……』

「火竜の巣穴……攻略推奨レベル40オーバーの上級ダンジョンだな」

『今のナルゴアさんは人間です、穏便に通ることは不可能かと……』

「そこを避けて通るルートは？」

『山を回り込むことになるので、相当な大回りになります、十日はかかるかと』

「あまり現実的ではないな」

　モンスター時代なら多少無む茶ちやな方法で移動時間を短縮することもできたのだが……今の俺は脆弱な人間の子どもだ、おそらくこの身体の方が保もたない。

　そして三日、あまつさえ十日も家を空けてみろ。

　ティモラや両親、村の皆に心配をかけてしまう。

　リーガットは……万歳三唱で喜びそうだが。

「……仕方がない、アレを試すか」

『アレ？』

　首を傾げるオウルベアの傍かたわら、俺は地面に膝をついて手近な木の枝で地面を削り始める。

　描くのは、例によって魔法陣だ。

「召喚術師サモナーというのは、モンスターを召喚するだけの芸のない連中だと思っていたが、どうも違うらしい」

「と、言いますと」

「実際になってみれば分かることもある、何事も応用だ、……オールドボア、すまないが、俺がいない間この魔法陣を見張っててくれないか、誰にも消されないように」

「それはいいですけど、どこかに行くんですか？」

「ちょっと昔の職場にな」

「へ？」

「すぐ戻る、──反召喚アン・サモン」

　直後、俺の身体は魔法陣より溢あふれ出した光に包まれる。




　　　　〇




　──ここはしじまの洞窟第一階層、従業員食堂「ゴブリン亭」。

　普段は人で賑にぎわう食堂だが、今に至って照明は薄暗く、従業員の姿もない。

　当たり前だ。時刻はすでに真夜中、本来ならばゴブリン亭は営業時間外である。

　モンスターたちも、夜は眠るのだ。

　しかしがらんどうのゴブリン亭で、テーブルの一つを占拠する三人組の姿があった。

　地下第一階層担当、ポイズンスライム。

　地下第三階層担当、吸血コウモリ。

　そして最後が──現しじまの洞窟中ボス、千花のアルラウネである。

「──なんで私じゃなくてあの三兄弟なのよ！」

　アルラウネが声を張り上げ、空になった酒杯をダァン！　とテーブルへ叩たたきつける。

　二人はなんの反応も示さなかった。

　彼女が酔っぱらっていることはもはや明白だったからだ。

「飲みすぎだよ～アルちゃん」

　吸血コウモリは三兄弟に作らせた特製のトマト酒をちびちびと舐なめながら言った。
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　ちなみにポイズンスライムは体質的に酒がＮＧなので、この場では毒草を食はんでいる。

「なんでって……そりゃ適材適所でしょうねえ、アル姐ねえさん料理作れないでしょ」

「作れるわよ！　……サラダとか！」

「……もっとこう、男心をがっと摑つかむようなものは作れないんすか？」

「無理に決まってるじゃない！　私は植物だから火、苦手なの！」

「思いっきり不適材不適所っすね」

「ううううるっさいわね！　草ばっか食べてないでアンタも飲みなさいよ！」

「アルハラ！　アルハラっすよ姐さん！　あと何度も言ってるかもしれないっすけど自分スライムだから酒は色々ヤバいんですって！」

　ぎゃあぎゃあ喚わめき散らすアルラウネとポイズンスライム。

　吸血コウモリはそんな二人を眺めながら、トマト酒を楽しんでいた。

「でもあれだねぇ、まさか元中ボスさんが生きてるなんてねぇ、嬉うれしいよねぇ」

　吸血コウモリが間延びした声で言う。

　何を隠そう、彼女も少し酒が回り始めていたのだ。

「ホントっすよねぇ、姐さんからその話聞いたときは、とうとう中ボスさんが好きすぎて頭おかしくなったのかと」

「は!?　な、ななななに言ってんのよアンタ!?　私は別に、アイツが元上司として尊敬できる人だったから、ただそれだけで……！」

「だって姐さん、あの日中ボスさんからもらった鈴、百年経たった今でも肌身離さず持ってるんですもん、たまにそれを見つめて物思いに耽ふけってるし、さながら未亡人でぶぁっ」

　全てを言い終える前にポイズンスライムが爆散した。

　アルラウネの平手打ちが彼のゼラチン質な身体からだを粉々に弾はじき飛ばしてしまったのだ。

　吸血コウモリはグラスの中に彼の破片が入らないよう、少しだけ横にずれた。

　しばらくするとバラバラになった彼の身体が動き出して、融合し、再びポイズンスライムを形作る。

「……いきなり何するんすか！」

「あ、ああああアンタが変なこと言うからでしょ!?」

「二人とも喧けん嘩かしないでよ～」

　とは言いつつも、吸血コウモリは本気で彼女らを止めようとはしていない。

　いい具合に酒が回ってきて、あまり動きたくなかったのだ。

　二人がぎゃあぎゃあと口論を繰り広げる傍ら、彼女はグラスの中のトマト酒を飲み干して、近くのボトルを手に取ろうとした。

「手酌は出世できんぞ、注ついでやろう」

「あ、ごめんね～、わざわざ……」

　吸血コウモリは反射的にグラスを差し出し、そして固まった。

　二人も口論をやめ、まるで幽霊か何かでも見るように、ぎょっと目を丸くしている。

　それはそうだ。

　何故なぜならば吸血コウモリの隣に、何食わぬ顔で人間の少年が座っていて、そして何食わぬ顔で吸血コウモリに酌をしているのだから。

　次の瞬間、ポイズンスライムと吸血コウモリが飛びのく。

「ななな、なんだぁっ!?　に、人間の子どもぉ!?　このしじまの洞窟に!?」

「警備の満月コウモリたちは何やってるの!?　敵襲！　敵しゅ──！」

　軽いパニック状態に陥る二人であったが、アルラウネだけは違った。

「──ナルゴアぁ！」

　彼女は一目散に少年の下へと向かっていって、彼を抱きしめる。

　これには二人も目を丸くするばかりだ。

「え、ナルゴア……？　ってことは、まさか……」

　酒のせいであろう、普段よりも少し──いや、かなり大胆になったアルラウネに抱きすくめられながら、少年は頷うなずく。

「久しぶりだな、皆」

　その柔らかな微笑ほほえみを見て、二人は確信した。

　──千手のナルゴアがしじまの洞窟に帰ってきたのだと。




　　　　〇




　百年ぶりのゴブリン亭は、すっかり様変わりしてしまっていた。

　食堂は隅々まで清掃が行き届いており、ところどころからここで食事をする者たちに対しての気遣いが感じられる。

　しかしながらゴブリン亭らしい気取らなさは健在で、なんだか椅子に座っているだけで腹が減るようだ。

　なにはともあれ反召喚アン・サモンは成功した。

〝絆きずな〟を辿たどって、縁ある地へ自らを召喚する技法、召喚サモンの応用だ。

　実験的な意味合いが強かったのが、まさか一回で成功するとは嬉しい誤算である。

　それも彼女ら三人が集まっているところに……

　思わず顔が綻んでしまう。

「軍曹」

「はっ、はい!!」

　軍曹が紫色の身体をびしりと引き締める。

　この百年で彼はだいぶ若返ったようだ。

　身体は弾力に富み、ハリがあって、なおかつ生まれたてのスライムのように透き通っている。更に相当な〝毒〟も溜ため込んでいるようだ。

「新人の教育はどんな感じだ？」

「ナルゴアさんのおかげで伸び伸びやらせてもらってるっす！　従業員モンスターの数もこの百年で倍近くになり、反対に早期離職率はほぼゼロにまで下がりました！」

「そうかしこまるな、素晴らしいことじゃないか、……吸血コウモリ」

「は、はぁい！」

「随分と、その……鍛え直したようだな」

　元中間管理職としてはセクハラなどのたぐいは最も恐れるところである。

　なので、なんとか言葉を選んで発言したのだが……正解だったらしい。

　吸血コウモリは「にひひ」とはにかんだ。

「昔ナルゴアさんが作ってくれた料理……あれ食べてからなんだか調子が良くなってね！　内臓嫌いも克服できたし、最近じゃ毎日身体を鍛えてるの！　ほら！」

　吸血コウモリは構えをとり、目で追えないほどのジャブを数度、それから風を斬るような蹴りを披露する。

　一流の武道家にも負けないキレのある動き。

　青白い顔でふらふらとダンジョン内をさまよい、死にそうな声で喋しやべっていたあの頃の彼女は最も早はやどこにもいなかった。

「きゅーちゃん、どうやらナルゴアさんの料理で健康志向に目覚めちまったらしくて困ってるんすよ」

「なんで！　健康で悪いことなんてないじゃん！」

「きゅーちゃんが指揮してるのはアンデッドじゃないっすか、この前きゅーちゃんがしつこく野菜を勧めてくるって愚痴られたっすよ」

「だって皆お肉ばっかりで絶対健康によくないもん！　顔色も悪いし！」

「そりゃ死んでるんだから当たり前っすよ……」

　羽をばさばさやりながら頰ほおを膨らませる吸血コウモリと、深い溜ため息いきを吐つく軍曹。

　ややあって、

「……あの時は本当にすみませんでした、中ボスさん」

「まさか私たちのためにたった一人で立ち向かうなんて……自分が不ふ甲が斐いないよ」

「これも全て自分たちの未熟さゆえ、謝って許されることじゃないのは重々承知っす、でも……」

「謝ることではない、未熟なのは俺だ。……俺がもう少し中ボスとしてふさわしければ、しじまの洞窟を勇者パーティすら退ける大迷宮にできていたかもしれなかったのに」

「そんな！　ナルゴアさんは自分たちのために、めちゃくちゃ良くしてくれたっす！」

「そうだよ！　しじまの洞窟はこの百年で見違えるぐらいの大迷宮になった！　けどきっかけはナルゴアさんだったんだよ！」

「……ありがとうな」

　社交辞令とはいえ、その言葉は胸に沁しみた。

　まったく、かつての俺は良い部下を持ったものだ。

　まぁ、それはともかくとして……

「そろそろ放してくれないか、アルラウネ」

「……」

　アルラウネは答えず。

　俺の腰に腕を回したまま、ぴったりくっついて離れてくれない。

「あー……ナルゴアさん、悪いけどそのままにしておいてあげてくれる？　アルちゃん、だいぶ我慢してたみたいだから」

「そうなのか」

　言葉の意味は分からないが、とりあえず頷いた。

　アルラウネのやつ、日頃のストレスやらなんやら色々と溜まっていたようだな。

　酒を飲みすぎたせいか全身真っ赤になっているし、焼けるように熱いんだが。

「これ酔いが醒さめたらたいへんな事になるんだろうな……」

　とは、ポイズンスライムの言。

　やはりなんのことかは分からない。

　が、なにはともあれ。

「すまない、反召喚アン・サモンには時間制限があるゆえ、簡単に説明する」

　──かくして俺は腰にアルラウネを巻き付けたまま、事のあらましを説明し始めた。

　俺の前職場のこと、そしてあの日、勇者パーティに単身立ち向かった俺は、何故か紛れ込んでいた前職場の同僚によって不意を突かれ、殺されたこと。

　かと思えば記憶を失った状態で人間の少年に転生しており、あれから百年の時が経っていたこと。

　つい先刻、〝手〟の召喚をきっかけに記憶を取り戻したこと。

　そして今は反召喚アン・サモンによって、一時的に自らを召喚しているだけということ。

　彼らは驚きながらも、しかし俺の話を疑わなかった。

　話が早くて助かる。なんせ、ここからが本題なのだから。

「──俺は、しばらく人間の少年としてガテル村で過ごそうと思う」

「なっ!?」

　これには、アルラウネを含めた三人が一様に驚きを示していた。

「どういうことっすかナルゴアさん!?」

「せっかく記憶が戻ったのに……！」

「なんで……なんで人間のフリなんかするの!?　あなたは千手のナルゴア！　ずっとここにいればいいじゃない！　しじまの洞窟の中ボスとして！　皆があなたの帰りを──」

「だからこそ、だ」

　俺は、アルラウネの言葉を遮る。

「……気持ちは嬉しいが、未いまだに黒幕の目的も、正体さえも分からない、これを突き止めるまではお前たちを危険に晒さらすわけにはいかない」

「あなたは、また一人でそうやって抱え込んで……」

　彼女は今にも泣き出しそうな表情だ。

　……まったく驚くほどのお人よしだ。

　こんな俺のために、そんな顔をしてくれるなんて。

「俺は記憶を取り戻した、これが黒幕にとって好都合なのか不都合なのかは分からない、しかしこれを機に黒幕がなんらかのアクションを起こす可能性は否いなめないんだ」

「……だったら、だったら私が守るわよ！　何百回でも、何千回でも──！」

　アルラウネがそこまで言いかけたその矢先、俺の足元に魔法陣が現れ、俺の身体が光になり始める。

　……時間か。

「ありがとうアルラウネ、でもお前が守るのはしじまの洞窟だ、引き続き頼むぞ」

「ええ……ええ！　分かったわよ！　アンタは昔からそういう人だもの！　でも困ったらすぐに私を呼びなさい！　どんな敵だってすぐに蹴散らしてあげるんだから！」

「じ、自分も呼んでくださいっす！　微力ながら力になります！」

「私も呼んでね！　蝙蝠こうもり拳法、披露しちゃうんだから！」

「……ありがとう皆、本当に困ったら、そん時は頼らせてもらうよ……じゃあな」

　俺ははにかみながら、彼らにしばしの別れを告げる。




　　　　〇




　本当に困ったら、頼らせてもらう。

　……彼女らにはそう言ったが、きっと、そんな機会は二度とないだろう。

　というより、百年ぶりに彼女らと再会したことで決意が固まった。

　食堂を、そして彼女らの顔を見ただけでもう十分に理解したのだ。

　──しじまの洞窟は、なんの問題もなく回っている。

　百年前、自らの独断で単身勇者パーティへ戦いを挑み、敗れてしまった間抜けな中ボスのことなんて関係なく。

　ならば元中ボスの俺ができることと言えば、せめて彼女らを邪魔しないこと。

　俺を転生させた黒幕の正体を突き止め、けりをつける。

　これは俺が一人で処理すべき案件──だからもう召喚サモンは使わない。

　全身が光の粒子と化して大気に溶けるまでの僅かな間、そんなことを考えていた。




　　　　〇




　目に映る景色が一変する。

　湿った空気に土の匂い、月明かりが照らす木々、そして──

『──まどわしの森はもう終わりだぁぁぁぁ！』

　オウルベアの絶叫が耳をつんざいた。

　あまりにも突然のことだったので、びくりと肩を上下させてしまう。

「な、なんだ!?　どうした!?」

　慌てて振り返ってみれば、彼はフクロウ頭を抱えて悶もだえていた。

　まるでこの世の終わりのようなうめき声まで漏らして。

「アラクネ！　しっかりしろアラクネ！　傷は浅いぞ！」

　今度は何かと思えば、後ろの方でオールドボアが一体のモンスターを介抱していた。

　アラクネ──蜘蛛くもの下半身と女性の上半身を併せ持つ、上級モンスターである。

　……いや、正確にはほとんどが上級モンスターとされている。彼女は数少ない例外だ。

「ぼ、ボア爺じい……これ心臓までいってる……死ぬ……」

　葉っぱの上でぐったりと横たわるのは、それこそ手のひらサイズのアラクネであった。

　……胸のあたりに小さなキズがついているようだが。

「かすり傷だろう!?　血もほとんど出てないぞ！」

「マジ無理……さーせん今日はもう帰らせてもらいます、あざした」

「お前！　それが狙いか!?」

「だって遅番って肌荒れるし！　あんなのに勝てるわけねーし！」

「お前が朝早く起きれないから遅番がいいと駄だ々だをこねたのだろうが！」

　ぎゃあぎゃあと口論を始める小山のような猪いのししと、手のひらサイズの蜘蛛少女。

　そしてその後ろではオウルベアが「終わりだ終わりだ」とのたうち回っている。

　……なんとも頭の痛くなる光景、俺は一度目頭を揉もんで。

「──オウルベア!!」

『ホ!?』

　その名を叫び、まずはヤツを正気に戻す。

　そして呆気あつけにとられるオウルベアに、俺は詰め寄った。

「お前はこのまどわしの森の中ボスだろう！　それが子どものようにぎゃあぎゃあと！　一体何があった!?」

『ホ、ホウ！　なにもクソもない！　ウチのバイトがやられた！』

　そう言って、オウルベアはアラクネを指す。

「自主的に見回りをしてたら、あんなのと出くわして……マジ死ぬかと思ったし！」

「何が自主的に見回りだ！　またトイレだとか水分補給だとか抜かしてサボっていただけだろう！」

「え、なんで知ってんのボア爺、キモ……」

「全員知っとるわ!!」

「──いいから落ち着け！　いつ！　どこで！　誰が！　何に襲われた！　頼むから簡潔に教えてくれ！」

　捲まくし立てるような物言いに、アラクネは初め面食らっていたようだったが、彼女はややあってこう答える。

「──10分ぐらい前！　まどわしの森南南西の湖！　サボってたウチが！　レベルアベレージ30オーバーで、しかも魔剣持ちの勇者パーティに襲われたの！　そして勇者パーティは今まさにまどわしの森に向かって侵攻中!!」

　マジヤバいっしょ！　と最後に付け足し、アラクネは何故なぜか自慢げに胸を張った。

　俺はもう一度目頭を揉む。

　後ろの方で、オウルベアが「終わりだ終わりだ」と騒いでいた。
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　とあるエルフの遊牧民族から〝這はう者〟と呼ばれ、恐れられるモンスターがいる。

　正式名称はアルヴィーナ・ゲッコー、レベルアベレージは23。

　知能は低く、見た目はヤモリに似ている。

　しかしその巨大さとくれば、羊を頭から丸まる吞のみにできるほど。

　新米冒険者が彼をドラゴンと空目し、仲間内で笑わらい種ぐさになるのはもはや恒例だそうで。

　とにかく、それぐらいでかい。

「きしぃぃぃぃ」

　這う者が獲物を前に甲高い咆ほう哮こうをあげた。

　自らが草原における食物連鎖の頂点であると誇示する一声。

　要するに「いただきます」である。

　しかし、結果としてこれは彼の辞世の句となる。

「き」

　ずるりと音を立て、這う者が〝ズレ〟た。

　眉間から黄色い腹にかけてを一いつ閃せん──文字通りの一刀両断。

　そして夜の草原に崩れ落ちる肉の塊を眺めながら、男は叫んだ。

「──やっぱ魔剣ってサイコーだなぁ！」

　赤茶けた頭髪をつんつんに尖とがらせた青年は、心底楽しそうに言って得物にこびりついた青い血を振り払う。

　彼が手にしたその剣は、なるほど確かに魔剣であった。

　黒より黒い刀身は、おそらく今までに数えきれないほどの血を吸ってきたためだろう。

　禍まが々まがしい、その一言に尽きる。

「見ろよエルマ！　真っ二つだ！」

「うわあ！　すごいですぅジルハートぉ！」

　鼻高々の青年剣士──ジルハートに拍手を送るのは、神官風の少女エルマ。

　他に仲間と思おぼしき者の姿はない。

　どうやら剣士とヒーラーの二人パーティのようだ。

「この剣があればドラゴンだってイチコロだ！　ドラゴン、ドラゴンだぞ!?」

「そ、そしたら、いよいよリューデンブルグの一等地で私たち念願のマイホームが……」

「半年は遊んで暮らせるな！」

　その時、エルマの口端がぴくりと引きつったのを、俺は見逃さなかった。

「そ……そうですよね！　遊んで暮らせますね！　でも、その前にマイホームを……」

「ドラゴンなんて倒したらまずは昔の仲間たちを呼んで、馴な染じみの酒場で酒盛りだな！　今日は俺の奢おごりだ～なんて言っちゃったりしてさ！　皆盛り上がるぞ！」

「その、マイホーム……」

「そうと決まればまずはダンジョンで試し斬りだ！　景気づけにさくっと攻略しちまおう！　行くぞエルマ！」

「……はい！」

　魔剣を高く掲げ、意気揚々とまどわしの森へ向かうジルハート。

　そしてひどく難しい表情で彼の後ろについていくエルマ。

　──映像はここで途切れた。

「ごめん、もう魔力が限界！」

　水面に勇者パーティの映像を映し出していた水の精、ニンフが「疲れたー！」と、その場にへたり込んだ。

　俺たちはゆっくりと顔を見合わせる。

「アルヴィーナ・ゲッコーを一撃で……」

「まどわしの森に、あのヤモリよりレベルの高い人いたっけ……？」

「しかも魔剣って……ウチみたいな小規模ダンジョンの手に負える代物じゃないよ……」

　オウルベアをはじめとして、オールドボアにアラクネ、そして名前も知らない従業員モンスターが数名。

　勇者パーティの襲来という未曽有の事態に際し、急きゆう遽きよ泉のほとりに集まった彼らだが、その表情は重く沈んでいた。

　オウルベアに至っては……今にも泡を吹き出しそうだ。

『に、ニンフよ！　これでは情報が少なすぎる！　もっと頑張れ！』

「えぇー、やだぁー、遠見の術ってすっごい疲れるんだもん」

『そ、そそそそんなことを言っている場合か！　まどわしの森存続の危機なんだぞ!?』

「そうは言っても～……」

　取り乱すオウルベアにぶうたれるニンフ。

　他の部下たちはどうしていいのか戸惑うばかりだ。

　……さすがに見ていられない。

「その必要はないぞ、オウルベア」

　俺の発言を受けて、視線が一斉にこちらへ集まる。

『ホ!?　何故だ！　敵戦力を見極めることは基本中の基本で……』

「だから、今ので十分だと言っている」

『なにを血迷ったことを！　あれだけで何が分かる……』

「──男はレベル34の魔法剣士、女がレベル29……いやレベル28のヒーラーだ」

　オウルベアが、ただでさえ丸い目を更に丸くして、こちらを見た。

　他の従業員モンスターも同様だ。

『い、今の映像だけでそんなことが分かるものか！』

「分かるとも、まずヤツらはドラゴンの相場を知っている」

　算盤そろばんがあれば、もっと確実な数字が叩たたき出せるのだが、ここは暗算で失礼する。

「リューデンブルグはそれなりに栄えた港町だ、あそこの一等地に居を構えるとなれば、確かにドラゴン一体分の報酬が妥当だろう」

『なぜお前は人間の家の相場を知っているのだ!?』

「ある程度は予測で割り出せるからな、それに加えてヤツはドラゴンを倒せば半年は遊んで暮らせると言っていた、ドラゴン討伐の報酬で半年となればなかなか良い暮らしをしている。最後の決め手が太刀筋だ」

『た、太刀筋？』

「ああ、アルヴィーナ・ゲッコーは腹に毒袋を持っている、大した毒ではないが、目にかかれば失明の恐れもある、あの男は明らかに毒袋を避けて斬りつけていた、狩り慣れている証拠だ、あとは二人の立ち回りを見れば大体のレベルや職業が割り出せる」

　おお！　と声が上がった。

　従業員モンスターはともかく、オウルベア、なんでお前まで驚いた風なんだ。

　中ボスならこれぐらいちゃんと見ておけ。

「アラクネの見立てではレベルアベレージ30だったな、いい見立てだ」

「そ、そう？」

　アラクネはどこか照れ臭そうに頰ほおをかいた。

「その、仕事で褒められるなんて初めてだったから恥ずかしーっつーか……」

『そんなことはどうでもいいだろう!?　私たちの絶望的状況は変わらないのだぞ!?』

「……ちっ、空気読めしクソフクロウ」

『そのあだ名どこまで広まってるんだ!?　あ、いや！　それこそどうでもいい！　お前は知っているのか!?　ウチの攻略推奨レベルは……！』

「８、だろう？　このダンジョンの現状を見れば、大体予想がつく……あのヒーラーの女がソロで攻略できるな」

『そ、そこまで分かっているなら……！』

「──しかし相手は二人、ならばこちらにも勝機がある」

　俺の発言に、まどわしの森の面々がざわついた。

　オウルベアに至っては、クチバシをぱくぱくさせて、言葉を失っている。

『……お、お前は足し算もできないのか!?　一人よりも二人の方が強いに決まっているだろう!?』

「そういうお前は、引き算ができないようだな、必ずしも敵が多いほど厄介とも限らんのだぞ。……俺に一つ策がある」

「……ナルゴアさん、それは一体どのような？」

　オールドボアが心細そうに尋ねかけてくる。

　見ると、他の従業員モンスターたちも同様、すがるような目つきでこちらを見つめていた。

　……本来ならば、他のダンジョンについて口出しするべきではない。

　ましてや俺は中ボスを引退した身だ。

　だが、このままでは間違いなく、まどわしの森が攻略されてしまう。

　そうなればどうだ、責任者であるオウルベアはともかくとしても、何の罪もない従業員モンスターたちが犠牲になってしまう。

　ならばやるべきことは一つ。

　これは、あの時の失敗を挽ばん回かいするチャンスだ。

「オウルベア」

『な、なんだ!?』

　混乱を極め、目をキョロキョロと泳がせる彼の名を呼んだ。

　そして俺は、宣言する。

「──今からレベルアベレージ30の勇者パーティを撃退するため、先輩として少しアドバイスをしよう、部下に指示を下すのはお前だオウルベア」

『……………ホ？』

　オウルベアが素っ頓狂な声をあげて、首を傾かしげた。
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　魔法剣士ジルハートとヒーラーのエルマ。

　二人は港町リューデンブルグ出身の勇者コンビであった。

　幼くして海魔を狩り、豪傑ぞろいの船乗りたちから一目置かれていた彼らは、齢よわい20に差し掛かると同時に啓示を受け、勇者となった。

　誰が呼んだか〝暁の小舟〟。

　水すい棲せいモンスターの扱いならお手の物、船を沈めるようなクラーケンの幼体でさえ、彼らにかかればその日の内に食卓に並んでしまう。

　しかし──それゆえ彼らは〝森〟のモンスターに慣れていない。

「……なんだあれ」

　ジルハートは頭上を見上げて、訝いぶかしげに眉をひそめた。

　いざまどわしの森へ踏み込もうとしたところ、森の木々の合間を、なにやら〝光〟が飛び交っていることに気付いたのだ。

　光は薄暗く入り組んだ森を照らし、進むべき道を示してくれている。

「──ああ！　私聞いたことがあります！　カンテラバットですよ！」

「カンテラバット？　なんだそりゃ？」

「モンスターの一種です！　なんでも求愛行動で発光する性質があるとか……」

「モンスターなのか、なら先手必勝だな！」

「ま、待ってください！」

　一度剣を構えようとしたジルハートを、エルマが制した。

「カンテラバットは無害なモンスターです！　戦闘能力はありませんし、こちらを攻撃してくることもありません！　むしろ冒険者たちの間では吉兆とされているんですよ！」

「そうなのか？」

「ええ、旅人の行く先を照らしてくれる幸運の象徴です！」

「そいつはいい！　松明たいまつを持つ手間が省けた！　なんて気前のいいダンジョンだよ！」

　わはははは、と高らかに笑いながら森の中へ突き進んでいくジルハート。

　エルマもにこにこと微笑ほほえみながらこれについていって、おもむろに頭上を飛び交うカンテラバットの一匹に言った。

「神のご加護を」
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「──残念ながら、そんなものはない」

　ニンフ嬢が水面に映し出した勇者たちの映像を眺めながら、俺はほくそ笑む。

　カンテラバットが吉兆？　幸運の象徴？

　──冒険者というのは実におめでたい連中だ。

　確かにカンテラバットに戦闘能力はない。

　しかし、彼らは曲がりなりにもこのまどわしの森の従業員モンスターなのだ。

　彼らが冒険者の行く先を照らしているのは、その方が都合がいいからである。

　しかし、この意図の伝わらない者が一人。

『お、おい！　ナルゴア！　言われた通りにカンテラバットたちを差し向けたが、何故なぜわざわざヤツらを助けるような真似まねをする!?』

「……はぁ」

　深い、本当に深い溜ため息いきを吐ついた。

　こいつは……なんだ？　中ボス研修の時に寝ていたのか？

　とてもじゃないが、同じ中ボスとは思えない。

「……このダンジョンの強みはなんだ、オウルベア」

『ホホウ！　それはもちろん！　陽ひも射さしこまないぐらいに鬱うつ蒼そうと生い茂った木々！　そして侵入者の方向感覚を狂わすシャザの木に決まっている！』

「そうだな、それは外から見た俺でも分かる」

　要するにこのダンジョンの強みとは密生したシャザの木だ。

　比較的寒冷な地方に群生する針葉樹であり、人間たちの間では良質な木材として重宝されている。

　というのもこの木々、驚くほどに均一的なのだ。

　これは木材を加工する上でこの上ない特性だが、似たり寄ったりのシャザの木が等間隔で並ぶ森は、旅人を惑わす。それに夜の暗闇が合わされば、ちょっとしたものである。

　しかし──

『ならばなおさら何故！　カンテラバットを……』

「では、このダンジョンの防火設備はどうなっている？」

『ホッ……』

　途端、オウルベアの目が泳ぎ出す、やはりな。

「十中八九、なんの対策もとってはいまい、全く、森のダンジョンならば真っ先に対処するところを……怠慢だぞオウルベア」

『今それは関係ないだろう!?』

「ある、この暗がりにまどわしの森の攻略は不可能だと見切って、森の外から火を放てばどうなる？　それだけでダンジョンは壊滅だ」

『こ、このまどわしの森は人間たちにとっても有益な資源の宝庫！　それを易やす々やすと焼き払うとは……！』

「ヤツらは流れ者だ、絶対にないとは言い切れない」

「た、確かに……」

「だったらむしろ招き入れてやればいいのだ、まさか自分たちが炎にまかれる危険を冒してまで、ダンジョンを火の海にはしたくあるまい」

『なるほど！　だからカンテラバットを使ってヤツらを森の中におびき寄せたのか！』

「……まぁそれ以外にも目的はあるが」

『ホ？　それはどんな？』

「見れば分かる。──さあ勇者パーティがまどわしの森に入ったぞ！　ニンフ！」

「は、はぁい！」

　水精ニンフがびしりと敬礼のポーズを作る。

「キミは今回の計画の要の一つ、期待しているぞ！」

「あ、ありがとうございます！　頑張りまぁす！」

「よし！　聞こえるかアラクネ！　具合はどうだ！」

「……うぷ、マジ気持ち悪いんですけど、これホントに全部食べなきゃダメ……？」

　見ると、アラクネが青い顔をして山のように積まれた茹ゆで卵たまごをかじっていた。

　蜘蛛くもの腹が、ぷっくりと膨れている。

「こんなお腹なかじゃお嫁にいけないんですけど……つーかマジ吐きそ……」

「そんなことはない、キミは十分に魅力的だ、貰もらい手などいくらでもいるさ」

「……え？　もしかしてウチ、今口説かれてる？　と、とりあえず連絡先を……」

「よく分からんが、後で仕事用の連絡先を教えよう」

「ふ、フラれたんですけど!?　でもそんなつれなさも大人の男って感じでぶっちゃけタイプだし！　ウチ頑張る！」

『幸せなヤツだなお前は……』

　気合十分に卵を頰張るアラクネを見て、オウルベアが呆あきれた風に言う。

　うむ、こちらも問題はなさそうだ。

「オールドボア！　準備はどうだ！」

「ええ、ばっちりですよ、なんせワタシにはこれしか取り柄がありません、精一杯働かせてもらいます」

「……すまんな、有休消化中に」

「いいですよ、ナルゴアさんの頼みです、それに──」

　オールドボアが優しげに微笑んで言う。

「──なんだかんだ言って、まどわしの森には長いことお世話になったんです、恩返しの一つもしませんとね」

『ホ、ホウ……オールドボア、お前……』

「……ところでオウルベア、これって当然、残業手当つきますよね？」

『きゅ、休日手当もつけてやる！』

「約束ですからね」

　オールドボアが悪戯いたずらっぽく言って、それにつられるように従業員モンスターたちが笑う。

　……なんだ。オウルベアのやつ、意外と中ボスできているじゃないか。

　俺はかつてのしじまの洞窟を思い出し、頰ほおを緩ませた。

　では、気を取り直して──

「──ならば作戦開始だ！　オペレーション〝セイレーン〟！　あの勇者たちを追い払う！　オウルベア！　指示を！」

『ああ、分かった！　行くぞ！』

　その時、オウルベアの低い鳴き声が、まどわしの森に響き渡った。
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　その時、二人の勇者は、夜の森に響き渡るフクロウの声を聞いた。

　エルマが「ひっ」と短い悲鳴を漏らし、ジルハートに縋すがりつく。

「おいおいエルマ、ただのフクロウだぞ？」

「す、すみませんジルハート……！　私、どうにも暗いところが苦手で……」

「ははは、エルマは可愛かわいいなぁ、このダンジョンの攻略推奨レベル聞いただろ？　──８だぞ８！　たとえ目をつぶってたって攻略できるさ！」

　そう言って、ジルハートはエルマの頭を撫なでた。

　エルマの頰がほんのりと朱に染まる。

「それに、俺たちにはあの女からもらった魔剣があるんだ！　これさえありゃあどんなモンスターだって怖くない！」

「そ、そうですよね……！　ごめんなさい取り乱しました！」

「いいさ！　さっさとボスを倒して、こんなじめじめしたところおさらばしよう！」

　わっはっはっは、と高らかに笑いながら森の中を突き進むジルハート。

　その足取りに警戒心というものは微み塵じんも感じられない。

　それも当然、レベルアベレージ30の勇者パーティ〝暁の小舟〟にとって、本来こんな低級ダンジョンなど問題にすらならないはずだ。

　だが……

「……あれ？」

　おもむろにエルマが声をあげた。

「どうしたエルマ？」

「……見てくださいジルハート」

　そう言って、二人は一本の木の幹へ顔を寄せた。

　そこには、エルマとジルハートがこの森に入ってすぐ、迷わないようにとナイフでつけた目印が刻まれている。

「これは……」

「……入口まで戻ってきてませんか、私たち？」

「そんなバカな！」

　ジルハートは弾はじかれたようにあたりを見渡した。

　彼にはこんな光景見覚えがない、なにより入口などどこにもないではないか！

　ジルハートとエルマが顔を見合わせた。

　ホウ、ホウ、と不気味なフクロウの声だけが響き渡る。

「ぐ……偶然似たような傷がついているだけだろ、だって俺たちはまっすぐに進んできたんだ」

「ええ、まっすぐに進んできた、はずです……」

「ほらな！　じゃあ……そうだ！　これで絶対に間違わないだろ！」

　ジルハートは取り出したナイフで木の幹に新たな文様を刻む。

　今度は単なる切り傷ではない、ハートマークだ、ご丁寧にハートの中にはエルマの名前も刻まれている。

　エルマが顔を真っ赤に染めた。

「じ、ジルハート……！　恥ずかしいですよぉ！」

「ははは、でもこれで間違わないだろう？」

　二人が顔を見合わせる。

　その時だった。

　……いてぇなバカヤロウ。

　……いちゃついてんじゃねえぞコノヤロウ。

「ん？」

　ジルハートが後ろを振り返る。

　そこには、カンテラバットの光も届かない深い暗闇が横たわるのみだ。

「どうしましたジルハート？」

「いや、なんか変な声が……エルマ何か言ったか？」

「私は何も言ってませんよ？」

「そっか、じゃあ空耳だな！　さっさと進もう！」

「あ、待ってくださいよぉ！」

　わっはっは、と高らかに笑いながら森の中を突き進むジルハートと、慌ててそれについていくエルマ。

　彼らがカンテラバットに導かれながら暗闇の中へ姿を消したのち、再びホーホーとフクロウの鳴き声が響き渡って──木々が動き出した。

「ギャハハハハ[image: ]　見ろよコノヤロウ！　ケツにハート彫られてやがる！」

「ふざけんなチクショウ！　浮かれ冒険者どもめ！」

「人の職場でイチャイチャイチャイチャと……！　ボスの命令じゃなけりゃいつもみてえにあの色惚ぼけ頭をひっぱたいてるところだ！」

「バカヤロウおめーら！　駄だ弁べってねえでさっさと行くぞ！」

　動き出した木々──改め枯れ木によく似た彼らは、根っこに似た足を動かし、乱暴な口調で森の中を駆け抜けていく。

　──彼らの名はデッドツリー。

　枯れ木に擬態して樹木に紛れ、背後から不意の一撃を食らわせることを得意とした初心者殺しのモンスターだ。

　欠点は、擬態が不完全であるために正面から注視されれば正体を看破されてしまうこと。

　しかしその欠点は、この暗がりとカンテラバットの灯あかりによって完全にカバーされていた。

　彼らは冒険者たちに背を向けて擬態することによって、正面を陰にしたのだ。

「さあ走れ走れ！　配置につけ！　久しぶりの大仕事だぞ！」
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「……どうなってんだこれ？」

　二人は、いよいよ言葉を失ってしまった。

　カンテラバットに導かれるがまま、あれから十数分ほど歩いただろうか。

　彼らの目の前には再び例の目印──すなわちハートマークにエルマの名が刻まれた木の幹が。

　ジルハートとエルマが慌ててあたりを見渡す。

　しかし周りの光景に見覚えはない。

　もはや、何がなんだか分からなかった。

「どうやら、迷ってしまったようですね……」

「……」

　ジルハートに、エルマの弱気な発言を笑い飛ばすほどの余裕はなかった。

　このダンジョンの異様さを、感じ始めていたのだ。

　考えてみれば、未いまだ一体のモンスターとも出くわしていない。

　頭上を飛び回るカンテラバットもモンスターだが、行く先を照らすばかりでこちらを攻撃してくる気配はない、それがかえって不気味だ。

　フクロウの声だけが森の中に響き渡っている……

「や、休みましょうジルハート！　私、お腹空すいちゃいました！」

「そ……そうだな！　俺も腹ペコだ！　ははは！」

　二人の頭の中に〝恐怖〟の二文字がうっすらと浮かびかけたが、作り笑いで誤ご魔ま化かした。

「あ、あそこに手頃な切り株がありますよ！　休憩しましょう！」

「いいな！　さすがエルマだ！」

　エルマはカンテラバットの照らす切り株を見つけ、そそくさとそちらへ駆け寄る。

　しかし──

「えっ──き、きゃあああ!?」

　絹を裂くような悲鳴、という言葉があるが、本当に絹を裂く音がして、遅れてエルマの悲鳴が聞こえた。

　どういうわけか、切り株に近付いたエルマの衣服が見えない力で引き裂かれるように、破けてしまったのだ。

「どうしたエルマ!?」

「ふ、服が……木に引っかかって……！　きゃあっ！」

　バリッ！　とひときわ大きな音がしてエルマが転倒する。

　ジルハートは慌てて彼女を助け起こした。

「ケガはないか!?」

「ケガはありませんが、服が……！」

　エルマの服のほとんどは切り株の側そばにあった木々に引き千切られ、単なる布切れとなって枝先に引っかかっていた。

　──港町育ちの彼らは知らないが、その樹木はヒシアの木という。

　別名〝追おい剝はぎの木〟。

　無数に生えた特殊なトゲが、衣服の繊維のみを捉える。

　早い話が──服を破くことに特化した冗談のような植物だ。

「ケガがないようなら、なによりだけど……」

　ジルハートはそこまで言ってから気付いた。

　今のエルマがたいへんに扇情的な格好となってしまっていることに。

「……」

　ジルハートはごくりと唾を吞のむ。

　もちろんエルマとジルハートは恋人同士であるがゆえ、お互いに身体からだを重ねたことは少なからず、ある。

　しかし、今のエルマの様子はジルハートの劣情を過去最高に煽あおった。

　神に仕える者のみが身に纏まとうことを許される純白の聖法ほう衣え。

　これが今やほとんど服の体を成してはいない。

　更にその破れた隙間からは、普段服に隠れているエルマの青白い太ふと腿ももや、豊かな乳房が覗のぞいているではないか。

　なんとも背徳的なエロスがそこに……

　すんでのところでジルハートは我に返る。

「あ、だ、大事なかったようでなにより！　ほら！　俺の上着貸してやるよ！」

「……」

　ジルハートは慌てて自らの上着を差し出す。

　エルマはそういった行為に、普段あまり乗り気でない。

　聖職者ゆえの貞操観念の高さ、というのはもちろんあるが、そもそも生来の性欲が薄いのだ。

　こんな場面でジルハートが劣情を催していると知れば、説教を食らうことは目に見えていた。

　これはジルハートの悩みのタネでもあったのだが……

　──ふいに、ジルハートは自らの背中に熱を感じた。

　振り返るとエルマが自らの乳房をジルハートの背中に押し当てている。

「ど、どうしたんだエルマ……？」

「その……ジルハート、神に仕える身として、こんなこと……はしたないとは分かっているのですが……」

　エルマが熱っぽい瞳でジルハートを見上げる。

　上気した頰ほおに、湿った唇。

　そして熱を持った甘い吐息が、ジルハートの鼻先をくすぐった。

「身体が……熱いです」

　いつになく積極的なエルマに──ぷちん、と。

　ジルハートは自らの中で理性の千切れる音を聞いた。

「え、エルマ！」

　ジルハートはエルマの上に覆いかぶさり、切り株の上に押し倒した。

　もはや彼には何も考えられない。

　邪魔くさい魔剣や鎧よろいなどを次々と脱ぎ捨て、生まれたままの姿になる。

　エルマの法衣も、飢えた獣のように破り捨てた。

「なんだエルマ、今日は随分と積極的じゃないか！」

「わ、私だって……そういう気分になる日ぐらい……あります……」

　普段お淑しとやかなエルマの一言一句が、ジルハートの中のマグマを滾たぎらせた。

　もはやここがダンジョンのど真ん中であることなど、頭の片隅にすらない。

「ああ、なんて可愛かわいいんだ……！　愛しているよ！　俺の愛いとしの──！」

　ジルハートの頭が桃色一色に染まり、そして彼は彼女の名前を口にすることで、それを開始の合図にしようとする。

　しかし──

『愛しのミレイユ！』

　──彼の口から飛び出したのは、全く別の女性の名前であった。

「は？」

「え？」

　二人の間で燃え盛っていた炎が、一瞬で鎮火した。

　どころか急激に温度が下がっていく。

　ジルハートの顔面にはどろりとした脂汗が滲にじみ。

　反対にエルマは全てを凍り付かせるような、絶対零度の視線をジルハートへ送っていた。

「あ、いや、今のは、俺じゃ……」

「──誰？　ミレイユって」

「あの、だから俺じゃ……」

「誰？」

　──さてそんな彼らの様子をヒシアの木の上から見つめる一羽のフクロウの姿があった。

　彼の名はやまびこフクロウ。

　声帯模写を得意とする、たいへん器用な従業員モンスターである。




　　　　〇




　水精ニンフ。

　美しい女性の姿をとったモンスターだ。

　彼女らは他の妖精族に漏れず、高い魔力を有することで知られている。

　水面を用いた遠見の術や幻惑魔法などを得意とするが、彼女らを語る上で外せないのが──女性の性欲を操ること、である。

　使いどころの難しい能力だが、しかるべき場面で使えばこれ以上に恐ろしい能力はない。

　男を知らぬ生娘やお堅い聖職者や──神に仕える勇者でさえも。

　女である以上、彼女の能力からは逃れられないのだ。

「──ニンフ、勇者たちの調子はどうだ？」

　俺は口元にあてた音鳴り貝からニンフへの通信を図る。

　貝殻を耳元にあてがうと、ニンフの荒い吐息が聞こえてきた。

『すっごい（殺気）出てる……』

「すまない、もう少し具体的に頼む」

『濃いの（鮮血）いっぱい出てる……』

「イマイチ要領を得んな」

　しかしまぁ彼女の上ずった声音や、音鳴り貝が先ほどから拾っている何かを殴打するような音を聞く限り、上手うまくいったということだろう。

　二人が恋人同士であることを逆手に取った勇者パーティの攪かく乱らん。

　魔性の歌声で男を誘惑し、数多あまたの舟を沈める妖女セイレーンの名前からとった作戦。

　──オペレーション〝セイレーン〟。

　その第一段階はクリアである。

「畳みかけるぞ！　オウルベア！」

『あ、ああ！』

　再びオウルベアが低い声で鳴き、次なる指示をまどわしの森へ響かせた──
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「わ、私ジルハート・コウルは……神の御名に誓って……浮気などしておりません……」

　爽やかな二枚目顔はどこへやら。

　顔面をぼこぼこに腫らした全裸のジルハートが、蚊の羽音のようにか細い声で言った。

　これに対して片方の手で彼の首を絞め、もう片方の手で握り拳を作った──これまた全裸のエルマは「あ？」と彼を睨にらみつける。

「なんやジブンふざけとるんちゃうんか？　ほれ言うてみい、浮気してたやろ？」

　先ほどまでの虫も殺さなそうな聖女はどこへやら。

　そこにはやたらドスの利いた声でジルハートの心胆を寒からしめる、殺気に満ちた女性の姿があった。

「して……ません……」

「そんなこと言ってジブン、この前の飲み会にもギルドの受付嬢呼んでたやろ、おん？」

「何故なぜ……それを……」

　バキィッ！　と凄すさまじい音を立てて、ジルハートの顔面に拳が叩たたき込まれる。

　これには擬態中のデッドツリーたちでさえ、思わず「うわ……」と声を漏らしたほどだ。

　ジルハートが力なく地べたに横たわった。

「アンタみたいな甲か斐い性しようなしと付き合ったウチがアホやったわ、あーあ、リューデンブルグに戻って、もっとエエ男探すのもアリかもなぁ」

　最後にぺっと唾を吐き捨て、エルマは踵きびすを返す。

　すたすたと遠ざかっていく彼女の後姿──ジルハートは彼女の名を叫んだ。

「ま、待ってくれエルマ!!」

「……なんやまだどつかれ足らんのかい」

「ヒッ……！　ち、違う！　これを見てほしいんだ！」

　ジルハートは自らが脱ぎ捨てた衣服の中から、慌ててある物を取り出した。

　それは一枚の紙である。

「あぁん？　なんやしょーもないもんやったら今度こそ殴り倒したるからな……」

　エルマはこれをひったくって、まじまじと見つめる。

　するとどうだ、般はん若にやの形相が一転、驚きよう愕がくの表情に変わったではないか。

「こ、これは……家の権利書……？　それもリューデンブルグの一等地の!?」

「そうさ……驚かせようと思ってたんだけど、まさかこんなタイミングで渡す羽目になるなんてな」

「ど、どうして!?　私の前じゃ、そんな素振り少しも……」

「……これと一緒に渡そうと思ってたからさ」

　そう言ってジルハートはエルマの前に跪ひざまずき、そして握り込んできたソレを彼女の左手の薬指へとはめる。

　エルマが息を吞んだ。

　何故ならばそれは、希少金属ミスリルから作られた──結婚指輪であったからだ。

「……昔、小さい頃に裏通りで約束しただろう？　二人で金持ちになってリューデンブルグの一等地に家を建てる、そしたら結婚しようってさ」

「ジルハート、あなたは……！」

　エルマが両手で口元を押さえ、ぼろぼろと大粒の涙を流し始めた。

　ジルハートはボコボコの顔ではにかみ、そして彼女を抱き留めようと両手を大きく広げた──その時である。

「……あれ？　魔剣は？」

「え？」

　おもむろにエルマが言って、ジルハートは足元に視線を落とした。

　ない、どこにも、さっきまでそこにあったはずなのに──

「……あ!?」

「ど、どうしたのジルハート!?」

「魔剣が歩いてる!?」

　ジルハートが叫び、咄とつ嗟さにエルマも振り返る。

　見ると、どういうわけか、魔剣から足が生えて森の奥へと逃げていくところが見えるではないか！

　……いや、違う！　足が生えているのではない！

　小さな虫のような何かが、群れを成して魔剣を運んでいるのだ！

「ア、ヤベ、ミツカッタ」「ハヤクハコベ」「コレオモイ」「クサイ」「オナカスイタ」

　口々に好き勝手なことを言いながらも、わっせわっせと魔剣を運ぶ彼ら。

　名前はそのままハコビアリ。

　昆虫モンスターの一種で、普通のアリをそのまま三倍の大きさにしたような見た目だ。

　群れごとに独特の収集癖を持ち、光物ばかりを集める群れや、人間が使う食器を好んで集める群れもいるのだそうな。

「ま、待てこのアリども！　俺の魔剣を……！」

　ジルハートが慌ててその場から駆け出そうとする。

　その時──突如、森が暗闇に包まれた。

「え？」

　ジルハートが、エルマが、揃そろって素っ頓狂な声をあげる。

　カンテラバットたちが一斉に発光を中断したのだ。

　突如訪れた完全なる無明──これは彼らの思考を数秒の間、完全に停止させる。

　その隙を突いて、彼らを取り囲むデッドツリーたちが一斉に動き出し、道を作った。

　前方数十メートル、そして後方数メートルに亘わたる一直線のレーン。

　この道の先には、木々の間に張り巡らされた巨大な蜘蛛くもの巣をパチンコ代わりにして、ぶるると鼻を鳴らす巨大な白毛の猪いのししの姿が──

「──せっかくだから花道は飾ってやろう、ここがお前たちのウエディングロードだ」

　暗闇の中、どこからともなく聞こえてくる少年の声。

　そして次の瞬間、白毛の猪が猛烈なスタートダッシュを切った。

　しなる木々の勢いもプラスされ、それはさながら大砲のごとし、である。

「なっ、ちょっ……何の音!?」

「なにか近付いてくるぞ!?」

　ジルハートとエルマは反射的に防御の姿勢をとるが、無意味だ。

　なんせ彼らは互いに全裸、身を守る鎧よろいも、聖法ほう衣えも、まして武器もなし。

　かつカンテラバットの灯あかりに頼り切っていたばかりに暗闇に目が慣れていない。

　そんな状態でたっぷり助走をつけたオールドボアを受け止めきれるはずもなく……

　──ドッ！　という鈍い音とともに、彼らはまとめて宙を舞った。

「うおおおおおおおおおっ!?」

「きゃあああああああっ!?」

　放物線を描いて飛んで行った彼らは、まどわしの森から強制的に退場させられ、ゆっくりと落下していく。

　その先に地面はなく、あるのは巨大な湖──

「ぶっ！」

　ばしゃあああんっ、と天まで届かんばかりの水柱を立てて、二艘そうの小舟は暁に沈んだ。
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　──ぶはぁっ!?　なんだ今の!?　無事かエルマ!?

　──大丈夫ですジルハート！　指輪も無事です！

　──よし！　……ってああああああ!?

　──どうしたんですかジルハート……って権利書っ！　家の権利書がずぶ濡ぬれに!?

　──いやセーフだセーフ！　破けてない！　そーっと！　そーっと持て！

　──乾かしましょう！　乾かしましょうジルハート!!

　ずぶ濡れになった二人の勇者カップルが、なにやら珍妙な体勢で岸に這はい上る。

　そして、もはや森には目もくれなかった。

　全身から水を滴らせながら、二人揃ってどこかへ走り去っていってしまったのだ。

　その後姿はどことなく幸せそうで。

　東の空から昇る朝あさ陽ひを受け、エルマの左手薬指にはめられたミスリルの指輪が、きらりと光を返した。

「やった……」

　静寂の中、誰かが嚙かみ締しめるように言った。

　これにより皆は少しずつ正気を取り戻し始め、そして──爆発する。

「──やったああああああああああああ[image: ]」

「倒しちゃった！　マジでレベルアベレージ30の勇者パーティを倒しちゃった！」

「まさかこんな弱小ダンジョンが、中堅勇者パーティを撃退するだなんて！」

　従業員モンスターたちの歓喜の叫びが、まどわしの森に轟とどろく。

　中には手を取り合って、涙を流す者さえ見受けられた。

　オウルベアに至っては、まるで魂でも抜かれたかのようにポカンと突っ立っていて……ああ、とうとう泣き出してしまった。

『ホ、ホウ……まさか、本当に……』

「なんですかクソフクロウ、泣いているのですか？」

　オールドボアがにやにや笑いながら指摘し、これを受けてオウルベアは熊の腕で慌てて顔をぬぐった。

『な、泣いてなどいるものか！　少し驚いただけだ！』

「ええ確かに、まさかただ一人の犠牲も出さず、勇者パーティを退けてしまうなんて」

　糸を出し切って幾分かスリムになってしまったものの、無邪気にはしゃぎ回るアラクネ。

　自分たちの勝利が未いまだ信じられないのか、頰ほおを赤く染めて、虚空を見つめるニンフ。

　カンテラバットにデッドツリー、やまびこフクロウにハコビアリ……

「それもこれもあなたのおかげです、ナルゴアさん」

「俺は元同業者として意見を述べたまでだ、指示を出したのはオウルベアで動いたのはその部下たち、これは全てお前たちの功績だよ」

「この期に及んで謙遜ですか、まったく凄まじい人です」

　オールドボアは柔らかに微笑ほほえみ、そして。

「──すみませんナルゴアさん、せっかくお誘いいただいたのに申し訳ないのですが、ワタシはもうしばらくまどわしの森に残ろうと思います」

『ホ!?』

　突然の申し出に、側そばから話を聞いていたオウルベアが目を剝むいた。

「……ほう？　それは何故か？」

「分かっているでしょうに、こんなポンコツ上司残して出ていけませんよ」

『ぽ、ポンコツ……』

　ポンコツ上司改めオウルベアが露骨にしょんぼりしているが……むしろそれぐらいの評価で済んでよかったな。

「ナルゴアさんは、こんな弱小ダンジョンにも未来はあるのだと教えてくれました。となれば、彼一人に任せるのは不安です」

「……本当にそれでいいのか？」

　オールドボアが深く頷うなずく。

　彼の老いた眼めには一点の曇りもなく、確かな意志の強さを感じさせる。

　……どうやら勧誘に失敗してしまったようだ。

『オールドボア……お前……！』

「お前には勿もつ体たいない部下だオウルベア、……ボーナスも弾んでやれよ、油断したらすぐにでも引き抜きにくるからな」

『わ、分かっている……！　分かっている……！』

　大の大人が、声をあげて泣き出してしまった。

　ほら、泣くなみっともない、部下にまで笑われているぞ。

　──まぁなにはともあれ、これにて一件落着だ。

　まどわしの森は中堅勇者パーティを退けた、俺が〝千手〟や召喚サモンを使わずとも、彼らだけの力で。

　そして俺もまた、彼女らに頼らず。

「大丈夫……問題ない、俺は一人でも……」

　自らに言い聞かせるよう、誰にも聞こえない声で繰り返す。

　不意に足元がふらついた。

　……反召喚アン・サモンの影響だ。

　さすがに人の身体からだで無む茶ちやをし過ぎてしまったらしい。だが、彼らには気取られなかった。

　大丈夫、問題ない……

「ナルゴアサン」

　後ろから声をかけられる。

　俺は努めて疲れの色を見せないよう、振り返った。

　そこには、勇者ジルハートから奪取した魔剣を掲げるハコビアリたちの姿が。

「……おお、さっきはご苦労だったな」

「ハコンダダケ」「コレドウスル？」「オモイ」「オナカスイタ」

「はは、すまなかったな、もちろんこれはまどわしの森の戦利品だ、そのまま使うなり、売り払って資金源にするなり……」

　言いながら、ハコビアリたちから魔剣を受け取る。

　その瞬間──

「なっ!?」

　ごうっ、と音が立って、あっという間に魔剣が燃え尽きてしまった。

　──いや、違う、剣そのものが炎へと変わって、跡形もなく消えてしまったのだ！

『ど、どうした!?　何があった!?』

「ナルゴアさん大丈夫ですか!?」

　オウルベアとオールドボアが慌ててこちらに駆け寄ってくる。

「あ、ああ、問題ない……」

　強がりではない、あれだけの火炎が手の内で上がったにも拘かかわらず、火傷やけどの一つすら残らなかったのだ。

　ふと、ジルハートの言葉を思い出す。

　──俺たちにはあの女からもらった魔剣があるんだ！

　考えてみればおかしな話である。

　ナイトウォーカーの出現、そしてそこから間髪入れず、こんなド田舎でレベルアベレージ30の勇者パーティの襲撃。

　こんな珍事が、俺が記憶を取り戻したその日の内に二度、立て続けに起こるなど。

「あの女……知恵の炎……まさか」

　俺の脳裏をある女性の顔がよぎり、そして一連の騒動が微かすかに繫つながった。

　もしもこの仮説が正しいのだとすれば、全ての黒幕は……

「しかし、なんのために彼女が……」

　黒幕の正体には見当がついた、しかし依然その目的は不明……

　ずきん、と頭が痛む。反召喚アン・サモンの消耗がまだ残っているのだ。

　駄目だ、これ以上は隠し通せそうにない……

「すまん、もうそろそろ俺も眠い、邪魔したな」

『だ、大丈夫なのか？』

「大丈夫だとも」

　俺は彼らに微笑みかけて、まどわしの森を後にする。

　そしてたった一人、白んだ空の下を歩いた。

「大丈夫……俺は一人でも大丈夫だ……」

　これぐらいで弱音を吐いてたまるか、俺は全部一人で片付けなくてはならないのだ。

　だって俺は──もう中ボスさんじゃないのだから。
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　──そんな彼の様子を、リンゴをかじりながら愛いとおしげに眺める女性の姿がある。

「ああ、センパイ……その疲れ切った顔も素敵です……」

　彼女は恍こう惚こつとして呟つぶやく。

　頰は赤らみ、吐息は熱をもって、いかにもうっとりとした表情だ。

　そして彼女はしみじみと思う。

　これでこそ彼が記憶を取り戻すまで待った甲斐かいがあると。

　これでこそナイトウォーカーをけしかけ、勇者パーティ〝暁の小舟〟をそそのかした甲斐があると。

　たとえ人の姿をとっていたとしても、かの魂の気高さは隠せようはずもない。

　やはり彼は独りでこそ輝く。

　その他の有象無象など彼の輝きを曇らせる不純物に過ぎない。

　孤高という言葉は、きっと彼のために作られたのだ──と。

「さぁ、後はどのタイミングで種明かしをするかですね、なんせ百年ぶりの再会……ドラマチックに、劇的に……」

　彼女はまるでこれから生まれて初めての告白をするいたいけな少女のように、そわそわと落ち着きのない様子だ。

　しかし──

「おいオマエ！　話が違うぞ!?」

「……はぁ」

　背後から聞こえてくる少年の声に、彼女はあからさまにげんなりとした顔を晒さらした。

　声の主は──肩を怒らせ、両目を血走らせたリーガットである。

「……なんですか、話って」

「とぼけんな！　ナルゴアのヤツをまどわしの森に捨てれば、てぃ、ティモラちゃんが俺に振り向くような褒美をくれるって話だっただろ!?」

「ああ、そんな話もしましたっけ……」

「お、おい！　いい加減にしろよ!?　これはけーやく違反だぞ!?　ふざけんなよ、モンスターごときが！」

「……」

　ぴくりと、彼女の肩が跳ねる。

　そこで初めて彼女は重い腰を動かし、手に持ったリンゴの芯を握りつぶした。

　するとどうだろう。

　まるで手品のように、握りつぶされたリンゴの芯が炎に包まれ、一本の剣に変わってしまったのだ。

　白より白い純白、装飾を凝らされたソレは、まるで一個の芸術品のようでもある。

　幼いリーガットにも理解できた、それが途と轍てつもなく素晴らしい何かであると。

「そ、それは!?」

「かつて魔王を打ち倒したとある勇者が使っていたとされる名もなき聖剣です、これを差し上げましょう」

　がらぁんと、聖剣が地面に落ちる。

　リーガットはすかさずこれに駆け寄って、犬のように這はいつくばる。

　まるで誰かに盗とられることを恐れるかのように。

「俺の、俺のだ！　俺の聖剣だ！　これで俺も、ティモラちゃんに……！」

　リーガットが剣を拾い、そしてこれを構える。

　聖剣は荘厳なる神性の光をもって新たな使い手の誕生を祝い──そしてその直後、聖剣より溢あふれ出したどす黒い泥のようなものがリーガットに覆いかぶさった。

「え、なっ……う、うわあああああああああ!?」

　リーガットは咄とつ嗟さに聖剣を捨てようとしたが、無駄だった。

　泥はあっという間にリーガットの全身を覆いつくし、身体の内側へ沁しみ込んでいく。

　リーガットが苦痛に耐えきれず、地べたに蹲うずくまる。

　彼女は、もはやリーガットのことなど見てすらいなかった。

「そうそう、その聖剣は呪われています。かの勇者の怨念がべっとりこびりついていますので、ただの人間が持つとたちまち自我を食いつくされてしまうでしょう」

「あ……が……騙だました……な……！」

「騙す？　なんと人聞きの悪い、人の話を最後まで聞かないのが悪いのです」

　女は新たなリンゴを取り出し、しゃくりとひと齧かじり。

「ああ、ナルゴアセンパイ、待っててくださいね、もうすぐ、もうすぐです……」

　リーガットの絶叫がこだまする。

　しかし、これに気付いた者は誰一人いなかった。
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「ナルゴア、あなたは勇者の生まれ変わりなの」

　まどわしの森での騒動から一夜明け。

　眠い目をこすりながら食卓についてみると、母は開口一番俺にそう告げた。

　危うく、石のように硬い黒パンを喉に詰まらせるところだった。

「……今なんと」

「あなたは勇者の生まれ変わりなの」

　どうやら疲れのあまり聞き間違えたわけではないらしい。

　なんらかの冗談という線も疑ったが、母の、そして隣に並ぶ父の真剣な表情を見る限り、本気であった。

　俺が勇者の生まれ変わり？　もちろん違う、俺は中ボスの生まれ変わりだ。

　だが、どういうわけか彼らは俺が勇者の生まれ変わりであると主張し、そして信じきっている。

「今思えば、俺と母さんが同時にお前の名前を思いついたのは、本当に天からのお告げだったのだろうな」

「ええ、ナルゴアという名……改めて考えてみると、確かに高貴な響きを感じるわ」

「おそらくはかつての勇者が我が子に名付けようとした名前なのだろう、しかし叶かなわなかった、だから私たちへとその名を託したのだ……」

「ああ、勇者というのはなんと因果な……」

　よよよ、と泣き出した母、それを慰める父。

　彼らの妄想は加速度的に広がっていく。

　……さすがに看過できなかった。

「……すまない、一体なにがどうして俺が勇者の生まれ変わりなのか」

「ああ、ナルゴアにはまだ言ってなかったわね、予言があったのよ」

「予言……？」

「ああ、ナルゴアが生まれるよりも前、この村に立ち寄ったさるお方がな、ガテル村で勇者の転生が成ると、そう告げてきたんだ」

「半信半疑だったけど、あんなの見せられたら信じるしかないわよね」

「ああ、10かそこらで竜を滅ぼし、なおかつモンスターの三体同時召喚まで……常人になせる技ではない」

「まさか私たちの子どもが……いえ、これは光栄なことなのよね」

「ああ、とても光栄なことだ」

　しまった、と内心苦い顔をする。だが後の祭りだ。

　まさかそんなはた迷惑な予言を残していったペテン師がいたなんて、分かるものか。

　この場合、どうするのが正解だ？　どうすればこの愉快な誤解が解消される？

　咄嗟に思考を張り巡らせる──と、父は何を勘違いしたのかにこりと微笑ほほえみかけてきた。

「ああ、そんな難しい顔をするな、俺たちはお前を笑顔で祝福するぞ」

「祝福……とは？」

「もちろん、悪あしき魔王を討つ遥はるかなる旅路の門出を、だ」

　開いた口が塞がらない、とはまさにこのことだった。

　魔王を討つ？　この俺が？

　バカな、前魔王が倒れ、それに伴った異動があったとはいえ、前の職場の直属上司だぞ？　そんな恐れ多いこと、誰が……

「当然、ガテル村一同お前を笑顔で送り出すつもりだ」

「ちょ、ちょっと待て、俺は……」

「家を出てみなさい、皆があなたを待っているわ」

　母が、まるで慈しむように優しげな口調で言った。

　全身を得体のしれない悪寒が走る。

「まさか……！」

　俺は咄嗟に椅子から飛び降り、外へと続く扉を開け放つ。

　──信じがたい光景が広がっていた。

　村人たちが総出で、慌ただしく準備を進めているのだ。

　なんの準備か？　決まっている！　俺を勇者として、村から送り出す準備だ──！

「おお、我らの勇者サマじゃないか！」

「お目覚めか！　でも少し早かったな！　まだネルコ豚の丸焼きは焼き上がらないぜ！」

「勇者サマ……これはワシが作ったお守りじゃ、ご武運を祈っておるよ……」

「万歳！　勇者ナルゴア様万歳！」

　村人たちの万歳三唱を聞きながら、俺は呆ほうけたように立ち尽くすばかりだ。

　泣き虫のナルゴアが一夜明けて勇者サマ。

　悪夢、これは悪夢だ……

「おお、ナルゴア君！　調子はどうじゃ！」

　聞き覚えのある声がしたので振り返ってみれば──上半身裸で、岩のような筋肉をこれでもかと見せつけるルドア村長の姿があった。

　彼の隣には、その孫であるリーガットの姿もある。

「ルドア爺じいさん、これは一体……」

「ふむ、まだ状況が受け入れられないと見える。まぁ無理もない、ある日突然、自分が勇者の生まれ変わりなど……」

　違う！　と声を大にして叫びたかったが、彼の口調は有無を言わせぬものだった。

「いいかナルゴア！　おぬしは魔王を打ち倒し、世界に平和をもたらす存在なのじゃ！　若い時分のワシとリコッタのように！　冒険の旅に出なくてはならぬ！」

「い、いや、だから俺は……！」

「いい！　みなまで言うな！　大きな使命には葛藤がつきもの！　だからワシらにできるのは、おぬしの背中を全力で押してやることじゃ！」

　やめろ！　そのまま俺を勘違いの谷底に突き落とす気か!?

「ほら、リーガットもおぬしを祝福しているぞ！」

「そんなバカな……」

　彼は俺が憎くてたまらないはず、僻ひがみこそすれ、祝福の言葉なんて……

「……オメデトウ、ナルゴア」

「え？」

　俺は咄嗟にリーガットを見やる。

　彼はなんだか心ここに在らず、といった感じで虚空を見つめていた。

　なんだろう、どことなく生気がないように見えるが、気のせいか……？

「まぁともかく！　今日は宴うたげじゃ！　遥かなる旅路への門出じゃ！　ナルゴア、楽しみにしておれよ！」

　がっはっは、と豪快な笑い声をあげながらその場を後にするルドア爺さんと、少し遅れてそれについていくリーガット。

　取り残された俺は助けを求めるようにあたりを見渡した。

　誰も彼もが、俺を「勇者サマ」として見ている。

　生暖かい視線から逃れるように目を走らせていると、ふと彼女の姿を視界に捉えた。

　泣き虫のナルゴアの幼おさな馴な染じみにして、唯一の理解者。

　ティモラ・レイアート──

「──すまないティモラ！　ちょっとついてきてくれ！」

「は、え……!?」

　俺は半ば無理やりにティモラの手をとって、人ごみから抜け出す。

　更に何かを勘違いした村人たちがひゅーひゅーと口笛を鳴らしているが、関係ない。

　一刻も早く、ここから抜け出したかった。

　もうたくさんだ、付き合いきれない、茶番はこれでおしまいにしよう。




　　　　〇




　村から少し離れた場所にある川のほとり。

　ここはほとんど人ひと気けがない上、モンスターも滅多に現れないということで、年端もいかない二人の子どもが密会を行う場所としてはうってつけだ。

　俺は川のせせらぎに心を落ち着かせながら、言った。

「ティモラ、俺は勇者の生まれ変わりなどではない」

「そうなの？」

　ティモラはきょとんとした表情だ。

　この反応……やはりティモラも「ナルゴア勇者の生まれ変わり説」を聞かされたらしい。

　いや、というよりすでに村民全員に知れ渡っているのだろう。

　頭の痛いことだ。

「……皆には悪いが、それが事実だ」

「うーん、私にはよく分からないけど、ナルゴア君が言うんならそうなんだろうね」

　そう言ってティモラははにかんだ。

　屈託のない笑顔に、俺はほっと胸をなでおろす。

　……皆がそれぐらい素直ならば楽なのだがな。

「いずれにせよ、大人たちは完全に俺が勇者の生まれ変わりだと信じ切ってしまっている、このままでは遥かなる旅路とやらのために村から追い出されるのも時間の問題だ」

「……ナルゴア君、ガテル村から出て行っちゃうの？」

「不本意ながら、な」

　見ると、ティモラは今にも泣き出しそうな表情だ。

　しかし彼女は、すんでのところで堪こらえて、再び向日葵ひまわりのようにはにかむ。

「……仕方ないこと、なんだよね、私はナルゴア君の幼馴染だから応援するよ」

「幼馴染……ああ、思えばこの十年間、色んなことがあった」

　人間として過ごした十年の記憶が、次々と頭の中を駆け抜けていく。

「母さんが病気になった時、二人でこっそり村を抜け出してサフリの葉を採りにいったことがあったな」

「あの後、こっぴどく[image: ]られたね」

「リーガットのヤツからかばってくれたこともあったな」

「今じゃ立場が逆なんだもん、私がナルゴア君に助けてもらってばっかり」

「村の中までスライムに追い回された時は、生きた心地がしなかったな」

「大人たちが面白がって、なかなか助けてくれないんだから！」

　俺とティモラはお互いに顔を見合わせて、ぷっと噴き出した。

　この十年、本当に色々なことがあった。だが、それも今日で終わりだ。

「……最後にキミと話せてよかったよ、ティモラ」

「もう、行っちゃうの……？」

「ようやく覚悟が決まったからな──最後にキミにこれを渡す覚悟が」

　俺はそう言って懐からある物を取り出し、それを、そのままティモラへ差し出した。

「え、これ……」

　俺の差し出したソレは、宝石の埋め込まれた──指輪である。

「ティモラには色々と世話になったからな、ささやかだが、俺からのプレゼントだ」

「嬉うれしい……嬉しいよ！　ナルゴア君！」

　ティモラは無邪気に笑って、これを受け取った。

　ともすれば泣き出してしまいそうなくらいに感極まっている。

　気に入ってもらえたようでなによりだ。

「大したものではないが、つけてみてくれ」

「うん！　本当にありがとうナルゴア君！　私、ナルゴア君のこと忘れないから……！」

　ティモラが早速、これを指に通そうとする。

　しかし──

「……あれ？　ナルゴア君、このリング、なんか形がおかしいよ？　なあに、これ？」

　どうやら彼女は上手うまく指輪を通すことができないらしく、苦笑している。

　ああ、残念だ。

　──やはりお前には、その指輪が見えているのだな。

「それは、かつての時代、傲慢極まる神々を戒め、離れゆく天と地を繫つなぎとめたとされる神話の鎖──その欠片かけらだ」

「……え？」

　ティモラが、まるで凍りついたように動きを止めた。

　俺はその隙をついて四つの手を召喚し、構える。

「な、ナルゴア君？　はは、どういうこと……」

「白々しいぞ貴様、お前はあの時もこの鎖が見えていたな」

　──それは、まどわしの森で俺が記憶を取り戻した昨晩のこと。

　俺の召喚サモンした手が神話の鎖から解き放たれたその時、彼女は悲鳴をあげた。オウルベアにはソレが一切見えていなかったにも拘かかわらずだ。

　高すぎる神性により、常人には見ることすら叶かなわない、この鎖を。

　油断したなティモラ・レイアート──いや、黒幕よ。

「もうたくさんだ、こんな茶番はさっさと終わらせてしまおう」

　ごうっと音を立てて、巨大な握り拳が彼女へと襲いかかる。

　凄すさまじい衝撃が一帯を駆け抜け、そして、

「……あーあ、普通あの場面でそんなところにまで気が回りますか？　やっぱりセンパイの用心深さは筋金入りですね」

　俺の拳は当然のごとく受け止められた。

　ティモラの皮を被かぶった何者かが、にたりと口元を歪ゆがめる。

　ついに正体を現したな、階層守護者キーパーよ──




　　　　〇




「えーと……これはＰＤＣＡサイクルで言うとどのへんなんでしたっけ？」

　どろり、とティモラの顔が溶け出した。

　いや、顔だけではない、衣服も含めた全身が熱された蠟ろうのごとく。

　十年来の幼馴染、ティモラ・レイアートの皮が溶け落ちる──

「確かＰがPlanだから……Ｐ？　じゃあ次はDoかな？　行動あるのみ？」

　どこかとぼけた口調とともに彼女の中身があらわとなる。

　──それは下半身が蛇の、年端もいかない少女であった。
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　艶なまめかしい蛇体を華美な装飾品で飾っているものの、反対に上半身の布面積は極端に少ない。ともすれば南方の踊り子のようにも見える。

　しかしなによりも目を引くのは、彼女の頭上に浮かび上がった光輪。

　それは彼女の出自を表す、なによりの証あかしであった。

「……違う、ＣのCheck（評価）だ」

「そ、そっか、まぁセンパイに聞かなくても知ってましたけどね、じゃあ次はAction……ん？　やっぱり行動あるのみ？」

　彼女は何やらアホなことを呟つぶやきながら首を傾かしげる。

　──遥はるか昔、階層守護者キーパー時代の話、短い間だが一度、不出来な部下の教育を任されたことがあった。

　おっちょこちょいで要領が悪く、敬語もマトモに使えない。

　しかし誰よりも狡こう猾かつで、才能に溢あふれた彼女。

　蛇女ラミア種ではない、そんな生易しいものではない。

　彼女は原罪──神に背き、人に知恵を与えたとされる楽園の蛇──その子孫。

〝世界の柱〟第十七階層の階層守護者キーパー。

　レベル94、名を〝誘惑のルシエラ〟──

「なにはともあれ、約束通り、一番近くからず[image: ][image: ]っと見ていましたよ、センパイ♥」

　ルシエラが舌をちろりと覗のぞかせて、悪戯いたずらっぽく笑う。

　手加減したとはいえ、やはり階層守護者キーパーだ。

　俺の〝手〟の一撃を受けても、ダメージがほとんど通っていない。

「でもまさかこんなに早く気付かれちゃうなんて、自信なくしちゃうなぁ」

「……ティモラが黒幕であることはもっと早い段階から気が付いていた、目的が分からなかったので泳がせておいただけだ、さすがに痺しびれが切れてしまったが」

「追い打ちですか？　センパイは相変わらず意地が悪いです」

「そういうお前は昔から相手を侮りすぎだ、神話の鎖の一件だけではない、知恵の炎に出自不明の魔剣、そしてこの回りくどいやり口……ここまで材料が揃そろえば誰でも分かる」

「分かってませんねセンパイ、こういう謎解きはヒントを出すことに意味があるんじゃないですか」

　ちっちっち、とルシエラ、その人を小馬鹿にしたような態度も相変わらずだ。

　だが、今はそんなことよりも──

「──何故なぜ、俺を殺した？」

「あ、とうとうそれ聞いちゃいます？」

「いいから、答えろ」

「いやん、そんなに怖い目しないでくださいよセンパイ、ボクはただセンパイを解放してあげようとしただけなんですから」

「解放……だと？」

「ええ、煩わしい中ボスの役割からね」

　煩わしい、中ボスの役割。

　その物言いに、かあっと頭に血が上るのを感じる。

「いつ、誰がそんなことを頼んだ!?」

「ボクが、自分で、そうしなきゃって思ったんです、指示待ち人間になるなっていうのはセンパイの教えじゃないですか」

「何故そんな真似まねを……！」

「何故？　それこそ分かり切っているでしょう？　センパイに中ボスなんて似合いませんよ、センパイは魔王になる器です」

「……なんだと？」

　あまりにも突拍子のない発言に、俺は二の句が継げない。

　俺が、魔王の器──？

「センパイは誰かの下で有象無象に囲まれながら汗水垂らして働くような人じゃないんです。──孤高。群れず、動かず、指先一つで万の兵を従える、それこそがセンパイのあるべき姿だとボクは思いますよ、でも……」

　ここで、ルシエラは忌々しげに顔をしかめる。

「──無能な上の連中は、それを許さない。センパイのような〝ホンモノ〟は、彼らにとって不都合なんです」

「だが、前魔王様は俺にしじまの洞窟を任せてくれた！」

「あんなのはていのいい左遷ですよ」

「それは……！」

　ないとは言い切れなかった。

　事実、俺が着任した当時のしじまの洞窟は最悪の環境だったのだから。

「当時の環境だと、センパイは上に使い潰されるのが関の山でした。だからボク頑張ったんです。世界の柱から抜け出して、人間に化けて勇者パーティに潜り込んで……」

「前魔王を、討ったのか……」

「そです、さくっと」

　ルシエラは、まるでそれがなんでもないことかのように、さらりと言った。

　しかし言わずもがな、魔王とは俺たちの上司である。

　これは魔王軍への明確なる反逆行為だ。

「そしてナルゴアセンパイを転生させました、中ボスなどというくだらないしがらみから解放するために……筋書きとしては完璧でしょう？」

「お前……！　自分が何をしたのか分かっているのか!?」

「もういい大人ですからね、十分承知の上です」

「くっ……！」

　こいつはまたのらりくらりと……！

「そんな理由でこれだけのことを……！　気でもふれたか!?」

「いいえ、ボクの頭はこれ以上ないほどクリアですよ、一つ誤算があるとすれば……」

　そこまで言って、彼女は懐からある物を取り出した。

　忘れもしない、それはあの日、俺の命を奪った短刀である。

「──百年の月日が経たっても、まだしぶとくあのダンジョンが存続していたことです。これではセンパイが解放されません、やっぱりボクが直接潰しておくべきでしたね」

　短刀が妖しく煌きらめいて、ルシエラが口端を吊つり上げた。

「神器〝黄昏たそがれ〟──これに刺された者は、たとえどれだけレベルが高くとも関係ありません、速やかに死亡し、転生します」

「お前、まさか……」

「ええ、そのまさかです！　もう一度やり直しましょう！　全ての因果を断ち切って、センパイは覇道を突き進むのです！」

「やはり気がふれているぞ貴様！」

　俺はすかさず四つの〝手〟を使役し、同時に魔法を詠唱する。

　そして空中に展開された魔法陣から四種の最高位属性魔法を構築し、ルシエラめがけて放った。

　だが、

「──第二の知恵、道具」

　ルシエラが唱えるのと同時に虚空から四つの盾が現れ、全ての魔法を防ぎきってしまう。

　あれは俺の〝千手〟に並ぶ階層守護者キーパーの特殊能力。

　誘惑のルシエラの異能、〝三つの知恵〟。

　その一つ、あらゆる神器を自在に召喚する能力だ。

「……どうして拒むんですか？　ボクはセンパイのためを思って心を鬼にしているのに」

「くっ……!?」

　あらゆる神器を操る彼女に、生半可な攻撃魔法では有効打となりえない。

　ならば──と、四つの手で一つの魔法陣を編み上げる。

「グラビトン！」

「おっ？」

　ルシエラの直上から重力波が降り注ぐ。

　それはかつて勇者パーティの一人、グランツを仕留めたときよりも遥はるかに強力なものだ。

　ルシエラの半径数メートルが陥没し、ルシエラもまた地面にめり込む。

　だが、だが、それでも……

「……弱くなりましたね、センパイ」

　ルシエラには、全く通じていない。

　重力波の影響下にあるにも拘かかわらず、彼女は蛇体をくねらせて、ゆっくりとこちらへにじり寄ってくる。

「階層守護者キーパーの異能は魂と複雑に絡み合っています。センパイの〝千手〟も健在のようですが……いかんせん、それを操る今のセンパイが人間ですからねえ」

「く……そっ……！」

　ルシエラが迫る。

　その手に禍まが々まがしい短刀を携えて。

「勘違いしないでください、ボクは別に憎くてセンパイを殺すわけではないんです。むしろ感謝しているんですよ？」

「だったら今すぐそのバカげた考えを改めろ！」

「それはできません、何故ならボクは心からセンパイのことを思っているのですから、センパイをくだらない使命から解き放つ義務があります」

「なにが、くだらない、だ……！」

「くだらないでしょう？　中ボスなんて上の都合で使い潰されるだけの、ただの捨て駒じゃないですか、センパイにはもっとやるべきことがあるはずです」

　ルシエラが着実にこちらとの距離を詰めてくる。

　駄目だ、もう抑えきれない……！

「結局のところ本当の天才は誰にも理解されません、センパイ、あなたはどこまでいっても独りなんです、ボクだけがセンパイを理解してあげられる……」

　俺は、どこまでいっても独り。

　その言葉が重く、俺の頭の中に響く。

　……彼女の言う通りだ、俺は中ボスを任されても、生まれ変わっても、独り。

　結局のところ、長いぼっち時代に培った性根は死んでも直らなかったのだ。

　そして俺は再び、誰にも看み取とられずひっそりと死ぬ。

　……でも、それもいいのかもしれないな。

　つまるところそれは、誰にも迷惑をかけずに死ねるということなのだから。

「では、さようならセンパイ、また百年後に会いましょう」

　目と鼻の先にまで迫ったルシエラが、短刀を振り上げる。

　俺はゆっくりと瞼まぶたを下した。

　こうして〝泣き虫のナルゴア〟としての俺の一生は、幕を──

「──短縮花はな詠唱ことば!!　ブルームッ!!」

　ひどく聞き覚えのある声が、暗闇の中から聞こえてきた。

　そして訪れる静寂。

　一秒、二秒……何も起こらない。

　俺はゆっくりと目を開き──そして、見た。

「なっ……黄昏が……!?」

　──ルシエラの振りかざした短刀が、色とりどりの花弁に覆い尽くされ、使い物にならなくなっている様を。

「いくよスライム！　シュート！」

「合点っす！」

　俺が状況を把握するよりも早く、視界の外から何かゼリー状の物を思い切り蹴り飛ばすような音が聞こえてくる。

　次の瞬間、凄すさまじい速度でやってきた紫色のソレが、俺の全身を吞のみ込んだ。

　これは──スライム!?

　俺を包み込んだスライムはそのままの勢いで飛んで行って、俺とルシエラの距離を離す。

　そして十分な距離をとると、スライムが俺を吐き出した。

　一体何が……!?

　俺は咄とつ嗟さに周囲の様子を窺うかがう。

　そこには……

「ナルゴアさん無事っす！　間一髪っす！」

「はぁ、はぁ……間に合った……みたいね……おええ、気持ち悪い……」

「ああもう、アルちゃん大丈夫？　二日酔いなのに無理するからだよ」

　アルラウネ、吸血コウモリ、そして軍曹──

　そこには、かつての部下たちの姿があった。

「お、お前らどうして!?　俺は召喚サモンしてないぞ!?」

　もう、彼女らに迷惑をかけないと決めた、だから召喚魔法陣は描かなかった。

　なのに、彼女らは確かにそこにいる。

　何故なぜ、どうして。

　頭の中を疑問符が埋め尽くしていた。

　そんな疑問に、青白い顔をしたアルラウネが答える。

「──そんなことだろうと思ってしじまの洞窟から夜通し走ってきたのよ！　出張費は高くつくからね!?　この頑固バ……あ、やっぱ無理、きぼぢわるい……」

　がくりと、アルラウネが膝をつく。

　彼女はまるでこの世の終わりのような表情で地面の一点を見つめている。

　吸血コウモリが、彼女の背中をさすった。

「もう、アルちゃんはしたないよ、私特製の岩いわ苔ごけジュースいる？」

「アンタ私にトドメ刺す気……？」

「……言い出しっぺのアル姐ねえさんが一番最初に潰れてるじゃないっすか」

「うっさいわねスライム！　アンタたちだって賛成して……うぷ……おええぇ……」

「あ、ナルゴアさんこっち見ないでね～、目の毒だから～」

　──それは、信じがたい光景であった。

　もちろんそれは、あのアルラウネがとうとう決壊してしまったことに関してではない。

　彼女らがそこにいること、それ自体がである。

　オウルベアは、ここからしじまの洞窟まで最短距離でも人間の足で三日はかかると言っていた。

　それをたったの一晩で……一体どれほど飛ばしてきたのだ!?

　いや、いや！　それ以前に……！

「どうして、お前たちがここに……!?」

　犬のように四つん這ばいになっていたアルラウネが、きっ、とこちらを睨にらみつけてくる。

「そんなのも分からないの!?　アンタがまた一人で何か抱え込むつもりだって、気付いてたからに決まってるでしょ!?」

「ナルゴアさんのことだから、どうせもう私たちに頼っちゃ駄目だ～、とかね」

「なっ……!?　何故分かる!?」

「え、本気で言ってるんすかナルゴアさん……」

「あんな思い詰めた顔見たら誰でも気付くわよ！」

「だ、誰でも!?　じゃあお前たち……」

　俺は彼女らの表情を窺う。

　三人とも無言で首を縦に振っていた。

　──なんということだ！

　俺の強がりは彼女らには完全にバレていた！　でなければ、こんなにも早く駆けつけるわけがない！

　ああ、あまりの羞恥に顔から火が出そうな思いだ！

「……ナルゴアさん、まさか本当に気付かれてないと思ってたの？」

「コイツは昔からそうなのよ！　人のことはよく気が付くくせに、自分のことはなんにも分からないの！」

「お、アル姐さん昔の女みたいなこと言ってへばぁっ！」

　アルラウネの平手打ちを受け、ぱぁん、と音を立ててポイズンスライムが弾はじけ飛んだ。

　吸血コウモリが僅かに横にずれて、飛び散った破片を躱かわす。

「ととと、とにかくっ！　助けに来てやったわよナルゴア！　感謝しなさい！」

「お、お前たちはもう俺の部下では……！」

「──だからなに!?　今日は私たち三人とも有休なの！　休日の過ごし方についてまでアンタにとやかく言われる筋合いはないわ！」

「三人とも有休!?　ダンジョンの幹部クラス三人が不在なんてそんな恐ろしい……！」

「この期に及んで……!?　ああ、もう！　この分からず屋！」

　そう言って、アルラウネが俺の身体からだを抱きすくめてきた。

　彼女のぬくもりを全身で感じる。

　鼻孔をくすぐる花の香りが、俺の心をひどく落ち着かせた。

「……私たちは、アンタが元上司だから助けに来たわけじゃないの……アンタが千手のナルゴアだから助けに来たのよ。少しは頼りなさいよね、仕事バカ」

　──俺が、俺だから。

　それは、どこまでも、どこまでも優しい言葉であった。

　やっとのこと再生した軍曹が、こちらを見てにやにやと笑っている。

　吸血コウモリが、まるで太陽のように晴れやかな笑顔で、俺たちを見守っている。

　……ああ、確かに俺はどうしようもない馬鹿だ。

　俺は独りだのなんだの、つまらないことをぐだぐだと。

　今なら分かる。

　──俺は独りじゃない。

　だって彼女たちがいる。

　義理でもなく、まして上下関係でも損得勘定でもなく、ただ純粋に俺を助けてくれる彼女らが。

　たとえ百年の時を経ても消えない絆きずなが、ここにある。

　俺は、二周目の人生においても、心の底から信頼できる最高の仲間たちに囲まれていたのだ──

「──ふざけるな!!」

　だが、彼女はそれを認めなかった。

　ルシエラが叫んだその直後、視界の隅で白い閃せん光こうが迸ほとばしり──

「避よけろアルラウネ！」

「ひゃっ!?」

　俺は咄嗟にアルラウネを押し倒して、その刹那、先ほどまでアルラウネの立っていた場所を横一線、強烈な剣閃が薙ないだ。

　ルシエラではない、あれは──

「リーガット……!?」

「ナル……ゴア……」

　そこには、虚うつろな目でこちらを見下ろすリーガットの姿があった。

　彼の手の内には、荘厳ながらも禍まが々まがしい光を放つ、一本の剣が握られており──俺はあらかたの事情を察した。

「あの凄まじい気は魔剣……いや聖剣か!?　そんなもの、お前が持てば……！」

「ふふん、お察しの通り、その憎たらしいガキのちっぽけな自我なんてとっくの昔に聖剣に食いつくされてるよ」

　ルシエラはわざとらしく挑発するように言う。

　しかしその瞳の奥には、まぎれもない、黒々とした憎悪の炎が燃え盛っていた。

「お前らがセンパイを駄目にしたんだな……！　もう許さない！　やれリーガット！」

　ルシエラの怒気に呼応して、リーガットがアルラウネへの追撃を開始する。恐らくは聖剣の力で身体能力が底上げされているのだろう、彼は大きく聖剣を振りかざし──

「危ない！」

　アルラウネとともに地面を転がる。

　地面に深々と突き立てられた聖剣がどじゅうと音を立て、草花を焼き焦がした。

　あれは魔族の大敵、神性の光──あんなのを食らえば、タダではすまない！

　そんな時だ、視界の外から飛び出してくる一つの影。

「ほあちゃー!!」

　吸血コウモリだ。

　彼女はリーガットの横っ面に、凄まじい勢いの飛び蹴りをかました。

　リーガットの身体はいとも容易たやすく吹っ飛んで、聖剣とともにルシエラの背後に転がる。

「ナイスアシストだ吸血コウモリ！」

「水臭いなぁナルゴアさん！　私のことは気軽にきゅーちゃんって呼んでよ！」

「ああ、分かった！　ありがとうきゅーちゃん！」

「なっ!?　ずるいわよきゅーちゃん！」

「ずるい？」

　俺はアルラウネの方へ向き直る。

　彼女はどこか気恥ずかしそうに、こほんと咳せき払ばらいをした。

「な、なんでもないわよ！　た、ただ私のこともアルって呼んでもいいかなーって……」

「言ってる場合っすか！　聖剣使い起き上がりましたよ!?」

　アルラウネの言葉を遮って、軍曹が叫ぶ。

　見ると聖剣を構えたリーガットが、ゆらりと立ち上がって、くすんだ瞳でこちらを見据えているではないか。

「ちっ……いいところだったのに！　私の花はな詠唱ことばで吹っ飛ばしてあげる！」

　アルラウネが忌々しげに叫び、詠唱の準備を開始した。

　しかし俺は慌ててこれを制す。

「な、なんで止めるのよナルゴア!?」

「やめろ！　リーガットは操られているだけだ！　殺すんじゃない！」

「む、無む茶ちや言わないでくださいよナルゴアさん!?　見てくださいあの神性の光を！　操り人形とはいえ、侮っているとこっちがやられますよ!?」

「それでもだ！　なんとかリーガットを傷つけずに動きを止める方法を……！」

「──相変わらず優しいですねぇ、センパイは」

　ルシエラがにたにたと口元を歪ゆがめる。

　狡こう猾かつな彼女のこと、これもまた計算ずくなのだろう。

「この憎たらしいガキがそんなに大事ですか？　さくっと殺してしまえばいいじゃないですか」

「ルシエラ、お前……！」

「はは、その甘さが命取りでしたね、ではやっちゃってください！」

　ルシエラがリーガットに命令を下し、即座にリーガットが動き出す。

　聖なる光に包まれた純白の聖剣。

　リーガットはこれを構えて、そして、容赦なく突き立てる。

「──え？」

　俺たちは、目の前の光景に言葉を失っていた。

　果てしない静寂の中、ばじゅばじゅと、聖剣を纏まとう神性の光の、何かを焼く音ばかりが断続的に響いている。

　それは、彼女の血肉。

　──ルシエラの腹から、白光を纏う一本の剣が突き出ていた。

「なに……これ……？」

　ごぼり、とルシエラの口からどす黒い血の泡が吐き出された。

　彼女はゆっくりと背後へ振り返る。

　聖剣の柄つかを強く握りしめる彼の瞳は、ぎらぎらと輝いていた。

「──百年ぶりだな、ディア」

「き、キミは……！」

　その言葉を最後まで言い切るよりも早く、彼女の背中から剣が抜かれ、ルシエラは力なく崩れ落ちた。

　誰もが、動くことすらままならない。呆ほうけた面を晒さらして、固まるほかない。

　彼は、そんな俺たちを嘲あざ笑わらうように「はっはぁ！」と凶暴な笑顔を見せつけた。

「どうした？　そんな死にかけの魚みてぇに口をぱくぱくさせやがって」

「リーガット……？　いや、お前は……！」

　彼は血濡ぬれの聖剣を肩に担いで、舌なめずりをする。

　よく見ると、その剣には覚えがあった。

　あれは、かつて俺が倒した勇者ベルンハルトが持っていたものと、同じ──

「──勇者の生まれ変わりは俺だ、泣き虫」

　──リーガットは、こちらを見下して心底楽しそうに笑った。
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　リーガットは聖剣を握る手に力を籠こめる。

　聖剣が一層強く光り輝き、刀身にこびりついたルシエラの血が残らず蒸発した。

「はっは、まったく運命を感じるよな、まさか俺の手の内に再びこれが戻ってくるなんて、魂で繫つながってるっつーか？　なんかそんな感じだよな」

　彼はおもむろに剣を振るう。

　刀身からにじみ出る神性に、びりびりと肌が痺しびれた。

「コイツもコイツでとんだ間抜けだぜ」

　リーガットは地べたに倒れ伏したルシエラを足蹴にする。

　まだ息があるようだが傷は深い、放っておけばいずれ死に至る。

「俺を嵌はめるつもりで聖剣を渡したんだろうが……残念！　ご丁寧に元の持ち主に返しただけさ！　おかげで前世の記憶も取り戻せた、魔族の間抜けさに感謝ってな！」

「お前は、まさか……！」

「あん？　なんだ〝まさか〟って、もう分かり切ってんだろうが」

　はっはぁ！　リーガットがこちらを見下したように笑う。

　いや、アイツはもはや村長の孫、ガキ大将のリーガットではない！

　ヤツは──！

「そうとも、俺こそがガテル村に生まれるとされた勇者の転生体──かつての魔王ガルヘリオスをぶっ殺した勇者パーティ〝青銅の剣〟リーダー、勇者ベルンハルト様さ！」

　リーガット改め勇者ベルンハルトは高らかに笑い、自らの復活を宣言した。

　アルラウネが「やっぱりあの時殺しておけばよかったんじゃない……！」と憎々しげに呟つぶやく。

「どうして……どうして貴様が転生を……！」

「はっ、こいつのおかげさ」

　そう言って、ベルンハルトはルシエラの手の内にあった短刀〝黄昏たそがれ〟を拾い上げる。

「魔王を倒す旅の途中、これと同じもんをとあるダンジョンの隠し通路で見つけたんだよ。売っ払うのも勿もつ体たいなくてなんとなく懐に入れておいたんだが……はは！　備えあれば憂いなしだな！」

　そう言って、ベルンハルトは〝黄昏〟をへし折った。

　短刀を纏う妖しい光が消きえ失うせ、それは正真正銘ただのモノに成り下がる。

「──もういらねえがな、来世まで持ち越しなんてまだるっこしい真似まねはナシだ」

「はっ……！　自ら退路を塞ぐとは、百年経たっても学習していないと見える！」

「あん？　何勘違いしてんだ泣き虫、塞いだのはテメェらの退路だ。今、この場所がテメェらの墓場だぜ」

「口ばかりは達者だな……！　もう一度花火にしてやろう！」

「ははっ！　なんなら試してみるか？　花火になるのはどっちか……！」

　空気が変わる、聖剣を纏う神性の光が、爆発的に膨れ上がったのだ。

　これは……違う！　相対しただけで伝わってくる！

　以前戦ったベルンハルトとは、文字通りレベルが──！

「この百年……俺の聖剣、そして俺の魂は一瞬たりともお前を忘れたことはなかったぜ、ナルゴアァァァ……！」

「な、なにこのプレッシャー……!?　息が……！」

「うぐ……っ!?」

「お前たち！　俺の陰に隠れろ！　あの光は魔族には毒だ！」

　千手を展開し、刺すような閃せん光こうから彼らを守る。

「ははっ！　薄汚え魔族を庇かばうのか！　百年前と一緒だな泣き虫！」

「くっ……!?」

　凄すさまじい神性に目も開けていられない。

　そして確信する。

　今の人間となってしまった俺では、ヤツを倒すことはできないのだと──！

「どうやらお前は守るのが好きみてえだなあ！　だったら望みどおりの墓を用意してやるぜ、ナルゴアァ!!」

　ベルンハルトが剣を頭上高くかざす。

　その瞬間、聖剣の煌きらめきは最高潮に達し──そして天高く、光の柱が屹きつ立りつした。

　光の柱は頭上に立ち込める雲さえ貫き、そして天へと続く一本の道を創り出す。

「な、なにが起こってるんすかナルゴアさぁん!?」

「これは……！」

　俺は雲の切れ目を見上げ、そして言葉を失っていた。

　なんと光の道を伝って、降りてくる者たちの姿があるではないか。

　頭上に浮かぶ光輪、そして純白の翼。

　彼女らは、まるで階段でも降りるような気軽さで降臨し、そしてベルンハルトの膝元に跪ひざまずく。

　あれは──ヴァルキリー！

　人に使役できる中でも、最高位の天使族モンスターだ！

「──第一戦乙女部隊長、ニルス、ここに」

「──だっ、第二戦乙女部隊長、クラーナ！　ただいま参りましたっ！」

「──第三戦乙女部隊長、ノア……」

　数人の天使たちを引き連れ、三体の上位天使が彼の下へ集結する。

　ヴァルキリーたちのレベルアベレージは──50強、これは正統なドラゴンとすら渡り合える数値だ。

　彼女らを率いる三体の戦乙女部隊長とやらはもっとだろう。

　しかし更に驚くべきことに、天使たちはベルンハルトが作り出した光の道を伝って、未いまだ途絶えることなく降臨し続けているのだ。

　これはヤツの執念のなせる業か。

　以前のベルンハルトならば、こんな芸当できなかったはずだ！

「俺はな……許せねえんだよナルゴア……！　俺を騙だましてたこの薄汚え魔族も、お前も……あの馬鹿な村人どもも！　俺を舐なめやがったヤツら全てがな！」

「き、貴様！　一体何をするつもり……」

「やれ！　ヴァルキリー！」

「──仰せのままに」

　第一戦乙女部隊長、ニルスが巨大な槍やりを構える。

　俺たちは咄とつ嗟さに身構えたが、どういうわけか、彼女はこちらを見向きもしなかった。

　彼女の構えた槍の矛先には、俺たちの生まれ育ったガテル村が──

「……まさか貴様!?　やめ──！」

　俺は手の一つを飛ばし、彼女を止めようとする。

　しかし、遅かった。

　ニルスの槍の先端から、ガテル村めがけて鋭い光線が放たれたのだ。

　放たれた光線は大地を抉えぐり、木々をなぎ倒し、更に遠くの小山を削った。

　光線は、村の側そばスレスレをなぞるように抉っていた。

「はっはぁ！　村のヤツら今頃腰を抜かしてるだろうぜ！　近くで見れなかったのが残念だったけどなぁ！」

「ベルンハルト……お前は……！」

「──まぁ、これから直接見に行くわけだけどよ」

　彼の瞳に宿るただならぬ憎悪に、俺は思わず口をつぐむ。

「あと一時間だ、一時間でヴァルキリーの軍勢が揃そろう、その数は５００をゆうに超えるだろうよ……俺はこの天使どもを率いて、ガテル村を襲撃する」

「つ、罪のない村人たちを虐殺するつもりか!?」

「罪はある──俺を勇者として崇あがめ奉たてまつらず、あまつさえお前みてえな薄汚え魔族の生まれ変わりを勇者として扱った大罪だ」

「貴様……そんな勝手を許すと思うか!?」

　俺はベルンハルトの恐るべき計画を阻止するべく、千手を展開する。

　しかし、統率された動きで一斉に武器を構えるヴァルキリーたちを見て、すんでのところでとどまった。

「はっは、分かってねえみてえだなナルゴア？　俺はお前にチャンスを与えてるんだ、そこの薄汚い魔族を守りながら、ヴァルキリーどもと俺を相手取るつもりか？」

「くそっ……！」

「ナルゴアァ、これはゲームなんだよ、他た愛あいもない子どもの遊びさ、要するに──」

　ベルンハルトが歪ゆがんだ笑みを浮かべ──

「──勇者率いるレベルアベレージ60のヴァルキリー部隊総勢５００、これを攻略推奨レベル０のガテル村がいかにして撃退するのか!?　そういうゲームだぜナルゴアァァ!!」

「こ……この外道がっ!!」

「抑えるのよナルゴア!!」

「やめてナルゴアさんっ！」

　反射的に飛び掛かりそうになった俺を、アルラウネと吸血コウモリが取り押さえる。

「ここは一旦退ひくべきっす!!」

「て、撤退！　撤退よ！」

　アルラウネが俺の身体からだを抱きかかえ、そして四人揃そろって一目散にその場から逃げ出す。

　しかし俺は去り際、千手の手の内の一つをベルンハルトの下へ飛ばし──

「……相変わらずのお人よしだぜ、テメェは」

　俺は力なくうなだれたルシエラを回収し、ガテル村へと急いだ──
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　案の定、村はたいへんな騒ぎであった。

　ヴァルキリーによるただの一度の攻撃が、ガテル村から平穏の二文字を剝はぎ取ってしまったのだ。

「な、なんだよさっきのは!?　またドラゴンか!?」

「大地が、大地が抉れておる……おお、なんと……」

「あの光の柱と何か関係があんのか!?」

「知るか！　でも間違いねえ！　モンスターだ！　また何かのモンスターが攻めてきやがったんだ！」

「ああああ！　なんだってこんな田舎村に立て続けに……！」

　皆、一様にパニックに陥っていた。

　それは、俺たち五人が村へ立ち入ったにも拘かかわらず、しばらくの間気付かれなかったことからも明白である。

「──ああ！　ナルゴア！」

「無事だったか！」

　やはりいの一番に俺を見つけたのは、両親であった。

　彼らは本気で俺の身を案じて、こちらへ駆け寄ってくる。

「ナルゴア怪我けがはない!?　ああ、母さん心配で、心配で……！」

「ナルゴアのお母様!?　ど、どうも初めまして私アルラウネと……」

「お[image: ][image: ]い、アル姐ねえさん状況考えてくださ[image: ][image: ]い」

「か、彼女らはナルゴアの召喚サモン獣か？」

　父さんが恐る恐る尋ねかけてくる。

　正確には違うが………見ると、いつの間にか他の村人たちもこちらへ注目していた。

　これは、好都合だ。

「そうだ、しかし今はそんなことよりも──皆！　聞いてくれ！」

　俺は声を張り上げて、言う。

「先の光線！　あれはヴァルキリーの攻撃だ！」

「ヴァルキリーだって!?　誇り高き戦乙女たちが、何故なぜ……」

「事情は詳しく話せないが、とにかくヤツらは敵だ！　──そして今から一時間後！　レベルアベレージ60！　総勢５００のヴァルキリー軍団がこの村へ攻め込んでくる!!」

　なっ、と誰かが声をあげた。

　一瞬の静寂、そして──

「総勢５００のヴァルキリーだと!?」

「それもレベル60ゥ!?　一体でもどうにもならねえってのに!?」

「そんなの、城だって落とせるじゃねえか!?」

「ガテル村は終わりだぁ[image: ]」

　混迷、ここに極まれり、ガテル村は一瞬にして狂騒に包まれた。

　この状況では、もはや誰一人として冷静さを保てない。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの嵐の中、俺はきゅーちゃんの名を呼ぶ。

「きゅーちゃん！　頼んだ！」

「任せて！」

　すうう、ときゅーちゃんが息を吸い込む。

　俺とアルラウネは咄嗟に耳を覆った。

　──ハウリング。

　きゅーちゃんの驚異的肺活量から繰り出される凄まじい咆ほう哮こうが無理矢理むりやりに騒動を鎮圧し、これを防ぐ手立てのない軍曹は粉々に弾はじけ飛んだ。

「な、なんだ……今の……？」

「み、耳が……」

「──落ち着いて聞いてくれ！　さっき言ったことは紛れも無い事実！　だが、俺たちがなんとかする！　ルドア爺じいさん！」

「…………え？　今ワシの名前呼んだか？」

　かなり遅れてルドア爺さんが返事をした。

　……しまった、ハウリングが効きすぎてしまったようだ。

　だが、この際それは関係ない！

「ヴァルキリーは俺たちがなんとかする！　だから村の皆を一箇所に集めてくれ！」

「な、なんとかするじゃと!?　一体、どうやって……！」

「それをこれから話し合うんだ！　だからその間、村の皆をよろしく頼む！」

「わ、分かった！　おおい、皆集まれ！」

　ハウリングの影響で皆少し呆ほうけたような表情だが、それでもルドア爺さんの言葉に従って、皆が集まり始めた。

　この場はルドア爺さんに任せよう。あとは、

「ナルゴア！　あなたまさか、ヴァルキリーの軍勢と戦うつもり!?」

　アルラウネたちを引き連れ、場所を移動しようとすると、母さんに呼び止められた。

「母さん……」

「お願い、お願いだからそれだけはやめて！　いくらあなたが勇者の生まれ変わりだとしても、そんなの……！」

　母さんは涙で顔を濡ぬらして、必死で俺を引き止めようとしてくる。

　母さんの気持ちは痛いほどに分かる。

　しかし、俺は、

「……悪いな母さん、俺は勇者の生まれ変わりじゃないんだ」

「あなた、こんな時に何を言って……！」

「──俺は、中ボスさんだ」

　あとは任せてくれ。

　茫ぼう然ぜんとする母さんにそれだけ言い残して、俺たちはその場を後にした。




　　　　〇




「──では、ここに勇者及び戦乙女軍対策本部を設置する」

　村のはずれにある野原。

　俺、アルラウネ、きゅーちゃん、軍曹の四人が地べたに腰を下ろし、顔を突き合わせている。

「緊急性の高い案件につき、臨時で俺がガテル村の中ボスを務める、異議はあるか？」

「異議なーし」

「結構、知っての通り状況は切迫している、意見のある者は速やかに……」

　早速アルラウネが「はい」と挙手をして、

「なんで、アイツを助けたの？」

　仰あお向むけになったルシエラを指差した。

　ひととおりの治療は済ませたので命に別状はないが、さすがにダメージが大きかったらしく、気を失ったままだ。

「アルラウネ、いきなり今回のミーティングの趣旨とズレているぞ、俺たちが今考えるべきはいかにして勇者率いる戦乙女たちを退けるかで……」

「いや……いやいやいや、こればっかりは私が正しいわよ」

　そっすね、と軍曹が肯定する。

「その女は、ナルゴアさんを殺した張本人なんでしょ？　生かしておくのは……まぁギリギリ理解できるにしても、守ってやる必要が感じられないっす」

「いつまた裏切るか分かんないよ？　どうして？」

　三人の視線がこちらに集中する。

　俺は一度、ルシエラの顔に横目をやり、そしてこれに答えた。

「……コイツは、俺の不出来な後輩だ、理由はそれ以上でも、それ以下でもない」

　それは、とても理由とは言えない杜ず撰さんな答え。

　恨むべきは自らの口下手──しかし、彼女らは。

「……ふーん、そう」

「じゃあ仕方ないっすね」

「ナルゴアさんの後輩なら、仕方ないよ」

　三人はにこりと微笑ほほえんで、これを許容する。

　ああ、やはり彼女らは──最高だ！

「じゃあさっさと本題に移りましょ、どうやってヴァルキリーたちを撃退するか」

「質問があるっす」

「なんだ軍曹？」

「勇者の聖剣はもちろん、ヴァルキリーたちの力の源も神性なんすよね？」

　神性──それは大おお雑ざつ把ぱに言ってしまえば、人々の信仰心などから生まれるものである。

　聖なる者どもを形作るリソースにして、俺たち魔族の力の源である魔力とは対極を為なすものだ。

「そうだ、ヴァルキリーはモンスターの一種だが、例外的に神性をエネルギー源とする」

「神性の大部分は陽ひの光から供給されるものっす」

「よく勉強しているな」

「だったら、まずこれをどうにかして遮断することが急務じゃないっすか？」

　うむ、まさにその通りだ。

　陽の光がある限り、ヤツらにはほとんど無限と言っていいほどの神性が供給され続ける。

　太陽の下にある限り、ヤツらは１００％のパフォーマンスを発揮できるというわけだ。

　反対に、スライムの言う通り陽の光を遮ってしまえば、ヤツらは外部から神性を取り込むことができなくなる。

　戦力は半減、必然的にレベルアベレージは数段下がるだろう。しかし……

「だからといってガテル村周辺には陽の光を遮るものが皆無だ、由ゆ々ゆしき問題だな」

「夜になるまでなんとか持ちこたえるっていうのは？」

「それが一番現実的な線だ、だが……」

　空を見上げる。太陽は俺たちの直上に差し掛かっていた。

「……時刻は正午前、早めに見積もっても日没まで六時間はかかるな」

「自分らだけじゃ、そんな長時間この村を防衛し続けるのは不可能っす」

「それに向こうも馬鹿ではない、長期戦に持ち込むのは難しいだろう……厳しい状況だ」

　地面に描かれたガテル村の簡単な地形図。

　その片隅に問題点を二つ、並べてみる。

　まずは人手、５００の軍勢に対し、こちらでマトモに戦えるのはアルラウネときゅーちゃんと軍曹、そして俺だ。村の防衛など、物理的に不可能な数字である。

　そして陽の光、これをどうにかしないことには、ヴァルキリーたちとは勝負にもならない。先の光線を連発されれば、それだけでガテル村は地図上から消えてしまう。

　俺は腕組みをして、ううんと唸うなった。

　……これだけの問題がどうにかできるのか？

　恐らく、その場にいた誰もがそう思っていたことだろう。

　いっそ村人たちを逃がして、俺が単身決死の覚悟で立ち向かえばせめて聖剣を破壊するぐらいなら、あるいは……そんな暗い考えが頭をよぎる。

　その時だった。

「──ここがしじまの洞窟なら、全部解決しちゃうのにね」

　おもむろに、きゅーちゃんがそんなことを呟つぶやいた。

「……今なんと？」

「え？　だからここがしじまの洞窟なら全部解決しちゃうのに、って、あそこなら陽の光も射さないし、従業員モンスターもいっぱいいるよ？」

「ないものねだりをしたって始まらないっすよ……まずは現状でどうするかを……」

「──いや、それは素晴らしいアイデアだ！」

　俺は思わずきゅーちゃんに抱き着いてしまう。

　アルラウネが「なっ!?」と驚きよう愕がくの声をあげた。

「どうしたのナルゴアさん、急に？」

「ふ、ふん、まぁ私も思ってたけどね？　ここがしじまの洞窟ならいいな～って」

「アル姐ねえさん見苦しいっすよ……で、どういうことですナルゴアさん？」

　皆が不思議そうな顔でこちらを見つめている。

　もしやあまりに絶望的な状況で気でもふれてしまったのではないか、そう思っているのかもしれない。

　だが、俺の頭はこれ以上ないほどに冴さえ渡わたっている！

　──これぞ起死回生の一手！

「俺に策がある！　だから皆──俺に〝手〟を貸してくれ!!」
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「──ナルゴアは一体何を考えているんだ！」

　村人の一人がとうとう堪えきれず、手に持った革袋を地面に叩たたきつけた。

　袋の口が緩んで、そこからいくつかの〝種〟がこぼれ落ちる。

　おそらく集まった村人の内数人は、癇かん癪しやくを起こした彼と同じことを考えていたのだろう。

　ここに至って、手が止まっていた。

「おいキータ！　何故なぜ持ち場を離れる！　それに貴重な種になんてことをするんじゃ！」

　村長のルドアが彼に詰め寄る。

　キータと呼ばれた青年は一瞬気け圧おされたように見えたが、すぐに反論した。

「何が貴重だ！　こんなのがなんの役に立つって言うんだ!?」

「それは……知らんが」

「だろう!?　やっぱりナルゴアは頭がおかしくなっちまったんだよ！　──突然戻ってくるなり皆で村中に花の種を植えてくれ、だなんて!!」

　とうとう黙々と花の種を植えていた他の村人たちの手まで止まってしまった。

　皆、当然のごとく思っていたのだ。

　どうしてこんな状況で花の種なんぞを植えなくてはならないのだ、と。

「……やっぱそうだよなぁ」

「意味ねえよ、こんなの」

「これでヴァルキリーたちが撃退できるなんて、なあ……」

　皆が種植えのために屈かがめた腰を、ゆっくりと起こし始めた。

　もはやほとんどの村人たちが諦めムードだ。

　ただ二人、彼らを除いて。

「止やめるのね、じゃあその種をこっちに頂戴」

　声をあげたのはナルゴアの母、イレーナであった。

　村人たちの注目が彼女に集まる。

　見ると、彼女のすぐそばで夫のグナンが、こちらの騒ぎなど意にも介さない様子で、種を植え続けていた。

「い、イレーナさん、息子を信じたいアンタたちの気持ちは分かるが、しかし……」

「信じたいじゃなくて信じてるの、ねえパパ？」

「ああ」

「だが……」

「あなた知らないの？　あの子が私たちに頼みごとをするなんて初めてのことなのよ」

　その一言で、誰もが口をつぐんだ。

「あの子は、一体誰に似たのかすごく責任感の強い子だから、昔っからなんでも一人で抱え込んじゃうの」

「そうだな、ナルゴアはどれだけ嫌なことがあっても一人で我慢してたもんな……俺はなにもしてやれなかった、父親失格だ」

「──そんなあの子が、あんなにも真剣に私たちに頼みごとをしてきてくれたの、手を貸してくれって……だったら信じるしかないじゃない？　私たち、大人なんだから」

「イレーナさん……」

　気が付くと、青年は地面に落とした花の種を拾い集めていた。

　一度は手の止まった村人たちも、再び動き出す。

「……ああ、イレーナさんの言う通りだ」

「俺たちは大人だからな、俺たちが信じなきゃ、誰が信じてやるんだって話だ」

「それに、ナルゴアには恩があるからな！　ここで投げ出しちゃあ、道理が通らねえよ！」

　もはや彼らの胸中に迷いはなかった。

　こうして彼らは花の種を植え続ける。

　ナルゴアから指示された場所へ、正確に。
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「戻ったよ！　ナルゴアさん！」

「指示通り、伝達オーケーっす！」

　きゅーちゃんとポイズンスライムが自らの役目を終えてこちらへ戻ってくる。

　いいタイミングだ、ここまでは全て順調に進んでいる。

「御苦労、こちらも準備は完了した」

「準備？　他にもまだ何かあったんですか？」

「ああ、ちょっとした伝つ手てがあってな、ヘルプを要請してきた」

「へぇ！　ナルゴアさん頼もしい！」

「──私も戻ったわよナルゴア、もう種は出さなくていいのね？」

　見ると、アルラウネの姿もあった。

　どうやらこちらも手て筈はず通り、村人たちに種を配り終わったようだ。

「ああ、計算通りならもう必要はない、村人たちの進捗はどんなものだ？」

「最初はあんまり芳かんばしくなかったけど、後半でペースが上がって今は80％ってところね、ヴァルキリーたちの襲撃までには十分間に合うわ」

「よし、では三人とも、あとはヤツらを待つのみだ、しっかり体力を温存してくれ」

「……上手うまくいくの？」

　アルラウネが心配そうに尋ねかけてきて、しかしこちらの返答を待たず、

「いえ、野や暮ぼなことを聞いたわ、あなたの作戦だもの、上手くいくのよね、絶対」

「ああ、絶対に成功させる」

　俺は力強く彼女の言葉を肯定した。

「しかしまあ、ナルゴアさんもとんでもないことを考えるよねぇ！」

「ええ、自分最初は何かの冗談かと思いましたもん」

「すまないな、冗談はあまり得意じゃない」

「相変わらずね」

　そう言って、アルラウネは遥はるか彼方かなたに屹きつ立りつする光の柱を見やる。

「……ナルゴア」

「どうした？」

「あの日のこと、謝りたいの……ごめんなさい、私たちがもっと早くあなたの考えに気付けば、あなたは死ななくても済んだかもしれない」

「いや、あれは俺の独断専行だ、責められるいわれこそあれ、謝られるなど……」

「あんまり悲しいこと言わないでよ」

　俺はアルラウネの横顔をちらと見やる。

　彼女は、微笑ほほえんでいた。

「私たち、同じ職場の仲間じゃない、そんな冷たいこと言わないで」

「……悪かったな」

　俺もまた彼女に微笑み返す。

　そして、きゅーちゃんとポイズンスライムに視線を送った。

「期待してるよ！　中ボスさん！」

「ガツンと決めちゃいましょうよ中ボスさん！」

　彼女らのおかげで、俺は二週目の人生においても道を踏み外さずにいられた。

　彼女らのおかげで、俺はあの日の失態を取り戻すことができる。

　何度でも、何度でも言おう。

　──俺は今、最高の仲間たちに囲まれている。

「今ここに、ガテル村の中ボスたる俺が作戦の開始を宣言する!!」

　俺は体を翻して彼女らに向かい、高らかに宣言した。

「──これよりオペレーション〝ナルゴア〟を始動する！　対するは勇者率いる戦乙女の軍勢！　これを速やかに撃退し、ガテル村の完全防衛を果たすぞ!!」
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　光の柱出現からきっかり一時間後のこと。

　今まさに、総勢５００のヴァルキリーたちがガテル村を完全に包囲していた。

　ヴァルキリーたちの連携は、やはり見事なものである。

　アリ一匹出入りすることのできない、完全なる包囲網が完成していた。

　それを率いるのは、もはや言うまでもないだろう。

　聖剣を手にした勇者、ベルンハルトだ。

「──逃げようなんてつまらない真似まねをしなかったこと、まずは褒めてやるよ」

　ベルンハルトが邪悪な笑みを浮かべる。

　彼が率いるのは５００体のヴァルキリーたち。

　これに相対するのは、アルラウネ、きゅーちゃん、軍曹に俺を含めた四人。

　その戦力差は絶望的であった。

「どうせ逃げ出すような素振りを見せたら村ごと蒸発させるつもりだったのだろう」

「はっはぁ！　さすがいじめられっ子！　俺のことがよく分かってんじゃねえか！」

　ベルンハルトはひとしきり笑うと、濁った眼めでこちらを見据えた。

「……連中をどこへやった？」

「村のはずれに集めた、ここにはいない」

「ってことは、テメーら覚悟を決めたって解釈でいいんだよなぁ？」

　ベルンハルトが聖剣を構える。

　これを合図にヴァルキリーたちが一斉に武器を構え、神性の光を纏まとった。

「俺の考えてた中じゃ二番目につまんねえ筋書きだ……村人たちを守るために自滅覚悟で挑んでくるなんてよ」

「……」

「はっ、返す言葉もねえってか、俺は優しいから辞世の句ぐらいは聞いてやるぜ？」

　ヴァルキリーたちを包む神性が限界まで膨れ上がる。

　まさに一触即発、ベルンハルトの指示さえあれば、一瞬にしてガテル村が焦土と化すことだろう。

　そんな中、俺はゆっくりと口を開いて

「リーガットは村のため勇敢にも単身ヴァルキリーたちに戦いを挑み、そして死んだ」

「……なんだと？」

「これが残された者たちに伝えるリーガット少年の最期……そして俺がお前にかける最後の情けだ」

「……ゲロ吐くぐらいつまんねえぜ、ナルゴア」

　その言葉を合図に、ヴァルキリーたちを包む神性の光の輝きが最高潮に達した。

　それは彼女らの総攻撃の合図であり。

　──同時に、こちらの作戦の開始を告げる合図でもある。

「今だ！　やれアルラウネ！」

「──短縮花はな詠唱ことば!!　フル・ブルーム!!」

「なっ!?」

　アルラウネの超短縮詠唱により、地中を伝って村全体に彼女の魔力が行き渡る。

　そして彼女の魔力は植物の急成長を促した。

　村人たちが植えた花の種が発芽して、蕾つぼみが実り、あっという間に花が開いて──そして一面の花畑が出来上がってしまったのだ。

「な、なんだこりゃ……!?　花が!?」

　ベルンハルトはもちろんヴァルキリーたちは余計困惑していた。

　お堅い戦乙女たちのことだ、彼女らはマニュアルにない不測の事態というやつにめっぽう弱く──そこに隙ができる。

「魔法陣に寸分の狂いなし……いい仕事だ」

「ま、まさかこれはっ……!?　ヴァルキリーども！　あの花を攻撃しろ!!」

「もう遅い、──召喚サモン」

　おきまりの文句に従い、魔力を帯びた花々がひときわ激しい光を放つ。

　その光は、ガテル村全土に亘わたる巨大な魔法陣を描いていた。

　──さて、ここで俺の召喚サモンについておさらいしよう。

　召喚サモンとは魔法陣の大きさに伴った対象を召喚する魔法だ。

　そして以前ゴブリン三兄弟を召喚した時、いくつかの発見があった。

　まず一つ、召喚サモンで召喚されたゴブリンたちは衣服はもちろんのこと調理器具も合わせて召喚された。

　それはすなわち。召喚サモンの対象は生命体に限らない、ということ。

　そしてもう一つ、俺にはゴブリン三兄弟の同時召喚が叶かなった。

　しかるべきコストを支払いさえすれば、同時に複数の対象を召喚できるということだ。

　これらの要素を統合し、解釈を拡大すれば、理論上はこのような芸当も可能なのである。

「な、何が起こっている!?」

「は、はわわわわ!?　け、景色が！　村が……！」

「これは……！」

　戦乙女たちが驚きよう愕がくをあらわにし、混迷を極めている。

　無理もない、突如として目に映る世界の全てが、すり替わったとすれば。

「……ははっ、なんの冗談だ、こいつは……？」

　ヒカリゴケに囲まれたベルンハルトが乾いた笑みを浮かべる。

　俺が召喚したのはモンスターではない、モノでもない。

　──ダンジョンそのものだ。

「ようこそ、しじまの洞窟へ」

　しじまの洞窟第四階層中ボスの間にて、俺は不敵に笑ってその台詞せりふを吐いた。
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　オペレーション〝ナルゴア〟。

　その作戦の内容とは、規則正しく植えられたアルラウネの魔力花を使って村一つ分にもなる巨大な魔法陣を展開。

　更にしじまの洞窟の面々を触媒として使い、足りないコストは魔力花が地中から吸い上げた魔力を転用する。

　そして──召喚サモン。

　喚よび出したのはしじまの洞窟、すなわちダンジョンそのものである。

「どうやら上手くバラけたようだな」

　俺は中ボスの間に取り付けられた数十枚の遠見鏡を眺めた。

　遠見鏡には、各階層の様子がモニタリングされている。

　まったくもって、計算通りである。

「ヴァルキリーたちの恐ろしさは社会性昆虫のごとき統率力の高さ、しかしこれは裏を返せば動きが読みやすいということだ」

　事実、彼女らがどのように村を包囲するかは分かりきっていた。

　だからこそ座標の指定も容易であったのだ。

　さあ、お膳立ては整った。

「一時間！　一時間だ!!　全てのヴァルキリーを無力化し、勇者ベルンハルトを足止めしてくれ！」
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「──やるわよフェアリーズ！　手筈通りに頼むわ！」

「アルさまりょーかい！　いくよーみんな！」

「私たちの中ボスさんが帰ってきたんだもん！」

「いいとこ見せないとね！」

　アルラウネの号令に従い、フロア内を飛び交うフェアリーたちが魔力光を帯びる。

　そして彼女らは勝手気ままな妖精族にあるまじき統率のとれた動きで、一斉に魔法を詠唱した。

　直後、勇者ベルンハルトが光のピラミッドに囚とらわれる。

「雇い主さま……!?」

　部隊長ノアが驚愕の声を上げる。

　詠唱から結界の構築までがあまりに早すぎたからだ。

　ベルンハルトが自らを包むピラミッドの壁面に触れる。

　彼は初め、聖剣による結界の破壊を試みたが──諦めて、その場に座り込んだ。

「……やられた、こんなガチガチの結界、内側からどうにかなっかよ、こうも狭くちゃ剣もマトモに振れねえ……あらかじめ仕込んでやがったな」

「当然、なんの策もなく冒険者を迎え入れるダンジョンなんてないわ」

「雇い主さま！　今助けます！」

　第三戦乙女部隊長ノアが、慌てて大槍やりを構える。しかし、

「ぶっ！」

　ノアの顔面になにやら粘着質の物体が貼りついて、それを中断させた。

「やったー！　めいちゅー！」

「つぎいこつぎ！」

「このフェアリーどもっ……！　と、とれないっ……!?　なんだこれぇぇぇ……!?」

　ノアが顔面にへばりついたソレを必死で剝はがそうとするが、ソレはノアの目鼻口、あまつさえ手にすら貼りつき、見る見るうちにとんでもないことになっていく。

「の、ノア様!?」

「それ大丈夫なんですか!?」

「ばばばぼっべびべぶ[image: ]」

　どう見ても大丈夫ではない。

　それもそのはず、フェアリーたちが投とう擲てきしたソレは第二階層で育てられた、チレアの実、ドアロ草、カラカズラの根、ガザの樹液、等々。

　これらの極めて粘性の高い植物を混ぜ合わせ、植物の種子に閉じ込めた特製のトリモチ爆弾なのである。

「くそっ！　ノア様の仇かたき！」

　当のノア様は未いまだ顔からトリモチを引き剝がそうと苦戦しているが、すでに弔い合戦の様相を呈している。

　ヴァルキリーの一人が宙を舞うフェアリーたちへ槍を向けた。

　神性を束ね、槍の先端から光線を放とうとしたのだ。

　──だが、それは叶かなわない。

「神性の出力が……足りない!?」

「バカ！　陽ひの光が届かない場所でそんな大技使える訳……ぶっ！」

「じゃ、じゃあどうやって飛んでるフェアリーたちに攻撃をぶっ!?」

「私たちも飛べば……って、神性の出力が足りなぶっ!?」

　フェアリーたちは慌てふためくヴァルキリーたちの顔面へ、容赦なくトリモチ爆弾をぶつけていく。

　それはさながら雪合戦を楽しむ幼子のようだ。

　もちろんこんなものを顔面にぶつけられるヴァルキリーたちはたまったものではないが。

「あはは、おもしろーい！」

「もっともっとぶつけちゃえー！」

「さあ、フェアリーズ！　どんどん投げなさい！」

　フェアリーたちの攻撃は止とどまるところを知らない、まさしく阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図だ。

　しかし、ただ一方的にやられているだけのヴァルキリーたちではない。

「──ぶはぁっ！　よ、よくもやったなこの羽虫どもっ！」

　なんと驚くべきことに、ノアが顔面からトリモチを引き剝がすことに成功したのだ。

「この間抜けどもっ！　お前らの盾は飾りか!?　顔を守るんだ！　顔を！」

「そ、そうか！　分かりましたノア様！」

　完全にパニック状態に陥っていた天使たちが、ノアの一声で冷静さを取り戻した。

　飛来したトリモチ爆弾が、盾によって次々と阻まれていく。

「クソ！　この忌々しいフェアリーどもめ！　お前らなんかすぐに倒して結界を……！」

　ノアが怒りに任せて、槍を構える。

　だが……

「うっ……!?」

　突然ノアの顔色が変わった。

　いや、ノアだけではない、トリモチ爆弾を浴びた戦乙女たち全てが、だ。

「な、なんだ……？　顔が……手が……むずむずする……!?」

「あれ？　心なしか、か、痒かゆい……!?」

「──い、いえ間違いありません！　か、痒い!!　猛烈に痒いです!!」

　再び、阿鼻叫喚の地獄絵図。

　突如として耐え難い痒みに襲われたヴァルキリーたちは、全身を搔かき毟むしって悶もだえる。

　こうなってしまえば、もはや戦闘どころではない。

　そんな彼女らの様子を見下ろして、アルラウネはにやりと笑った。

「──あら戦乙女様？　なんだかすごーく辛つらそうだけど、どうしたのかしら？　もしかして何かにかぶれちゃった？」

「ま、まさかさっきのネバネバに何か……!?」

　──そのまさかである。

　トリモチ爆弾の中に含まれるガザの樹液。

　これは皮膚に付着すると、強烈なアレルギー反応を引き起こし──要するに、かぶれるのだ。

　一度こうなってしまえば、大の男でさえ泣き叫ぶほどの強烈な痒みに襲われる。

　それはたとえレベルアベレージ60の戦乙女たちでさえ例外ではない。

「か、痒っ痒痒痒っ！　ひいいいい！」

「搔いても搔いても……！　あああああああっ!!」

「もう耐え切れません!!」

　そして、ヴァルキリーの内数人が、痒みに耐えかねてとうとう懐からソレを取り出した。

　それは光り輝く藍色の結晶。

　アルラウネは、にやりと口元を歪ゆがめる。

「──出たわね、〝空の雫しずく〟」

　空の雫、それは戦乙女たちが天界へと帰還するためのマジックアイテムである。

　彼女らがそれを取り出したということは、つまり……

「ま、待て!?　お前たちまさかっ……！」

「──体調不良につき早退させていただきます！」

「ウチに痒み止めあったかなぁ……!?」

「今日って天界病院休みじゃない──!?」

　空の雫が一瞬光を放ったかと思うと、これを握りしめた数人の天使たちが一瞬にして姿を消した。

　彼女らは天界へと帰還した──すなわち戦線から離脱したのだ。

「あああああの腰抜けどもっ……!?　マジでやりやがった！　クライアントの前でなんて無様な……！」

「アンタも帰っちゃえば？」

「ぐっ……!?　下界の弱小モンスター風情が！　ボクたちはあの誇り高き戦乙女部隊！　こんな痒みごときでっ……！」

　ノアが痒みを押し殺して立ち上がる。

　その時、彼女の膝に何か小さな蜘蛛くもの糸のようなものが触れ、それが合図となった。

「へ？」

　ばさあっ！　と音がして戦乙女たちの頭上から黄色い粉が降り注いだ。

　糸は、洞窟の天井に設置されたある植物の枝に結び付けられていたのだ。

　植物より降り注いだ微細の粉は、ヴァルキリーたちの鼻孔、口こう腔こうへ侵入し、粘膜に付着して、そして──

「──ばっくしょんっ!!」

「くしゅん!!　くしゅんっ!!」

「め、目が痒いいいいいいいいっ!?」

　三度目の阿鼻叫喚。

　ヴァルキリーたちは一様に目の痒みを訴え、止まらないくしゃみと鼻水にのたうち回る。

　しかし、それがかえって状況を悪化させた。

　何故なぜならば、無数に張り巡らされた糸はその全てが植物の枝に結び付けられていたのだから。

　それは──シャザの木の枝。

　とある森のダンジョンに密生する針葉樹の一種であり、多量の花粉を拡散させることで知られている。

　つまるところヴァルキリーたちを襲うあの症状の正体は、ご存ぞん知じの通りの花粉症。

「ばるきりーさんたち、すっごいくしゃみ！」

「たのしそう！」

「クモのおねーさんのおかげだね！」

「──そーよ！　ウチ結構いい仕事するっしょ！」

　半人半蜘蛛ぐもの彼女は、屈託のない笑みを浮かべて言った。

　彼女はナルゴアが呼び寄せたというヘルプ。

　まどわしの森の従業員モンスター──アラクネである。

「ナルゴアさんには恩があるし！　ウチ、気合い入れて働くから！」

「……アンタ、ナルゴアとどういう関係？」

　戦乙女たちがぐしゃぐしゃの顔を晒さらしながら爆発のようなくしゃみを連発する傍かたわら、アルラウネは手のひら大のアラクネに問いかける。

　すると、アラクネはいかにも自信ありげに胸を張って。

「どーいう関係っていうかぁ……うーん、説明できないけど、口説かれたし！」

「は、はぁぁぁ!?　な、なんて!?」

「──魅力的だから、お嫁さんに貰もらってもいいって！」

　事実とはだいぶ異なっている。

　しかしこれはアルラウネを揺さぶるには十分すぎる台詞せりふであった。

「わ、私の方がナルゴアのことをよく知ってるの！」

　アルラウネが地面に魔力を送り、植物の成長を促す。

　これもまたアレルゲンを周囲にばらまく草花の数々であった。

「ウチも負けないし！　押しの強さなら負ける気しないし！」

　アラクネもアラクネで対抗心を燃やし、蜘蛛の巣で作った即席パチンコでトリモチ爆弾を撃ち込む。

　ヴァルキリーたちはもはや立っていることすらままならない。

　目をこする、くしゃみをする、身体からだを搔き毟る。

　この三つ以外の行動が、全て封じられてしまったのだ。

「も、もう無理……！　鼻がつばっで……」

「こんなに搔き毟ったらお肌が傷ついちゃう！」

「ノア先輩お先上がります！　お疲れさまでした！」

「ま、待てお前ら……」

　ノアの制止もむなしく、次々と戦乙女たちの手の内で結晶が煌きらめく。

　そして戦略的撤退、再び数十の戦乙女たちが天界へと逃げ帰った。

　しかし、彼女らにとってはそんなことお構いなしだ。

「私は！　あの人からお揃そろいの鈴をプレゼントしてもらったわ！」

「ウチだって（仕事用の）連絡先交換したし！」

　流れ出た体液で顔面をびしょびしょにしたノアがのたうち回る傍ら、二人は不毛な惚のろ気け合戦へと移行していた。




　　　　〇




　──原罪の蛇の子孫？　要するに親の七光りじゃねえか。

　──こんな小娘に務まるほどウチの仕事は楽じゃないんだよ。

　──アンタみたいな半端もんがいるとウチの格が下がるのよね。




　冷ややかな視線、嘲りの笑い。

　誰一人としてボクを歓迎してはくれなかった。

　誰一人としてボクに教えてくれなかった。

　底なしの沼で延々ともがき続けるような、そんな苦痛。

　まるで拷問だ。

　誰か助けてくれ。

　誰かボクに道を示してくれ。

　誰か、ボクを名前で呼んでくれ。

　七光りじゃない、小娘じゃない、半端者じゃない。

　ボクにはちゃんとした名前があるんだ。

　声にならない叫びに、心が軋きしむ。

　ボクは、ボクは──

　──今日からお前の教育係を任されたナルゴアだ。早速だが何か分からないことはあるか？　ルシエラ──




　　　　〇




　ルシエラは実に緩やかに覚醒した。

　彼女は自らの頰ほおを伝う雫に、自分があの頃の夢を見ていたのだと気付く。

「ここは……」

『ホウ、気が付いたか』

「うわっ!?」

　彼女は思わず声をあげて飛び跳ねた。

　何故ならば、彼女のすぐそばに頭がフクロウで身体がクマのモンスターが胡坐あぐらをかいていたからだ。

『ホ！　驚かすな！　別に取って食ったりはしない！』

「き、キミは……」

『聞いて驚け！　私はかの難攻不落の大迷宮！　まどわしの森の中ボス、森の賢人オウルベアである！』

　オウルベアはいかにも自信満々に答える。

　しかし、ルシエラと彼は初対面ではなかった。

　ティモラ・レイアートの皮を被かぶっていた頃、まどわしの森で一度対面している。

『私のことを知らないなど、どこの田舎者だ？』

　もっともオウルベアは、あの時の少女の正体がモンスターだった、などとは夢にも思っていないが。

「ここは……？」

『しじまの洞窟の第四階層、らしい。私もあの男に半ば無理やり連れてこられたから、詳しくは知らんが』

「あの男？」

『アイツだ』

　オウルベアが、そう言って指をさす。

　ルシエラが彼の指差す方向を視線で辿たどっていくと、そこには地べたに這はいつくばり、一心不乱に何かを地面に描き込むナルゴアの姿が。

『ずっとあの調子だ、声をかけるんじゃないぞ、妙に殺気立っている』

「……センパイ」

『ホ？　なんだオマエ、アイツの後輩なのか？』

　オウルベアが、フクロウの頭を90度傾かしげた。

　そのあまりの間抜けさに、ルシエラは思わず噴き出しそうになったが、すんでのところで堪こらえた。

「……そうだよ、ナルゴアセンパイはボクの先輩。色んなことを教えてくれた」

『ホホウ！　ではお前もしじまの洞窟の従業員モンスターか！　ならば私のこともセンパイと呼ぶべきだと思うがね？　何を隠そう私は中ボスだ』

　正確には違うが、何やら勘違いして鼻高々のオウルベアを見ていると、指摘する気も失うせた。

「ボクのセンパイは、センパイだけです」

『む……最近の新人は生意気だな、しかし私は心が広い！　分からないことがあればなんでも聞いてくれ！』

　早速だが何か分からないことはあるか？　ルシエラ。

　在りし日のナルゴアの言葉が、ルシエラの脳裏をよぎる。

　……本来ならばこんなことをしている場合ではない。

　しかし戯れに、ルシエラは一つ質問を投げかけた。

「じゃあ聞かせてよ、中ボスっていうのはそんなにも楽しい仕事なのかい？」

『──いや、楽しくなどない』

　即答だった。

　これにはさすがのルシエラも目を丸くするばかりである。

「……え？　楽しくない……の……？」

『ホウ！　楽しいはずなどあるものか！　とんでもない激務のくせに給料は安い！　毎日のように部下から文句を言われ、あまつさえ上司からも文句を言われるのだぞ！』

　オウルベアはホウホウ言いながら、更にまくし立てる。

『上手うまくいっても褒められない、逆に下手を踏めば鬼の首でも取ったように叩たたかれる！　サービス残業休日出勤当たり前！　こんな割に合わない仕事があるものか！』

「そ、そんなにキツイなら、なんで中ボスなんてやってるのさ!?」

　ルシエラは身を乗り出して問う。

　すると、オウルベアはたった一言。

『やりがいはあるからだ』

　そう答えた。

「やり……がい……？」

『そうだやりがいだ、お前はまだ若そうだから分からないかもしれないが』

「そ、そんな目に見えないもののために、キミたちは身を削って……」

『ホホウ、社畜と罵りたければおおいに結構、事実なのだからしょうがない』

　ルシエラには彼の言葉が理解できない。

　憧れのセンパイがそんなもののために望んで中ボスになったなんて、到底……

『一度やってみれば分かる、言うことを聞かない部下たちと、協力して苦難を乗り越えた後に飲む酒は美味うまいぞ……私は下戸だが』

「……部下なんていらない、ボクは一人で、なんだってできる」

『ホッホウ！　若さゆえの傲慢だな！　若い頃の自分を思い出すぞ！』

　ルシエラは納得がいかなかった。

　事実、ルシエラはレベル94、たいていのことは一人でできる。

　そんな自分がわざわざ苦労をしてまで誰かと協力するなんて、度し難かった。

　だが、

『──人は独りでいる限り、自分のことしかできない。なんでもできて当然だ。しかしそんな狭い世界で何か成したとして、それは果たして価値のあることなのか？』

　彼の言葉を受けて、ルシエラはかつて世界の柱を守護していた自分を思い出す。

　来る日も来る日も、独りで階層を守り続けた。

　百年、二百年？

　一体どれだけ長い年月をそうやって過ごしたのかは分からないが──思い返してみれば、自分は何をした？

　思い出せない、思い出すことができない。

『まぁ、日々の労働に振り回されていると、私もたまにそんな当たり前のことを忘れてしまうがね……憎たらしいことに、アイツがソレを思い出させてくれた』

「センパイが……？」

『ああ！　久々に興奮したとも！　なんせダンジョン監査万年Ｄ評価のウチが、レベルアベレージ30の勇者パーティを撃退してしまったのだ！』

「……難攻不落の大迷宮じゃなかったのかい？」

『げほっげほっ!!』

　オウルベアが激しく咳せき込む。

　そんな様子を見て、ルシエラはとうとう笑わずにはいられなかった。

『まあ月並みな言葉だが、私たちが一人でできることなど限られている、ということだ』

「つまらない答えだね」

『ふん、そう思うならアレを見てみるがよい』

　そう言って、オウルベアは壁面に取り付けられた数十枚の遠見鏡を指す。

　そこには、各階層の様子がリアルタイムで中継されていた。

　ルシエラは「なっ！」と驚きよう愕がくの声をあげる。

「あれは……ヴァルキリー!?　レベルアベレージ60の戦乙女どもが、なんでこんなダンジョンに……！」

『ナルゴア率いるしじまの洞窟の従業員モンスターたちが交戦中だ……実にバカげた手段でな』

「そ、そんな！　勝てるわけがない！」

　今目を覚ましたルシエラでも分かる。

　５００体のヴァルキリーと、こんな十じつ把ぱ一ひと絡からげのダンジョン、戦力差は絶望的だ。

　各階層をたちまち攻略されて、戦乙女たちがこの第四階層までなだれ込んでくるのも時間の問題──

　しかし、オウルベアの見立ては違った。

『まぁ、黙って見ていろ、……案外つまらないことの方が真理に近いのやもしれんぞ、先輩からのありがたいお言葉だ』




　　　　〇




　時刻は正午を少し過ぎた頃。

　普段ならば昼のピークを過ぎ、客足が徐々に落ち着き始める時間。

　しかしその日に限り、ゴブリン亭の来店客数は過去最高の数値を叩き出した。

　何故なぜか、その理由は明快。

　突如として村一つ分の団体様が来店したからである。

「ああうめえ！　まさに天にも昇るような気持ちだ！」

「まさかこんなに美味おいしい物が二日続けて食べられるなんて……」

「特にこの六目ヤギの臓物煮込み、信じられないくらい美味いな！」

「──六目ヤギの臓物煮込み、ゴブリン風だ！　間違えちゃいけねえよ！」

　次の料理を運んできた長男ゴブリンが叫ぶ。

　新たな美味の登場に、ガテル村の村民たちが沸き上がった。

「ぶ、ぶも、兄ちゃん！　スープあがったよ！　盛りつけは……」

「んなまだるっこしいことやってられるかい！　大鍋ごと回せ！　取り皿もだ！」

「兄貴大変だ！　曲がり人にん参じんの在庫が切れそうだ！」

「だったらメニューを変更すりゃいい！　俺たちの腕の見せ所じゃねえか！」

　盛況も盛況、三兄弟は目も回るような忙しさに、いつにも増して鬼気迫っていた。

　そんな時、ガテル村の村長ルドアが駆け寄ってくる。

「す、すまんなゴブリンたち、ウチの村の者はこんなに美味いものを食ったのは初めてで、つい加減が……その、お代は」

「邪魔だ爺じいさん！　いいから座ってろ！　アンタも客だ！」

「し、しかし……！」

「ああもうしゃらくせえ！　お代は中ボスさんにツケてあんだよ！　野や暮ぼなこと聞くんじゃねえやい！」

「ちゅ、中ボスさん……？　それは一体……」

「だから座ってろ！」

「うおっ!?」

　首を傾げるルドアを、ゴブリンは無理やり近くの椅子に座らせる。

「皆が戦ってる！　俺たちの戦場はこのゴブリン亭だ！　中ボスさんにそう任されたんだよ！　──さあ次のメニューだ！」

　再び、村人たちが沸き上がった。




　　　　〇




「──お前たちは不幸だ」

　ポイズンスライム、もとい軍曹が担当する第一階層にて。

　１５０前後の戦乙女たちを率いる第一戦乙女部隊長ニルスは、そう言って巨大なバスターソードを構えた。

　神聖なる戦乙女の見た目からは想像もできないほど、凄すさまじい殺気である。

「面白いことを言うねーちゃんっすね」

　これに相対するのは、無数のスライム隊を率いる軍曹だ。

　まさに一触即発、空気が刃物のように張り詰めている。

「他の戦乙女たちとは分断され、神性の供給もなくなって、不幸なのはアンタらの方だと思うんすけど」

「その愚かさもまた不幸である──私は第一戦乙女部隊長ニルス、すなわち私が戦乙女の頂点に立つ者だ」

　ニルスがバスターソードを高く掲げる。

「数多あまたの戦で負け知らず、一騎当千の名を恣ほしいままにし、誰が呼んだか戦神ニルス……そんな私に歯向かうのが、まさか有象無象のスライムどもとは」

「有象無象の、スライム……？」

　軍曹の身体からだが、ぴくりと僅かに震えた。

「そうだ、私たちは高潔で誇り高き戦乙女、神性の供給などなくとも単純な力量差で踏み潰してくれるぞ──単細胞生物ども」

「……あーあ、とうとう言っちまったっすね、その台詞せりふ」

　軍曹の身体から、目に見えるほどの怒気が発散される。

　いや、彼だけに限らない、彼の率いるスライムたちも同様に怒りに震えていた。

　何を隠そう、スライムたちにとっての〝単細胞生物〟とは最上級の侮辱発言。

　彼らの中にほんの僅かばかり存在していた〝手心〟という単語は、この一言で跡形もなく弾はじけ飛んだ。

　しかし戦乙女たちはこちらのそんな様子に気付くこともなく、戦神ニルスとやらの勇姿に鼓舞されている。

「そ、そうです！　私たちには戦神ニルス様がついているんです！」

「ニルス様にかかれば、こんな薄暗くて汚い洞穴！　一人で攻略できてしまいます！」

「ニルス様！　ニルス様！」

　そして始まるニルス様コール。

　それは洞窟内を反響して、スライムたちの身体を震わせた。

　これが、決定打となる。

「──もう完全にキレたっす！　頼みますよ！　助すけっ人とさん！」

「おっけー、ぐちょぐちょにしちゃうね☆」

　軍曹が、彼女の名を呼んだ。

　しかし戦乙女たちはコールに夢中で彼女の存在に気が付かない。

　当然、その能力の発動にも──

「ニルス様！　ニルス様！」

「ふふ、やめろお前たち、そんなに私を称たたえても何も出ないぞ」

「ニルス様！　ニルス様！　抱いて！」

「……ん？　今なんか変なことを言ったヤツがいなかったか？」

「抱いて！　抱いて！　抱いて！」

「え、お前ら、ちょ……なんだ!?　目が怖いぞ!?　押すな、押すんじゃ……」

「抱いてえええええ[image: ]」

「うおおおおおおおおっ!?」

　──瞬間、ダムが決壊した。

　頰ほおを上気させ、荒々しい吐息を漏らしながら、ニルスの下へ殺到した戦乙女たちが我先にとばかりにニルスの鎧よろいを剝はがし始めたではないか！

「な、ななななんだお前ら急に!?　鎧を……鎧を脱がすなっ！」

「こんなもの、ニルス様の内から溢あふれる凛り々りしさには不要です！　さあ脱ぎましょう！」

「バカかお前は!?　……あっ！　だ、誰か今胸を揉もんだだろ!?」

「筋肉質なニルス様でもここは柔らかいんですね……でも私はその逞たくましい腹筋が……！」

「ひいいっ！　腹を指でなぞるなっ!?　気持ち悪いぞお前ら!?」

　そこにあるのは乙女たちの秘境、百合ゆりの花園──なんて生易しいものでは当然ない。

　まるで亡者の群れ、こうなってしまえばもはや戦いどころではない。

　目の前の敵そっちのけで同士討ちを始める戦乙女たちを前にして、軍曹は震えあがった。

「さ、さすがナルゴアさんが呼んだ助っ人……えげつない能力を持ってますね……」

「濃いのいっぱい出てる……」

　当の助っ人は、頰を赤らめて戦乙女たちのくんずほぐれつを眺めており、スライムの言葉など耳にも入っていない様子だ。

　──水精ニンフ。

　ご存ぞん知じの通り、彼女は高い魔力を有し、美しい女性の姿をとったモンスター。

　その能力は──女性の性欲操作。

　男を知らぬ生娘やお堅い聖職者や──誇り高き戦乙女たちでさえも。

　女である以上、彼女の能力からは逃れられないのだ。

　ちなみにだが「濃いの」とはニルスに殴り倒された戦乙女たちの流す鼻血のことである。

「き、貴様ら!!　私の戦乙女部隊に何か仕掛けたな!?」

　ようやく戦乙女たちを振り払ったニルスが声を荒らげる。

　髪も衣服も乱れて、まるで暴漢に襲われた直後のような──いや、これは比喩ではなく、そのままの意味であった。

「洗脳魔法か!?　スライムごときがなんと小こ癪しやくな……！　正々堂々勝負しろ！」

「──正々堂々ゥ？　はんっ、すいませんねえ誇り高き戦乙女サマ、自分ら単細胞生物なもんで何言ってるか分かんないっす」

「こ、この……っ！　斬り捨ててやる！」

　ニルスは怒り心頭、剣を構えて突撃してくる。

　さすが戦神を名乗るだけあり、その踏み込みの鋭さとくれば異次元の領域だ。

　瞬まばたきよりも早く、ニルスは軍曹の懐へ潜り込み、そして一いつ閃せん──軍曹の身体が弾け飛ぶ。

「敵将！　討ち取った！」

　ニルスが勝ち誇った笑みを浮かべる。しかし、

「──あ、自分、物理無効なんで」

「なっ!?」

　弾け飛んだ軍曹の破片が、まるで意思でも持っているかのようにニルスの鎧へ貼りつく。

　そして、瞬間的に毒性を発散。

　じゅううっ、と音が立ち、ニルスの鎧がばらりとほどけた。

「わ、私の鎧がっ!?　高貴なる鎧がっ……！」

　ニルスは慌てて自らの鎧を拾い集めようとしたが、途中で異様な気配を感じ取り、後ろへ振り返った。

　戦乙女たちが妙に熱っぽい視線を彼女へ送っている。

　今のニルスの姿は、彼女らにとってよっぽど扇情的に映ったことであろう。

　おそらく、僅かに残った理性が消し飛ぶほどには。

「ニルス様……」

「お、おい……お前ら待て、仕事中だぞ……いや、プライベートでもこんなこと……！」

「──ニルス様ぁああああああああああっ!!」

「ぎゃああああああああっ!?」

　怒ど涛とうのごとく押し寄せる戦乙女たちの群れ。

　さすがのニルスもこれにはたまらず、懐から藍色の結晶を取り出した。

「せ、戦略的撤退っ！」

　空の雫しずくが光り出し、ニルスの姿が一瞬にして搔かき消える。

「ニルス様が逃げたわ！」

「逃がすか！」

　そしていくつもの光があがって、戦乙女たちは一斉にしじまの洞窟から退去した。

　一体残らず、憧れのニルス様を追って。

「……歯ごたえのない連中っすね、トラップ一つも使わなかったし──まぁなんにせよ自分らの勝ちっす！　ありがとうございましたニンフさん！」

「もう一回シよ……？」

「ナルゴアさ[image: ][image: ]ん!!　なんかこの人怖いんですけど!!　ナルゴアさ[image: ][image: ]ん[image: ]」

　軍曹の叫びが、第一階層に轟とどろいた。
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　あたりは仄ほの暗ぐらく、そして重く湿った空気が渦巻いている。

　第二戦乙女部隊長クラーナが部下たちとともに放り込まれたその階層は、ひどくおどろおどろしい場所であった。

「ここは……!?」

「クラーナ様……嫌な気が漂っております……！」

「ど、どっからでもかかってきなさいよ……！」

　戦乙女たちは己を鼓舞するように構えるが、武器を持つ手は震えていた。

　それもそのはず、部隊長であるクラーナが一番に怯おびえているのだから。

「はわわ……ここどこですぅ……？　ノアぁ……ニルスぅぅ……！」

　彼女はその大きな瞳に涙を溜ためながら情けない声をあげる。

　クラーナは他の戦乙女部隊長に比べて実力で劣るわけではないが、少し臆病すぎるきらいがある。

　本当は不安で仕方がない、今すぐにでも空の雫を使って暖かくて綺き麗れいな天界に帰りたい。

　そんな時である。

「クラーナ様！　前方に何かいます！」

「ふ、ふえええっ!?　敵ですかぁ!?」

　クラーナが慌てて大槍やりを構える。

　これに倣って戦乙女たちも武器を構え、そして前方に目を凝らした。

　すると、暗闇の中で蠢うごめく者がある。

「ぅ……ぁぁ……」

「オァ……オォ……」

「あ、あれは!?」

　──彼らは暗闇の中より這はい出してきた。

　それは人ならざる者、かつて人であった者、生命に対する冒ぼう瀆とくそのもの。

　すなわち

「──アンデッドだ!!」

　戦乙女の内一人が叫び、これを合図に、陰から数えきれないほどのアンデッドたちが這いずり出てきた。

　まるで生者という生者全てを呪うような、低い唸うなりをあげながら。

「ひっ……!?」

「──ようこそ、しじまの洞窟第三階層へ」

　頭上から声がした。

　見ると、洞窟の天井に赤い光が二つ──目だ。

　何者かが、天井から宙ちゆう吊づりになってこちらを見下ろしている。

　言わずもがな、吸血コウモリのきゅーちゃんであった。

「あ、あなたがここの中ボスですか!?」

　クラーナが自らの恐れを悟らせないよう、声を張り上げる。

　しかしきゅーちゃんはこれに答えず「すぅぅぅ……」と大きく息を吸い込み──一声。

「──もぉぉっと声出せえええええええっ!!!!」

　近くで爆発でも起きたのかと疑うほどの咆ほう哮こうが、第三階層に響き渡る。

　アンデッドたちは一転──慌てて先ほどまでの低い唸りをやめて、咆哮した。

「う、うおおおおおおおおおっ[image: ]」

「聞こえないぞおおおおおおっ[image: ]　もっと出るだろおおおおおおっ!!」

「ガアアアアアアアアッ[image: ]」

「やる気が足りないぞおおおおおおおおおっ[image: ]」

「やってやんぞオラアアアアアアアッ[image: ][image: ]」

「よし！」

　アンデッドたちはひどく疲れ切った様子で、ふうと溜ため息いきを吐つく。

　一方で戦乙女たちは先ほどまでとは全く別種の恐ろしさに戦慄する。

　そんな中、いやに晴れ晴れとした表情の吸血コウモリが高らかに言った。

「自己紹介が遅れたね！　私きゅーちゃん！　よろしくね戦乙女さんたち！」

「よ、よろしく……？」

　クラーナは困惑気味に答えて、しかしすぐに我に返る。

　目の前の彼女は排除すべき敵、そして自分は仕事中なのだと。

「わ、私は第二戦乙女部隊長クラーナ！　あなたたちには死んでもらいますっ！」

　クラーナの言葉を皮切りに、戦乙女たちが一斉に懐からある物を取り出した。

　空の雫ではない。装飾を凝らされた一本の小瓶だ。

「これは天界で作られた霊験あらたかな聖水！　アンデッドたちの弱点がこれであることは予習済みです！」

「へえー！　よく勉強してるんだ！」

「強がりを……！　皆さん！　アンデッドたちに聖水をかけるんですっ！」

「承知しましたクラーナ様！」

　これを合図に戦乙女たちが小瓶のフタを外し、中の液体をぶちまける。

　確かに彼女らの読み通りアンデッドにとって聖水は大敵。

　その身にふりかかれば、致命傷は免れない。

　だが、だが──

「──でも、こっちも予習済みなんだよねー！」

　効かない。

　頭から聖水を浴びせたはずなのに、アンデッドたちはけろりとしているのだ。

「なっ、何故なぜ!?　聖水は例外なくアンデッドの弱点のはず……！」

「い、いえ、見てくださいクラーナ様！　あのアンデッドども……！」

　しばらく経たって、ようやく部下の一人がそのカラクリに気付く。

「──テッカテカです!!」

　そう、彼女の指摘通り、アンデッドたちは全身がテッカテカに光り輝いていたのだ。

「きゅーちゃん印のとってもヘルシーな植物性油！　人体には無害です！」

「ぬるぬるして気持ち悪い……」

「聖水を弾はじくためとはいえ、頭から油をかぶらせるなんて……」

「訴えたら勝てるよなこれ……」

「そこ!!　何か言いたいことがあるなら大きい声でハキハキと!!」

「「「なんでもありませんきゅーちゃん様!!」」」

　びしりと、気を付けの姿勢をとるアンデッドたちを見て、きゅーちゃんは「よし！」といかにも満足げな表情である。

　クラーナは激しく狼ろう狽ばいしたが、しかしすぐに我に返って。

「た、確かにそれなら聖水は効かないかもしれません！　でもっ！　そんな状態では私たちを攻め込めないでしょう!?」

　ただでさえ不自由なアンデッドたちが全身油まみれだ、攻撃どころか前進すら……

　しかしきゅーちゃんは更にその斜め上をいって、

「──シュート!!」

　ばかぁんっ！　と凄すさまじい音がして、次の瞬間クラーナのすぐ側そばを何かが通り抜けた。

　飛び散る油、飛び散る五体。

「えっ……？」

　信じがたいことに、きゅーちゃんは空を飛んだまま、仲間であるはずのアンデッドを蹴り飛ばしてきたのだ。

　バラバラになったアンデッドの頭部が、クラーナの足元に転がり出る。

　テッカテカの頭は、クラーナを見つめて一言。

「ウチの上司、いっつもこんなんですよ」

「──ひぎゃあああああああああああっ!!!?」

　とうとう耐え切れずにクラーナは叫んだ。

　グロい！　あまりにグロすぎる！

　それは天界の温室で育ってきたクラーナの理性を、一瞬にして破壊するほどにショッキングな光景であった。

「どんどんいっくよー！　シュートぉ！」

　むろん、きゅーちゃんはそんなのお構いなし、手近のアンデッドたちを手あたり次第に蹴り飛ばしてくる。

　凄まじい勢いで飛んでくる、油塗まみれのアンデッドの弾丸。

　これを避よけきれなかった戦乙女たちは、油塗れのアンデッドと密着状態になって半狂乱。

　かろうじて避けられた者も、油で濡ぬれた地面に足をとられて転倒してしまう。

「ひ、ひいいいいいっ!?　手、手があああっ!?」

「顔についたぁ!!　やだ！　もうやだぁぁ!!」

「ぬるぬるして気持ち悪いいいいいいいいっ[image: ]」

　それはもはや地獄そのものであった。

　もはや戦乙女たちは立っていることすらままならず、子どものように泣きじゃくることしかできない。

　この中で唯一自由に動き回れるのは、空を飛ぶことができるきゅーちゃんだけだ。

　しかし、ただやられるだけのクラーナではない。

「こ、こんな生命の冒瀆……！　許せませんっ！」

　クラーナが生まれたての小鹿のように立ち上がった。

　何人かの戦乙女たちも、これに倣って立ち上がる。

　だが、

「──アースクエイク」

「ひゃああっ!?」

　どしん！　と凄まじい音がして、階層全体が揺れた。

　これには戦乙女たちもたまらず転倒してしまう。

　そしてまた油まみれのゾンビたちとくんずほぐれつ、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図に逆戻りだ。

「猪いのししのおじいさんナイスぅ！」

「こんなのでよければ、いくらでも手を貸しますが……」

　きゅーちゃんの後ろに控えていた白毛の老猪──オールドボアは困惑気味に答えた。

　彼の役目は、油の海の中で立ち上がる戦乙女たちがいれば、その巨体で四股を踏むように地面を揺らし、戦乙女たちを転倒させること。

　それ自体にはなんの問題もない。

　しかし彼は、楽しそうに仲間を蹴り飛ばすきゅーちゃんの後姿を見て、しみじみ思った。

　……やっぱりまどわしの森に残ってよかった、と。

「──も、もももももう怒りましたよ!!」

　クラーナが肩を怒らせて立ち上がる。

「こ、こんな人道から外れた戦い方、神が許しません！　主に代わって私があなたたちを倒します！」

　クラーナの下へ、力の奔流が形成される。

　残った神性全てを大槍に束ねて、投とう擲てきするつもりなのだ。

　だが、彼女はすんでのところでそれを中断する。

「～～♪」

　きゅーちゃんが、上機嫌に鼻歌を歌いながら洞窟の壁に自らの爪を打ち付けていた。

　かちんかちん、と硬質な音を聞いていると──クラーナの背中にある種の悪寒が走る。

「何を……やっているのですか……？」

「んー？　なにって、火を起こそうとしてるの、私、あんまり魔法得意じゃないから」

「なんのために……？」

「せっかく油まみれだし、全部焼いちゃおうかと思って」

　さらりと発せられたその一言に、戦乙女たちはぴたりと動きを止めた。

　いや、戦乙女だけではない。

　オールドボアもアンデッドたちも「えっ？」と素っ頓狂な顔できゅーちゃんを見据えている。

「じょ、冗談ですよね……？」

「──あ、やっとついた！」

　きゅーちゃんの長く伸びた爪の先端に、小さな炎が灯ともる。

　指先に宿るその小さな灯火を見た時、戦乙女たちは──いよいよ限界だった。

「──こ、この人頭おかしいですぅっ!?」

　クラーナが懐から取り出したのは、空の雫しずく。

　それは他の戦乙女たちも同様で、各々空の雫を握りしめ、戦線から離脱する。

　そして一体の戦乙女もいなくなったのち、きゅーちゃんは指先に宿った灯火をふっと吹き消す。

「あはは！　冗談に決まってるじゃん！　戦乙女さんたちは頭が固いね！」

「……あはは！　そっすよね！　冗談ですよね！」

「ボクらは信じてましたよ！」

　バラバラになったアンデッドたちが乾いた笑いをあげる。

　そして比較的彼女から離れた場所に倒れていたアンデッドたちは口々に呟つぶやいた。

「……あの人ならやりかねないな」

「……やっぱお前もそう思う？」

「あの人、実は一番ナチュラルに鬼畜だからな」

「でもそこがいいんだよな」

「うん、いいよね」

「……お前たちすごいな」

　このやり取りを近くで聞いていたオールドボアがぼそりと呟いた。
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「噓うそ……でしょ……？」

　ルシエラは遠見鏡に映った光景を見て、思わず声を漏らす。

　それは信じられない光景であった。

　一体一体がドラゴンにすら匹敵する力を持ったヴァルキリーたち。

　それが、あれよあれよといううちに戦線を離脱し、天界へと逃げ帰っていく。

　気付けば、５００体はいたヴァルキリーが今では指で数えられるほど。

　勝ってしまったのだ。

　こんな弱小ダンジョンが、ヴァルキリーの軍勢に──

『ホウ、だから言っただろう』

　オウルベアは、何故か自分のことのように胸を張っている。

　ルシエラには何度見てもそれが信じられない。

「どうしてこんな弱小ダンジョンに、ヴァルキリーたちが……あり得ない！　戦力差は絶望的だった！」

『その戦力差を覆すのが、中ボスの仕事だ』

「バカな……」

　ルシエラはとうとう言葉を失ってしまう。

　オウルベアは、そんな彼女の様子を見て、ホッホッホと笑う。

『やはりまだまだ青いな、それにまだ戦いは終わってないぞ、見ろ』

　オウルベアが第二階層を映し出す遠見鏡を指した。

　そこには、仲間のほとんどを失っても、未いまだしぶとく交戦を続ける第三戦乙女部隊長ノアの姿が。

『おそらくこのままでは終わるまい、ヤツもそのつもりだ』

　そして次にオウルベアは、地面に何かを描き込み続けるナルゴアを指した。

　ルシエラもまた、彼の方を見やる。

　そこで初めて気が付いた。

　あまりにもつくりが複雑だったのでこの段階に至るまで気付かなかったのだが、ナルゴアが描いているのは──魔法陣である。

「なんだよあの複雑な魔法陣……センパイは一体何を召喚するつもりなんだ……？」




　　　　〇




「アンタ、もうそろそろ降参した方がいいんじゃない？」

「だ、誰が……ばっくしょいっ！」

　第二階層、ノアが何度目になるのかも分からないくしゃみをした。

　両目は充血して鼻はぐずぐず。

　おまけに全身のいたるところがかぶれていて、とてもじゃないが戦えるような状態には見えない。

　部下たちはとうに退去した、残るは彼女だけである。

「ボクは誇り高き第三戦乙女部隊長……っ！　これしきのことでぇぇ……」

「……今降参するなら鼻づまりに効く薬草をあげるわよ」

「ふざけるなっ！」

　ノアが大槍やりを構えて一直線にアルラウネの下へ突っ込んでくる。

　フェアリーたちがトリモチ爆弾で応戦するが、どうやらノアは覚悟を決めたらしい。

　一切怯ひるまず、まっすぐにこちらへ向かってくる。

「ぎゃーっ!?　アイツバケモンだし！　どうすんのアル!?」

「……まったく、往生際が悪いわね」

　悲鳴をあげるアラクネの傍ら、アルラウネは手のひらをかざす。

　彼女の魔力に反応して舞い散る花びらが、色とりどりの光を放った。

「短縮、花はな詠唱ことば──プラスマジック、ダブルスペル、コンセントレイト、アクセル、プロテクション、エンチャントポイズン、ドレインライフ……」

「死ね！　弱小モンスター！」

「──ブルーム」

　ノアがアルラウネに飛び掛かる。

　しかし、すでにアルラウネは詠唱を終えていた。

　地中から飛び出した無数の草花が、巨大な拳の形を作り、そして──

「あがあっ!?」

　ノアを殴り飛ばした。

　後方へ吹き飛んだノアは、地面と平行に飛んで行って、やがて凄すさまじい音を立てて壁に激突する。

　アルラウネは一仕事終えたように、ぱんぱんと手を払った。

「アンタ一人ぐらいなら私でも十分倒せるのよ」

「やったぁ！　アルさまつよーい！」

「やるじゃんアル！」

　フェアリーズとアラクネが歓喜の叫びをあげる。

　これで決着だ。誰もがそれを疑ってはいなかった。

　しかし──

「ふふ、狙い通りだよ、馬鹿どもめ……」

　巻きあがった砂さ塵じんの中から、ノアの声が聞こえてくる。

　その時、初めてアルラウネは自らの過ちに気付いた。

「……やられた」

　砂塵が晴れる。

　そこには、勝ち誇ったような笑みを浮かべて、空の雫を握りしめるノア。

　そして結界から解き放たれ、晴れて自由の身となったベルンハルトの姿が。

　ノアは、自分が殴り飛ばされることを計算に入れて、あえてアルラウネに向かっていったのだ。

　ベルンハルトを拘束する結界を破壊するために──

「ったく、遅すぎんぞ」

「申し訳ありませんでした、雇い主様……またのご利用を」

「もう二度と呼ぶか、役立たずども」

　ベルンハルトが吐き捨てるように言って、その直後、ノアが天界へ帰還する。

　これによって正真正銘しじまの洞窟からは全ての戦乙女が退去した。

　しかしその代償として、最強最悪の勇者が解き放たれてしまったのだ。

「……で、どうするつもりだお前ら？　俺にもそのふざけたモチをぶつけてみるか？」

　ベルンハルトがフェアリーたちを見渡す。

　その眼光の鋭さたるや、フェアリーたちが怯おびえ切ってしまうほどである。

　そんな時、アルラウネは、

「──道を開けて、みんな」

　フェアリーたちをダンジョンの隅へ避よけさせる。

　これにより、下の階層へ降りるための道のりが開けた。

「あん？　なんだオマエ、やけに気前がいいな？　素通りさせてくれんのかよ」

「ええ、さっさと行きなさい、ナルゴアは第四階層よ」

「ははあ？　どういうつもりだ？」

「──悔しいけど私たちじゃアンタには勝てないから」

　ほう、とベルンハルトは目を丸くした。

「こいつは意外だ、オマエなんかはなんとしてでも俺を食い止めてナルゴアを守る～とか言いそうなもんだと思ったが」

「昔の私ならそう言ったかもね、でも──中ボスさんは私たちを信用してくれたの、なら私たちも信用するのが筋ってもんでしょ」

「はっはぁ！　ゲロ吐くぐらいくだらねえ！」

　ベルンハルトが嘲笑する。

　そして次の瞬間、

「──じゃあお言葉に甘えさせてもらうぜ」

　ベルンハルトの姿が搔かき消えた。

　いや、違う、目にも止まらぬ雷光のごとき勢いで駆け出したのだ。

　ベルンハルトは影さえ踏ませない勢いで第二階層を踏破すると、階段を飛び降り、第三階層へ足を踏み入れる。

　第三階層には、すでに人の影一つなかった。

「はっはぁ！　楽で助かるぜ！」

　更にベルンハルトは第三階層を突破。

　階段を発見し、これを飛び降りて──そして、たどり着いた。

「……ぴったり一時間持ちこたえてくれたようだな、やはり俺の部下は優秀だ」

　階層の中心に陣取る少年が、ゆっくりと顔を上げて、ベルンハルトを見た。

　ベルンハルトは邪悪に口元を歪ゆがめ、にたりと笑う。

「──よくぞたどり着いたな勇者よ、我こそがしじまの洞窟を統べる者、千手のナルゴアである」

「ナル、ゴ、アァァ……っ[image: ]」

　聖剣がベルンハルトの憎悪と共鳴して、目も眩くらまんばかりの輝きを放つ。

「この時を百年待ったぜナルゴア……!!　オマエをぶっ殺して、再び勇者を名乗るこの日をよぉ!!」

「殊勝なことだ、俺はお前のことなぞ忘れかけていたが」

「はっはぁ！　だったら思い出させてやるぜ！」

　ベルンハルトの聖剣を包む神性が更に膨れあがる。

　もはや太陽光による神性の供給はないというのに、肌を焼くほどに膨大な神性。

　その全てが、ベルンハルトの内から湧き出るものであった。

　ナルゴアは確信する、やはり今の自分にベルンハルトを倒すことは不可能なのだ、と。

「……ルシエラとかいう魔物はどこにやった？」

「この階層にいるぞ、今は隠蔽の魔法をかけているがな」

「つまりテメェを殺せば、そのしゃらくせえ魔法も解けるってこった……！　一番にぶっ殺してやるよ！　もちろん魔族だけじゃねえ！　このダンジョンにいるヤツは村人どもも含めて皆殺しだ！　女も子どもも年寄りも！　綺き麗れいに掃除してやるぜ！」

「そういうのは取らぬ狸たぬきの皮算用というのだ、御託は良いからさっさと始めよう」

「言われなくてもすぐにぶっ殺してやるよ!!」

　直後、ベルンハルトの姿が搔き消える。

　そして次の瞬間、ベルンハルトは剣を大上段に構えて、ナルゴアの目の前に姿を現した。

　瞬間移動と見み紛まがうほど強烈な踏み込み。

「──終わりだぜ！　ナルゴアァ!!」

　ベルンハルトが剣を振り下ろそうとする──その時、彼はようやく気が付いた。

　ナルゴアを起点として地面に描かれた、巨大な魔法陣の存在に。

「な、なんだこの魔法陣は……!?」

「……知っているかベルンハルト、召喚術師サモナーとは太古の昔、死霊術師ネクロマンサーの派生で生まれた職業、つまりどちらも同じく死者の蘇そ生せいを起源として持つ技術体系なのだ」

「だからなんだってんだ！　今更どんなモンスターを召喚しようが俺は止められねえ！　死ねナルゴア!!」

「勉強不足だな──再召喚リ・サモン、触媒は俺自身だ」

　ベルンハルトの剣が目と鼻の先まで迫ったその時、魔法陣が激しく光り輝く。

　光はナルゴアの全身を包み込み、そして──

「なっ……!?」

　ベルンハルトは驚きよう愕がくした。

　何故なぜならば自らの振り下ろした剣が、素手で受け止められたからだ。

「泣き虫がっ……テメェ、まさか……！」

「泣き虫ではない」

　ナルゴアは幾分か高くなった視点から、ベルンハルトを睨にらみつけた。

　彼が召喚したのは他でもない。

「俺は──千手のナルゴアだ」

　魔法陣から現れたのは、百年前に殺された自分自身であった。




　　　　〇




「くっ!?」

　ベルンハルトが咄とつ嗟さに飛びのいて、こちらとの距離をとった。

　彼の瞳の奥には、黒々とした憎悪の炎が渦巻いている。

「……はっはぁ、テメェもなかなか気の利いたことをするじゃねえか、千手のナルゴア」

　そう言って、彼は聖剣を握る手に力を込める。
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　聖剣はここで過去最高の神性の光を帯びた。

　今の彼ならば神殺しさえ成るだろう。

「見ろよ、あの時と全く同じだ。俺とお前の一騎打ち、リベンジにゃあもってこいのシチュエーションってなもんさ」

「……お前は勘違いをしているようだな勇者ベルンハルト、これはあの時とはまるで真逆ではないか」

「なに？」

　ベルンハルトが眉間にシワを寄せた。

　……ああ、本当に分からないのか、悲しいヤツだよ、お前は。

　……あの時のお前にはともに戦う仲間がいて、俺は独りだった。

　だが、今はどうだ？

　お前にはただの一人の仲間もいないが、俺にはこんなにも沢山の仲間がいる。

　そんな簡単なことにも気付けないから──お前は負けるのだ。

　俺はここにきて四つの手を召喚した。

　そしてあの時と全く同じ質問を、ヤツに投げかける。

「──降伏はするか？」

「誰がするか！　この薄汚え魔族がよぉっ!!」

　ベルンハルトがほとんど光そのものと化した聖剣を振りかざし、こちらへ飛び掛かってきた。

　閃ひらめいた剣は光速の壁を破り、因果律を捻ねじ曲げて──増える。

　右上段、左上段、右下段、左下段。

　四つの剣閃が、全く同時に俺に襲い掛かる。

「これが俺の全力だ！　避けれるもんなら避けてみろ！」

「その必要はない」

　俺の展開した千手が即座に動き出し、剣を防ぐ。

　右上段、左上段、右下段、左下段──その全てを、俺の千手が受け止めた。

　大技を防がれ、ベルンハルトが空中で硬直する。

　全てがスローモーションに動く世界で、俺はベルンハルトに問いかけた。

「……最期に何か言い残すことはあるか、ベルンハルト」

「最期、ねえ……勉強不足だぜナルゴア」

　ベルンハルトは最期のその時まで、不敵な笑みを崩さなかった。

「──勇者っていうのはなんべん殺されたって地獄の底から蘇よみがえってくるもんなんだよ」

「それを何度も追い返すのが俺の仕事でな──さらばだ、勇者ベルンハルト」

　俺の振りかぶった拳が、ベルンハルトへ向けて放たれる。

　まっすぐに突き出された拳は聖剣を打ち砕き──そのまま勢いを殺さず、ベルンハルトの顔面に突き刺さる。

　ベルンハルトの身体からだが大きく仰のけ反ぞるのと同時に、俺は千手を使役した。

　四つの握り拳が、ベルンハルトの身体を四度、八度、十二度と打ち据える。




　そして三十六度に亘わたる拳での殴打により、勇者ベルンハルトは絶命した。
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　地平線の彼方かなた、昇りかけた朝あさ陽ひが、俺たちの行く先を燦さん燦さんと照らし上げていた。

　どこまでも続く草原を、柔らかな風がなぞる。

　道のりは果てしなく長く、俺は若干げんなりしかけたが──しかし、問題ではなかった。

　何故ならば、俺の周りには彼女たちがいる。

「結局、村は追い出されちゃったわね」

　おもむろに、俺の隣を歩くアルラウネが言った。

「追い出されたではなく、送り出された、が正しい、村を救った正真正銘の勇者として」

「ナルゴアが勇者だなんて、おかしな話もあるものね」

「自分、あの村気に入ってたからもう二、三泊したかったんすけど……静かだし、野草が美味おいしいし……」

「でも昨日のパーティはすんごい盛り上がったよねー！」

　吸血コウモリは、満面の笑みを浮かべて言う。

　ああ、確かに盛り上がったとも。

　しじまの洞窟とまどわしの森の面々に、ガテル村の村民たちを合わせた戦乙女撃退記念パーティ、ひいては俺の勇者としての門出を祝う宴会である。

「アルちゃん、村の男の人たちにすんごい人気だったよね～！」

「ふん、そんなの興味ないわよ、そういうアンタは奥様方に人気だったじゃない」

「なんかダイエットの方法を教えてほしいってお願いされたの！」

「自分は子どもに人気でしたよ、おかげで四六時中もみくちゃにされましたけど……」

「……お前たち、人間嫌いじゃなかったのか？」

　アルラウネに至っては、あの人を殺した憎き人間とまで言っていた気がするが。

　しかし、彼女らは実にけろりと。

「まぁ、確かに好きではないっすけど」

「でも、村の人たちはナルゴアさんを育ててくれたわけだし！」

「……少しぐらいは感謝してるわよ、今回の作戦だって村人たちが花の種を植えてくれたおかげで成功したようなもんだしね」

「……そうか」

　どうやら彼女らも丸くなったらしい、思わず顔が綻んだ。

「とはいえ、これから大変っすねえ」

　ポイズンスライムが溜ため息いき混じりに呟つぶやく。

「ナルゴアさんに呼び出された他の連中はともかく、自分らはしじまの洞窟から直接走ってきたわけだから、帰りは徒歩ですもんねえ」

「ナルゴアさんがいるから行きと同じ無む茶ちやはできないし」

「悪いな、俺のせいで」

「別に責めてるわけじゃないわよ、ゆっくり帰りましょ、寄り道でもしながらね」

「……そういえばお前ら、仕事は？」

　俺が尋ねると、彼女らは三人揃そろってにやりと笑い。

「──三人揃って長期休暇よ、溜たまってた有休も合わせて、ちょっとした旅行気分ね」

「さ、三人とも長休!?」

　くらり、と眩暈めまいがした。

　もしも俺がまだ中ボスであったなら、その場で卒倒していたはずだ。

「なによ、休みの日のことまでとやかく言われる筋合いはないって言ったでしょ？　今は思いっきり休暇を楽しみましょ！　慰安旅行よ慰安旅行！」

「いえーい！　アル姐ねえさん太っ腹！　自分前から人間の町を観光したかったんっすよ！」

「私は食べ歩きがしたいなぁ！」

「は、はは……」

　思わず乾いた笑いが漏れた。

　しじまの洞窟、本当に大丈夫なのか……？

　一抹の不安が脳裏をよぎる──その時であった。

「……すまん、お前らちょっと先に行っててもらっていいか」

「？　どうしたのよ、急に」

「頼む、すぐに追いかけるから」

「わ、分かったわよ、あんまり遅くなると置いていくからね！」

　それだけ言い残して、三人は先へ進む。

　そして遠ざかっていく彼女らの背中がやがて見えなくなると、俺は視線を横にずらした。

　……ああそうか、こんなところにあったのか。

「世界の柱──」

「あーあ、とうとう見つけちゃいましたね、センパイ」

　一体いつから後を尾つけてきていたのか、ルシエラがすぐ傍そばで、俺と同じように世界の柱を見つめていた。

　世界の柱──それは我らが社長うらぼすの創り上げた世界最後のダンジョン。

　きたるべき〝災厄〟に備えて創造された、魔族最後の砦とりで。

　そして俺とルシエラの、前の職場だ。

「……そういえばおぼろげな記憶だが、確かにしじまの洞窟へ転勤になった時にここを通ったような気がするよ、しかし、まさかこんな近くにあったとは」

「神話クラスの隠蔽魔法で生半可な人間や魔族では見つけることすらできませんからね、センパイは千手を取り戻した影響で見えるようになったみたいですけど」

「……ところでお前はこんなところで何をしているんだルシエラ」

「いえ別に？　なーんにもすることがなくなってしまったので自分探しの旅にでも出ようかと。……今回の一件で、色々と思うところがありまして」

「殊勝なことだ」

「ボクのこと、怒ってないんですか？」

「……少しだけな、しかし不出来な後輩のやらかしたことにいちいち目くじらを立てていては、中ボスなんぞ務まらん」

「ははは、やっぱり優しいですね、センパイは」

「……そんなことよりも、これについて説明してほしい」

「あ、とうとうそれ聞いちゃいます？」

　ルシエラが悪戯いたずらっぽく笑う。

　しかし、その奥に隠れた表情は真剣そのものであった。

　俺とルシエラは、ほとんど同時に世界の柱を見やる。

　正確には〝元〟世界の柱を。

「──何故なぜ、世界の柱が倒れている？」

　俺は眼前に横たわる巨大な塔の残骸を眺めて、いよいよその疑問を彼女へ投げかけた。

「さあ？　百年前は間違いなくなんともなかったはずですが……ボクも気付いたのはほんの数日前です」

「他の階層守護者キーパーたちは？　……いや、そもそも社長うらぼすは？」

「見ての通り蛻もぬけの殻です、律儀に隠蔽魔法だけは生きてるようですが……」

「……何が起ころうとしているんだ」

「案外、これが社長うらぼすの言っていた〝災厄〟なのかもしれませんね」

　ルシエラがよっこいしょ、と腰を上げる。

「センパイ、ボクと一緒に来ませんか？」

「なに？」

　ルシエラによる突然の誘い、彼女の表情は真剣そのものだ。

「ボクはこの件について調べてみるつもりです、センパイが一緒なら、とても心強い」

「俺は……」

　逡しゆん巡じゆんする。

　魔族最後の砦──世界の柱の崩落、俺の知らないところで何か良くないことが起ころうとしている、それこそ魔族の存亡にさえ関わるような、災厄の前触れ……

　俺は考えに考え、そして一つの結論を導き出す。

「俺は俺でこの件について調査する、だからお前とは一緒に行けないよ、ルシエラ」

「……どうしてです？」

　ルシエラが寂しげに問いかけてくる。

　きっと彼女は俺がなんと答えるか、初めから分かっていたのだ。

「──仲間たちがいるからさ、あいつらを置いてはいけない」

「……そですか」

　ルシエラはそう言って、くるりと踵きびすを返した。

「あーあ、分かってはいましたけど、フラれちゃいましたね」

「……悪いな、ルシエラ」

「謝らないでください、いつか絶対にセンパイを振り向かせてみせますからね」

　またどこかで会いましょう。

　ルシエラは最後にそう言ってはにかみ、その場から姿を消す。

　俺はルシエラを見送ると、すぐに身体を翻して彼女らを追いかけた。

「すまない、待たせたな」

「遅いわよナルゴア！　何やってたの!?　危うく置いていくところだったわ！」

「自分が一番心配してたくせに……へばぁっ!?」

「もー、スライム汚いから飛び散らないで！」

「理不尽すぎません……？」

　俺は思わず頰ほおを緩めてしまう。




　きっと何も心配はいらないのだ。

　辛つらいことも苦しいことも、関係ない。

　俺はどんな障害も乗り越えていけるはず。




　──何故ならば俺は、二周目の人生においても最高の仲間たちに囲まれているのだから。







　　あとがき




　はじめましての方ははじめまして、猿さ渡わたりかざみです。さるわたりではございません、さわたりです。

　まず、この度は本書『中ボスさんレベル99、最強の部下たちとともに二周目突入！』（長い）をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　中ボスさん率いるモンスターたちのドタバタ活劇、お楽しみいただけたでしょうか？

　本作は、たいへんありがたいことに、天そら瀬せ晴はる之ゆき先生によるコミカライズと同時並行的に企画進行しておりまして、おそらく皆さんがこれを読んでいる頃には、すでに「電でん撃げき大だい王おう」様での連載も発表されていることでしょう。

　私自身、正直未いまだに信じ切れておりません。

　初めに電撃大王のＭ編集長から恐れ多くもコミカライズのお誘いを受けた際、抱いた感想は「ドッキリ？」だったのですが、それから打合せやらなんやらを経て、やっぱり未だにドッキリだと思っております。ドッキリだと思いながら、この文章を書いております。

　なのでこれを書いている最中、突如玄関のドアが開け放たれ、プラカード片手に押し入ってきた担当編集のＫさんが目の前でドッキリ音頭を踊り出したところで、私の反応は「あ、やっぱり？」になることでしょう。ところでドッキリ音頭ってなんでしょうね。

　ともかく、本作を作る過程はそれぐらい驚きの連続だったのです。とりわけ天瀬先生に驚かされた回数ときたらもう数えきれません。

　中ボスさんの書籍化が決定し、さあ天瀬先生に送るキャラ表を書くぞと筆をとった瞬間、メインキャラ全員分のラフが送られてきたり、そしてそれが「脳みそ覗のぞかれた？」と疑わしくなるほどイメージにぴったりだったり、時にはイメージを超えられたり……。

　極めつけはなにより、本書のイラストとコミカライズを同時に、天瀬先生が担当していらっしゃることですよね。

　え？　どうなってるんですか本当に？　ドッキリ？

　もしかしたら天瀬先生は複数人存在し、いつか私の目の前でキレッキレのドッキリ音頭を披露してくれるのかもしれません。ドッキリ音頭ってなんでしょうね。

　ともかく、本作のやたらと多いキャラクターを描き切っていただいた天瀬先生には感謝しかありません。

　かっこよく、かわいく、そしてどこかコミカルな彼らの姿は、見ているこちらにまで、その賑にぎやかさが伝わってくるようです。

　もちろん前作に引き続きすぐにあらぬ方向へ走り出そうとする私を、その手て練れん手て管くだ……もとい手腕で導いてくれた担当のＫさんに多大なる感謝を。

　恐れ多くも本作を目にかけてくださったコミック担当のＭ編集長にも同様に、もう足を向けて寝られません。

　そして、ウェブで応援してくださった読者の皆様、今まさに本書をお手に取ってくださっているあなた様、更には本書に関わってくださった関係者各位にも、当然足を向けて寝られません。私は一体どこを向いて寝ればいいんでしょう。

　などと言っている内にそろそろお時間ですね。

　私が寝不足でぶっ倒れたりせず、かつ再び機会があれば、またお会いしましょう。本日はこの曲とともにお別れです。それでは皆さんまた次回、よい週末を、さようなら、さようなら……（ドッキリ音頭のテーマ）








二○一九年四月吉日　猿渡かざみ






























中ちゆうボスさんレベル99、

最さい強きようの部ぶ下かたちとともに二に周しゆう目め突とつ入にゆう！








猿さ渡わたりかざみ
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